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『真夜中の鐘かねが鳴る時刻、〈翡ひ翠すいの宮みや〉の中庭に世にも美しい幽霊が出る』

　そんな噂うわさを聞いて、じっとしていられるアルマではなかった。




「──よいしょっと」

　石いし塀べいのでっぱりに手足を掛けてよじ登り、中庭へと身を躍おどらせる。

　長い黒髪と女によ官かんのお仕着せの裾すそを翻ひるがえし、ふわりと地面に降り立った。

　着地成功、侵しん入にゆう成功。

　大きな蒼あおい双そう眸ぼうを凝こらし、夜よ闇やみに満ちた周囲を見回す。

　辺り一面、伸び放題の雑草に覆われている。着地の際に足の裏うらが痛くならなかったのは、生い茂った雑草が緩かん衝しよう材ざいになってくれたおかげだろう。

（ここが噂の〈翡翠の宮〉ね……）

　幼い頃から療りよう養よう中で寝たきりとなっている、ユグドリス王国第一王子ハインリヒの住居だ。立ち入りは当然、禁止されている。

　見つかったら投とう獄ごくされるかもしれない。だが、それも覚かく悟ごの上だ。

　中庭は四方を石塀で囲まれていて、他の宮殿や庭園からは死角になっている。小さな門はあるが、見張りの兵士の姿は交替時間のため見あたらない。兵士の交替時間及び警けい邏ら経路については、その筋に詳しい女官仲間から聞き出してあった。

（世にも美しい幽霊……絶対見たい！）

　すべてはその一心だった。

　人一人くらいは隠かくれられそうな雑草の茂しげみを見つけ、そこに身を潜ひそめる。

（世にも美しいってどのくらいなのかしら？　髪の色は？　瞳ひとみの色は？　っていうか年齢は？　美少女？　美女？　美幼女だったら失神する自信があるわ）

　幽霊を怖こわがるようなお淑しとやかさなどアルマにはない。

　胸を高鳴らせながら息を殺すこと数分ほど、そろそろ真夜中を知らせる鐘が鳴ってもおかしくない頃合いだった。

　暗闇の中に、ぽうっ、と光が浮かんだ。

　その光が上下に揺ゆれながら、ゆっくりと中庭を進んでいく。

（怪火イルリヒト！　……じゃない。角ラン灯タンの明かり？）

　落らく胆たんしたのもつかの間、揺れる明かりが角灯を持つ人物を照らし出した瞬間、その姿に目が釘付けになった。

　それは金髪の青年だった。

　細身の長身に、ゆったりとした白い襟えり付つきのシャツと黒っぽい脚きやく衣いを纏まとい、腰帯には護身用らしき剣を提さげている。

　目を惹ひいたのはその見目麗うるわしさだ。

　細ほそ面おもてながら脆ぜい弱じやくさのない端たん整せいな顔立ちは、どの宗教画の神々と比較しても際きわ立だって整っている。さらりと額ひたいにかかる淡あわい金髪は緩ゆるく波打っており、もしこの髪を伸ばして作った鬘かつらや付け毛が売り出されたら世の淑しゆく女じよたちが鬘屋に殺到しそうだと思えた。

　何より、暗闇を見み据すえる眼まな差ざしが印象的だった。角灯の明かりを受けてもなお深い翡翠色の双眸は、冬の湖のような静せい謐ひつさと凍いてつく鋭するどさを湛たたえている。

　雷かみなりを受けたかのような衝しよう撃げきが、アルマの全身を駆かけ抜けた。

「か……描きたい……！」

　画帳と木炭を持ってこなかったことを激しく後こう悔かいした。

（なんて描き甲が斐いがありそうなお姿！　頭の中でいくら素そ描びようをしても飽あきたらないわ。それにしても、『世にも美しい幽霊』って男性だったのね。てっきり女性かと……）

　青年は角灯の明かりを頼りに中庭を斜めに進み、〈翡翠の宮〉から石塀の方へと向かっていった。アルマの位置からは横顔しか見えなくなる。

　もっと前から見たい。もっと近くで見たい。

　茂みから少し身を乗り出したそのとき、がさっ、と雑草が音を立ててしまった。

「誰だ！」

　鋭い誰すい何かの声とともに、角灯の明かりが向けられた。

　慌あわててしゃがみ込んだが、時すでに遅し。絶対にばれた。

「何者だ！　隠れていないで出て来い！」

「も、申し訳ありませんっ！」

　観念して、アルマは茂みから飛び出した。

　青年のもとへ駆け寄りながら滑すべり込むように地面に両りよう膝ひざをつき、そのままの勢いで両手もついてひれ伏ふす。視界の隅すみで青年がぎょっと身じろぎするのが見えた。

「怪あやしい者ではありません！　わたしは第三王おう妃ひカトリーネ様にお仕えする女官で、クラウス男だん爵しやくの娘アルマと申します！　こちらに美人の幽霊が出るという噂を聞き、ぜひともご尊そん顔がんを拝見したくて忍び込んでしまっただけで、決して、あなたさまに危害を加えるつもりも除霊しようなんて意志もありません！」

「……除霊……？」

　訝いぶかしむ声に顔を上げると、青年が拍ひよう子し抜けした顔で見下ろしていた。近づいたぶんよく見えるようになった美び貌ぼうに、アルマはうっとりと目を輝かせた。

「ああ、それにしても本当にこの世のものとは思えない美しさ！　……あ、幽霊なんですからこの世のものではないですよね。納なつ得とくです」

「……おまえ、頭大丈夫か？」







　真夜中を告げる荘そう厳ごんな鐘の音が、夜半の静せい寂じやくにこだまする。

　青年は沈痛そうに眉み間けんを揉もみながら確認した。

「つまり、おまえはここに幽霊が出るという噂を聞いて忍び込んだというのだな？」

「ちょっと違います。ただの『幽霊』ではなく『世にも美しい幽霊』です」

「そこはどうでもいい。で、おまえはそれを誰から聞いた？」

「ええと、女官仲間の誰かだったと思うのですが……誰だったっけ？」

「もういい。女官の名前など聞いても僕にはわからん。だが、噂を流した人物はだいたい見当がついた。ろくでもないことしかせんな、あの女は……」

　翡翠色の双眸がうんざりと、ここにはいない誰かを見つめる。

「生あい憎にくだが僕は幽霊じゃない。生身の人間だ。期待に添そえなくて残念だが、くだらん噂なんぞ信じたおのれが愚おろかだったと思って諦あきらめろ。わかったらとっとと帰れ」

　しっしっ、と手で払う仕草をされても、アルマはへこたれなかった。

「そうですか。ときに幽霊さん」

「幽霊ではないと言っているだろう！」

「お名前を存じ上げないので……何とお呼びすればいいですか？」

　青年はしかめ面つらになってしばし口を噤つぐんだ後、渋しぶ々しぶと名乗った。

「……ハイン、だ」

「ハインさん、お歳としを伺うかがってもよろしいですか？」

「十九だ。そんなことを訊きいてどうする」

　驚いた。大人びた風ふう貌ぼうに見えたが、十七歳のアルマと二つしか違わない。

「そんなに若くして亡なくなられたんですね……」

「享きよう年ねんではないっ！　生きていると言っているのになぜ信じようとしない!?」

「だって、こんなに美しい人がこの世のものであるわけがないじゃないでふひゃっ？」

　唐とう突とつに右みぎ頰ほおをむぎゅっと摑つかまれた。ハインと名乗った青年が意地悪く笑う。

「どうだ。このとおり僕には実体があるぞ」

「ひゅふへい……幽霊に実体がないなんていうのは幽霊に対する偏へん見けんです」

「おまえはさっき生者に対する偏見を口にしていなかったか？」

　ハインは深々と疲れきったため息をつくと、アルマの頰から手を離した。

「もういい。とてもつきあいきれん。見み逃のがしてやるからさっさと立ち去れ」

「そうはいきません。実は、ハインさんに折おり入いってお願いしたいことが」

「お願いだと？」

　はい、と頷うなずいてみせると、アルマはもう一度、両手を地面についた。

「お願いです──どうか、どうかわたしにあなたを描かせてください！」

「は……？」

「わたしはほんの数カ月前まで画家見習いでした。いつか一人前の画家になることを目指していましたが残念ながら才能に恵まれず、実家のために父の決めた人と結婚をすることになりました。それで数カ月前からカトリーネ様のもとで花嫁修しゆ業ぎようをして……ですが！」

　きっ、と面を上げて、ハインの呆あつ気けにとられた顔を見つめる。

「ハインさんのお姿を目にしたとたん、諦めたはずの思いが蘇よみがえってしまいました。最後にもう一度だけ、絵を描きたい。夏の官展に挑ちよう戦せんしたいんです。どうか、どうかお願いします。わたしの絵のモデルになってください！」
















　そう叫さけぶと、再び鼻先を地面にくっつける勢いで突っ伏した。

「……一つ、訊きたいんだが」

「何でしょう？」

　アルマは突っ伏したまま聞き返した。

「さっきから、その体勢はいったい何なんだ？」

「これは東方に伝わる『ドゲーザ』といって、一生に一度の頼み事をするときと死んでお詫わびしたいほど反省しているときに使うものだそうです」

「一生に一度をこんなくだらんことに使うのか、おまえは」

「く、くだらなくなんてないです！　わたしにとっては一大事なんですから！」

「知るか！　とにかく、僕は絵のモデルなんてやらん。誰にも描かれるつもりはない。特に、画家にもなれなかった下へ手たくそになど大金を積まれたって描かせるものか」

「うっ！　そう言われてしまうと苦しいですが……でも、そこをなんとか……！」

「くどい！」

　そのとき、門の方から角灯の明かりらしきものが見えてきた。

　交替の兵士がやってきたようだ。金属製の甲かつ冑ちゆうや鞘さやが擦すれる音と、芝しばや敷しき石いしを踏ふみしめる足音が徐じよ々じよに近づいてくる。

「まだごねるというのならこちらにも考えがあるが？」

　ハインが挑戦的に言ってくる。さすがにこの状況は少々分ぶが悪い。

「ふっ……いいでしょう。今日のところは引き下がります。ですが、わたしは絶対に諦めませんから！　いつか必ず、あなたをモデルに絵を描いてみせます！」

「歌か劇げきの三さん下した悪あく魔まの捨てぜりふみたいになってるぞ……」

「では、失礼します！」

　アルマはハインにつんと背を向けて早足で石塀に向かっていった。来たときと同様に石塀の凹おう凸とつに足を掛けようとして、つまさきがすかっと石の表面を滑った。

「あ、あれ？」

　場所を少し横に移動して試してみても結果は同じだった。石塀の外側には凹凸があったのに、内側にはほとんどない。これではよじ登れない。

（どうしよう……！）

　石塀を前にして茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、ふとお仕着せのスカート越しに何かが両足の間に滑り込んでくる感覚があり、

「っひゃああああああー!?」

　あっという間に体が持ち上げられた。スカートのめくれあがった膝と膝の間に金髪の頭が出現している。ハインがアルマを両肩に担ぎ上げたのだ。

「な、ななな何を……！」

「逃にがしてやるからおとなしくしろ。この塀を登るのは少しコツがいるんだ。そこに手を、そこに足を掛けてみろ」

　言われて見ると、ハインの頭の少し上にでっぱりが、胸くらいの高さにくぼみがある。どちらも小こ柄がらなアルマの身長では届かない位置だ。

「……あ、ありがとうございます」

「まったく、世話が焼ける」

　ハインはぶつぶつと文もん句くを言いながらも、石塀に近づいて首を傾かたむけてくれた。

　アルマはせえの、で石塀に乗り移ると、ハインに教えられたとおりによじ登っていった。

　なんとか上まで登りきると、〈翡翠の宮〉の中庭を振り返る。

　ハインが呆れきった顔をしてこちらを見上げていた。

　冬の夜風のような冷ややかな眼差しが、もう来るなよ、と言っているように見えて、じわりと敗北感が湧わいてきた。

　彼でなければならないのだ。諦めてなるものか。

「わっ、わたしは諦めま」

「──ハウス！」

　指差し付きで飼い犬にするように帰れと命じられ、アルマは涙なみだ目めになって退たい散さんした。
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　朝を愉たのしむ小鳥たちのさえずりが、王都ジークセンの蒼そう穹きゆうに響いていた。

　王宮を彩いろどる薔ば薇らたちは小さな蕾つぼみをつけ、流れる風も春の温かさを孕はらみつつある。

　絵に描いたようなのどかな春の朝の光景。だが第三王おう妃ひの住まいである〈紅こう玉ぎよくの宮みや〉において、朝に「のどかな」という形容詞がつくことはない。

「カトリーネ様、今日のお召めし物はこちらでいかがでしょう？　カトリーネ様にぴったりの真しん紅くのドレスですわ」

「いーえっ、今日はこちらのドレスがいいと思いますわ！　ごらんになって、あの窓から見える青い空を！　こんなによく晴れた日は蒼穹のような青に決まってます！」

「ふっ、それを言うならあの燦さん々さんと輝く太陽をごらんなさい！　そして想像してみることね……黄おう金ごんの日差しの下でなお美しく輝くカトリーネ様と、それを引き立てる黄色のドレスを！　というわけで黄色のドレスにするべきです！」

　第三王妃の居室では、今日も女たちによる戦いが繰くり広げられている。

　アルマは部屋の隅すみで大きな姿見を支えて、ぼーっと突っ立っていた。姿見には猫ねこ脚あしがついているが、以前倒してしまってから安定が悪くなり、支える役が必要になっていた。

「赤よ！」

「青ったら青！」

「絶対黄色！」

　ここにいる女によ官かんたちの大半は、嫁入り前の貴族令れい嬢じようだ。

　ユグドリス王国では、結婚が決まった女性には貴婦人のもとで花嫁修業をさせる風習がある。彼女たちは〝ユグドリスの宝石〟と讃たたえられる美しい王妃に女官として仕つかえながら、淑しゆく女じよのたしなみを学んでいるのだ。

（赤、青、黄色……うーん）

　そう言われてアルマが思い浮かべるのは、ドレスではなく絵の具の色だ。

　魂たましいの赤、精神の青、肉体の黄色。

（絵、描きたいなあ）

　姿見を支えながら、西側の壁かべに掛けられた大きめの絵かい画がに目を向ける。

　額がく縁ぶち下のキャプションに書かれた題名は『旅人と出会うジークリットとマティアス』。

　天才画家エーファルト・デュムラーの手による作だ。

　悪魔王討とう伐ばつに向かう建国の女王ジークリットと旅人、そして画家のマティアスを描えがいた歴史画だ。マティアスの頭の上には光の輪が描かれており、これは〝花か冠かん〟を表している。

　この世界は創造神カーリウスが白き虚きよ無むに創世の絵筆で描いて作ったと伝えられており、神話には絵画や画家が数多く登場する。

　マティアスは画家であり〝神かみ懸がかり〟と呼ばれる異能者だ。彼は神の力を借りて絵を描くことで、旅人に化けた悪魔の正体を暴あばき、若き女王を助けたと伝えられている。

　以来、王位継けい承しよう権けんを持つ者はジークリットとマティアスに倣ならって、専属の画家〝花冠画家〟を随ずい行こうさせるのがユグドリスのならわしとなっている。この絵を描いたエーファルトも現国王テオドシウス三世の花冠画家だ。ただし、エーファルトは神懸かりではない。神懸かりの花冠画家はここ二百年ほど現れていない。

（わたしにもこんな絵が描けたらなあ）

　アルマはまだ存在していない人生最高の一作を夢む想そうした。もちろんそこに描かれているのは〈翡ひ翠すいの宮みや〉の美人幽霊だ。

　最近、アルマは寝ても覚めても彼を描くことばかり考えている。

「アルマ、寝不足？」

　ぼそっと名前を呼ばれて振り向くと、栗色の髪をおさげにした少女が感情に乏とぼしい双そう眸ぼうでこちらを見ていた。

　女官仲間のレネだ。歳としが近く、部屋も同じなので何かと一緒に行動することが多い。

「うん、ちょっとね」

「ここのところ毎晩抜け出してる。無理しない方がいい」

　あの夜から、アルマは連日のように〈翡翠の宮〉に忍び込んでいた。同じ部屋のレネには隠かくしようがないので事情は包み隠さず話してある。

「ありがと。でもわたし、どうしてもハ……幽霊さんを描きたいの」

「説得できそう？」

「どうかなあ。何度お願いしても、『断る』『くどい』『断っているのになぜ理解しない』『馬ば鹿かなのか』『いいや確実に馬鹿だ』って、取りつく島もなくって」

　しまいには「おまえの頭には脳の代わりにピンクの絵の具でも詰まってるんじゃないか」と言われ、「帰れピンク頭」と追い返された。ピンク頭はさすがにひどいと思う。いかがわしいことばかり考えているみたいで人聞きが悪い。

「……その幽霊、いちいちアルマの相手をしてくれてるの？　嫌いやなら、出しゆつ没ぼつする時間や場所を変えればいいのに」

　アルマはぱちくりと瞬まばたきした。言われてみればそのとおりだ。

　ハインはいつも同じ時刻、同じ場所に現れ、アルマの申し出を却きやつ下かしつつもいちいち話につきあい、見張りが戻る時間になるとアルマを追い払って自分も去っていく。

　言い換えれば、何だかんだ言って相手をしてくれていた。

　初めて会ったときも、アルマを逃にがすために肩車をしてくれたくらいだ。

（つれないように見えて、案外お人好しなのかしら。幽霊だからお霊好し？）

　嫌きらわれていると思っていたけれど、そこまで嫌われてないのだろうか。

　悶もん々もんと考えを巡めぐらせていると、不意に鋭するどい呼び声が響ひびいた。

「アルマ！」

　慌あわてて振り向くと、使わなくなった衝つい立たてや宝石箱や小物を片付ける女官たちの向こう側で、支し度たくを終えた主が長なが椅い子すに悠ゆう然ぜんと腰掛けてこちらを睥へい睨げいしていた。

　桃色がかった金髪の巻き毛は誰もがうらやむほど美しく、ふわりと肩に垂たらしているだけでそれ自体が宝飾品のような輝きを放っている。白はく磁じの肌をした卵型の面おもてに、菫すみれ色いろの美しい双眸。驚くほど華はなやかで整った顔立ちは神が作りたもうた芸術品だ。

　彼女は赤いドレスを身に纏まとっていた。

　肩口のフリルは控ひかえめながらドレープが美しく、大だい胆たんに開いたデコルテに添そえられたレースが慎つつまさを演出している。

　耳元と首元で輝いているのは緑りよく柱ちゆう石せきで、髪飾りも赤の造花と緑柱石を合わせている。全体を赤と緑で統一されて淑しとやかながらほのかな色気のある装よそおいとなっていた。

　アルマは目を輝かせた。いつ見ても、なんて美しい人なんだろう！

　ユグドリス国王テオドシウスの第三王妃カトリーネは、繊せん手しゆを横に差し伸べながら立ち上がった。傍かたわらの女官から差し出された水鳥の羽根の扇おうぎを一いち瞥べつもせずに受け取ると、顎あごの前でぱちりと優ゆう雅がに広げてみせる。

「さあアルマ──答えなさい。この世で最も美しいのは誰？」

　女官たちが、またいつものがはじまった……という苦々しい顔つきになる。

　アルマは鼻息荒く、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて声を張り上げた。

「もちろん、最も美しい女性はカトリーネ様です！」

　いつもの朝の儀ぎ式しきだ。美しいものに弱いアルマが自己愛主義の傾向がある王妃を褒ほめたたえ、王妃はいい気分になって一日をはじめる。そのはずだった。

「どういうことなの、アルマ？」

　カトリーネがなぜか柳りゆう眉びをひそめて詰め寄ってくる。アルマは狼狽うろたえた。

「え、と……何がでしょうか？」

「アルマ、あなたはいつも『最も美しいのはカトリーネ様です』と答えていてよ。でも、いまあなたは『最も美しい女性は』と言ったわ。それはつまり、あたくしの至高の美しさを脅おびやかす者が現れた、しかもそれは女性ではない、ということではなくて？」

「あっ……！」

　アルマは思わず姿見から手を離した。ぐらりと倒れかかった姿見を、レネが即座に飛び出して支えた。女官たちの間からほっと安あん堵どの吐と息いきが漏もれる。

「答えなさい、アルマ！」
















「も、申し訳ありません！」

　アルマはその場に両膝ひざと両手をついて突つっ伏ぷした。ドゲーザの風習は東方の血を引く女官の一人が持ち込んだものだが、アルマの使用頻ひん度どがダントツで高い。

「女性部門一位はカトリーネ様が不動で変わりありません。でもわたし、ついに……ついに男性部門一位に出会ってしまったんです！」

「何ですって!?」

　衝しよう撃げきを受けてよろめいた王妃を、すかさず女官の一人が後ろから支える。

「もちろん、カトリーネ様より美しい女性なんて存在するはずがありません！　ですが、わたしはハ……いえ、あの方とカトリーネ様と、どちらがよりお美しいのか、決めることができないんです！」

　真剣に美を追求するアルマだからこその葛かつ藤とうだったが、女官たちはというと、

「正直に言わなければいいのに」

「お世辞を知らない子だから……」

「これって一種のビョーキよね」

　と呆あきれている。真剣に応じているのは美の追求に余念のない王妃だけだ。

「そんな……いったいどこの誰だというの!?　アルマのお眼鏡めがねに適かなった男というのは！」

「それは申し上げられないんです」

「このあたくしが訊たずねているというのに答えられないというの？」

「すいません、こればかりはどうしても……本当に申し訳ありません！」

　自分のせいでハインが捕とらえられたり除霊されたりしてしまったら困る。

「あら、これは何？」

　近くにいた女官が床に手を伸ばすのが見えた。

　彼女が拾い上げたのは見覚えのある封ふう書しよだ。胸元に忍ばせていたものが、ドゲーザをした拍ひよう子しに落ちたのだ。

　あっ、と思ったもの、女官がカトリーネに献上してしまう。

「ふん、どうせまたお父上からの催さい促そくでしょう」

　既すでに封ふう蠟ろうを切られている手紙を難なく開くと、柳眉が見る間に吊つり上がっていった。

「『そろそろ花嫁修業は終わりにしてもよいだろう。王妃様にお暇ひまをいただいて帰ってきなさい。トビアス殿もおまえの輿こし入いれを首を長くしてお待ちになっている』ですって？　ふん、勝手なことを。終わりかどうかを決めるのはこのあたくしよ！」

　びりびりに破られた手紙の残ざん骸がいが床に撒まき散らされる。すかさず女官二人が箒ほうきとちりとりを持って駆かけつけ、ささっと掃除をして撤てつ退たいしていく。

「ああー……」

「何も心配はいらなくてよ、アルマ」

　頰にたおやかな手がそっと添えられて、やんわりと上向かされる。宝石に喩たとえられる白はく皙せきの美び貌ぼうが、慈じ愛あいに満ちた微び笑しようをとろりと浮かべていた。

「あなたのお父様やお兄様には、あたくしからちゃあんと言っておいてあげる。だから、あなたは何も心配しないで、ずうーっとここにいてくれてよくってよ」

「あ、ありがとうございます……？」

　ずうーっと、というのが少々引っかかったが、アルマは素直にお礼を言った。

　自分なんかをもらってくれるという奇き特とくな婚約者には申し訳ないが、結婚はもう少し先延ばしにしたかった。まだ官展に応募するための作品に取りかかれていない。

（取りかかりたくても取りかかれないんだけど）

　人物画でなければ評価されないご時世だ。題材は人間でなければならない。しかし、アルマは生きた人間を描けないある事情があった。

（何としてでもハインさんを説得しなきゃ。幸い、嫌われてはいないみたいだし）

　頑がん張ばるぞ、とアルマは人知れず握り拳を作った。
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「どうです、化けて出た記念に一枚描かれてみては。せっかくの美貌を絵に残さないなんてもったいないと思いませんか？　わたしは思います！」

「だから嫌だと何度も断っているだろうが。ダメも理解できんとはおまえの知能は幼児以下か。ああ、脳の代わりに絵の具が詰まってるんだったな、忘れていた」

　今夜もまた、モデル候補はアルマにつれなかった。

　頭ず上じようで真夜中の鐘かねが鳴り響いている。今日もハインの出現時間に変化はない。

「しかも日に日に荷物が増えていないか。まるで園遊会ピクニツクだな……」

　敷しき布ふの上に腰を下ろして画材を並べ、水すい筒とうにバスケットまで用意しているアルマに、呆れた眼まな差ざしを向けてくる。

「ハインさんも一緒にいかがですか？　お茶と焼やき菓が子しもありますよ」

　アルマは敷布の上をぺしぺしと叩たたいて誘さそったが、ハインは遠巻きに見下ろしているだけで決して近寄ろうとしない。野良猫並みの警けい戒かい心しんだ。

「もー、そんなに警戒しなくてもいいじゃないですか。座ってほしいだけなのに」

「断る。座ったらトリモチがついていて動けなくなっている間に絵を描かれるとか、そういった罠わなだと嫌だからな」

「その手があった……！」

「思っても口に出すな。あまつさえ手帳にメモるな。考えていることが丸わかりだぞおまえ。まあ、おかげで僕を謀たばかろうとしているわけではないことはわかるが」

「そんなことないですよ。ハインさんを謀ってでもモデルにしたいと思ってます」

「だからそれを当人に言ってどうする。本当に絵を描くこと以外をお留る守すにして生きてきたんだな……ピンク頭はあながち間違いではなかったかもしれん」

　アルマは、むう、と閉口した。いつものことながら手て厳きびしい。

（けど、別段嫌な感じはしないのよね）

　と、意識が逸それた隙すきをついて、ハインが腰を屈かがめて敷布の端はしに置かれたアルマの画帳をひょいと拾い上げた。

「どれ、ピンク頭のお手並みを拝見してやるか」

「わあああっ、それはダメです！　返してください！」

　アルマは慌てて手帳を放り出して腕を伸ばした。だが、ハインがくるりと背を向けて自分の体を盾たてにしてしまったので届かなかった。

「卑ひ怯きようですよ！　乙女おとめの大事なものを無理やり奪うばうなんて！」

「誤解を招まねく言い方をするな！　絵なんぞ人に見られてこそのものだろうが」

　ハインは肘ひじでアルマの手の侵しん入にゆうを阻そ止しすると、角ラン灯タンを地面に置いてぱらぱらと画帳をめくりはじめた。立ったままではめくりにくかったらしく、敷布の上に腰を下ろす。

　あっ、と出しかけた声をアルマは慌てて喉のどに押し込んだ。

　習作を見られるのは恥はずかしいが、毎日声を掛けつづけた野良猫が初めて頭を撫なでさせてくれたときみたいに嬉うれしくなってしまう。

　ややあって「悪くないな」と漏もれた声に、アルマはびくりと首を伸ばした。

「……ほ、本当ですか？　本当にそう思います？」

　胸を高鳴らせながら訊ねると、ハインは「ああ」と頷うなずいた。

「角灯の明かりだけではよく見えんが、まあまあなんじゃないか？　特に植物がよく描けている。銀ぎん筆ぴつと淡たん彩さいだけでここまで瑞みず々みずしく描ければたいしたものだと思うが。前に『画家にもなれなかった下手くそ』と言ったことは撤てつ回かいしよう」

　嬉しい評価に表情を輝かせた矢先、「だが」と不ふ穏おんな接続詞を付け加えられる。

「植木に小鳥に蝶ちよう、宮殿に庭園……ここに描かれているものは人間以外のものばかりだ。人を描いたものが一枚もないのはなぜだ？」

　来た。アルマは胸中で身み構がまえた。

　あの話はあまり人に言いたくなかった。言えば、大抵の人には気味が悪いという顔をされる。けれど、言わないのはモデル候補に対して不誠実だ。

　なぜ、モデルがハインでなければ──「幽霊」でなければならないのか。

「その、信じてもらえるかわかりませんが……わたし、人を見たままの姿で描くことができないんです。変な癖くせがありまして……人を描こうとすると意識が飛んでしまって、無意識に予定と違う絵を描いてしまうんです」

「何だそれは。無意識にモデルと関係ない絵を描いているというのか？」

「いえ、確かにモデルを描いてはいるんですが、表情や仕し草ぐさや持ち物が実際とは違う絵になってしまうんです。お世話になった工房の親方には、集中状態で洞どう察さつ力りよくが増して、実際には見えていないものまで描いてしまうんじゃないかって言われたんですけど」

「けど？　自分ではどう思っているんだ？」

「悪い幽霊に取とり憑つかれているんじゃないかと」

「……いい幽霊なんているのか？」

「目の前にいらっしゃるじゃないですか」

　ハインは一瞬きょとんとした後、気まずそうに顔を背そむけた。

「あー……それで、その変な癖は実際に人間を見ながら描いたときだけ出るのか？　たとえば人物画や彫刻を見ながら描いたときは？」

「人の作品を見ながら描いたときも同じです。だからどうしても人物画を描けなくて」

「なるほど、それで『幽霊』なのか」

　生きた人間は無理でも、幽霊ならば見たままの姿を描けるのでは、と思ったのだ。

「だったら僕ではなく他の幽霊を見つけて描け」

「紹介してくださるんですか？」

「幽霊に知り合いなどいない！」

「そうなんですか。残念です」

　とはいえ、アルマが描きたいのは目の前にいるこの青年なので、紹介されても困る。

　ハインの姿を初めて見たとき、雷かみなりに打たれたような衝撃を受けたのだ。

　あれは、画家が一生ものの題材に出会ったときに感じるという〝画家の天てん啓けい〟と呼ばれる感覚なのではないか、とひそかに思っている。

「しつこくてすいません。でもわたしには他の幽霊を捜さがしている時間はないんです。わたしの婚約者は地方に住んでいるので、結婚したら大きな絵画展への参加は難しくなりますし」

　官展ことユグドリス大絵画展の夏の部が、最後のチャンスなのだ。

「入選なんてだいそれたことは望みません。ただ悔くいを残したくないんです。たとえ結果を残せなくても、せいいっぱいやったと思えれば、この先どんなことがあっても乗り越えられると思うんです」

　ハインがついた長い嘆たん息そくに、アルマはびくりと肩をすくめた。

　呆れられたかと思いきや、その表情は穏おだやかで落ち着いている。

「話を聞くかぎりでは、おまえはいままでずっと、せいいっぱい頑張ってきたように僕には思えるのだが。その記憶だけでは不足なのか？」

　労いたわるような口ぶりに心の弱いところが刺し激げきされて、胸がじんと熱くなる。

（……ずるい）

　ずっとつれない態度を取ってきたくせに、急に優しくなるなんて反則だ。

「わ、わたしはずっと人間を描くことを避さけてきましたから。せいいっぱいやったなんてとても……それに官展に出さなければ、わたしのような見習いの絵が大勢の人の目に触ふれることはありません。真剣勝負の場に出なければ『画家アルマ・クラウス』の魂はせいいっぱい生きたと言えないんです……」

　唇くちびるが震ふるえそうになるのを、必死にこらえながら言い切る。

「魂が生きた……か」

　ハインが嚙かみしめるようにアルマの言葉を繰り返した。

「あ、いえ、ちょっと大げさに言いすぎました！　単純に、わたし自身が納なつ得とくがいくかどうかというだけで」

　恥ずかしくなって訂正すると、ハインの手が髪に触れてきた。思わず首をすくめるアルマの頭を、ハインは犬にするようによしよしと撫で回す。

「あ、あの……？」

「昔、僕が落ち込んでいると母上がよくこうしてくれたんだ。嫌か？」

「嫌ではないですけど、でもちょっと……あああ、やっぱやめてください！」

　ハインは撫でる手を止め、怪け訝げんそうに見つめてくる。

「嫌ではないんだろう？」

「ですが、その……は、恥ずかしいですし……！」

　その瞬間、目の前の美貌に悪あく魔まのような笑みが浮かぶのが見えたが、もう遅い。

「さっきまでの威い勢せいはどうした？　いまさらか弱い乙女のふりをしても無む駄だだぞ」

「ふりではなくわたしはもともとか弱い乙女ですっ！」

「ほう、か弱い乙女が夜中に荷物を背負ってえっちらおっちら塀へいをよじ登ってくるのか。どこの蛮ばん族ぞくの基準でか弱いんだ？」

「失礼な！　護身術や登と攀はん術じゆつは淑女のたしなみですよ!?」

「そんな淑女のたしなみがあるか」

「ええっ!?　で、でも、どちらも夫婦生活を拒きよ否ひするときと夫のもとを抜け出して実家へ帰るときのために覚えておくべきだって、カトリーネ様が」

「あの女は花嫁修業にかこつけて女官に何を仕込んでいるんだ……まあ、それを差し引いても、おまえはか弱くはないな。むしろ相当強いと思うぞ」

　アルマはぱちくりと瞬きをした。

「わたしが、強い？」

「ああ。自分ではどうにもならない癖のせいで夢が潰ついえたというのに、心はまったく折れていない。それが強さでないというなら何だというんだ？　話を聞くかぎりでは、おまえはよく頑張ってきたと思う。もっと胸を張っていい」

　茫ぼう然ぜんとハインの顔を見上げる。言葉が出てこなかった。

　いままでこんなことを言ってくれた人はアルマの周りには誰一人としていなかった。

　ハインもこちらを見つめ返して、何かに気づいてぎょっと目を見開く。

「なぜ泣く？」

「え……あっ、わたし……」

　顔に手を当ててみれば、頰ほおが涙で濡ぬれていた。自分はなぜ泣いているんだろう。

　けれど、泣いたと自覚したとたん、涙だけでなく嗚お咽えつまでこみ上げてきた。

「ひ、ひどいですよ……！」

「はあ？　別にひどいことなど言っていないだろうが」

「だからですよ！　いっつもつれないくせに、ひっく、きゅ、急に優しいこと言うなんて、ひどいですしずるいです！」

　こらえきれない嗚咽を漏らしながら、ハインの胸を拳で叩く。

　一瞬、彼の目元が嫌そうにぴくりと動くのが見えたが、構かまわなかった。

「さ、さては、心の弱みにつけ込んでわたしを道連れにする気ですね!?　望むところです、取り殺す気なら取り殺せばいいんですよ！　冥めい府ふまでついていって思う存分デッサンしてやりますから……！」

　ハインがまた頭を撫でてきた。さきほどよりずっと優しくなった手つきに、余計に涙が溢あふれてくる。

「や、やめてくださいって、言ったでしょう……っ」

「やめろと言われるとやりたくなるんだ。実は僕は結構性格が悪くてな」

「知ってました！　とっくに知ってました！」

「その愉ゆ快かいな反応に免めんじて、僕を優しいとかぬかしたことは許してや……──っ！」

　途中で何かに気づくと、ハインはいきなり強く抱きしめてきた。

　えっ、と面食らうアルマと体の位置を変え、何かからかばうように覆おおい被かぶさる。

　ハインの肩越しに見える視界を、黒い人影がよぎる。

　人影は石いし塀べいの上を駆け抜け、あっという間に王宮の外へと消えていった。

「あの、ハインさん、いまのって……」

「そこで何をしている！」

　闇やみを切り裂さくように響いた叱しつ声せいに、アルマは思わず身をすくませた。

　遠くの方から複数の勇ましい足音と気配が接近してくる。見張りの騎き士したちだ。

（見つかった……！）

　立ち入り禁止区域に忍び込んでおいてただですむはずがない。

　ことの重大さに気づいて震えだした肩に、ハインが手を伸ばしてきた。ぽんぽんと軽く叩いて落ち着かせてくれる。

「大丈夫だ。僕が守ってやるから。おまえは顔を伏せてじっとしていればいい」

「は、はい」

　アルマは彼の部屋着の胸に突っ伏して、柔やわらかな絹の生き地じをぎゅっと握りしめた。言われたとおりじっとしつつも、内心は嵐が吹き荒れている。

　ハインの腕に促されて一緒に立ち上がると、騎士たちは少し手前で足を止めた。どこかためらうような間をおいてから、隊長格らしき騎士が声を掛けてくる。

「あ、あなたは……こんな時間に、こんなところでいったい何をなさっておいでで」

「ルドルフか。見てのとおり逢あい引びき中だが」

　不隠な言葉にアルマはぎょっとした。

「あ、逢い引きなどでは……ふがっ」

　すぐさま手で口を塞ふさがれた。ハインがごく小さな声で耳打ちする。

「そういうことにしておいた方が楽だろうが。いいからおまえは顔を隠していろ」

　ふぁい、とアルマはハインの胸元に顔をうずめるようにして隠した。ここは余計なことはせず、彼に任まかせておいた方が賢けん明めいだろう。

「それは、お邪じや魔まをして申し訳ありません。その、念のためお訊ききいたしますが、こちらに怪あやしい者が逃げてきたのを見ませんでしたか？」

「何者かがそこの石塀を越えていくのなら見た。顔は見えなかった」

「そちらの女性にも話を伺うかがいたいのですが」

「彼女も逃げたやつの顔は見ていない。そうだな？」

　ハインはアルマに答えさせまいとするように、ぎゅっと強く抱きしめてきた。

　鼻先がハインの胸板に強く押しつけられ、息がしづらくて苦しくなってくる。加えて、部屋着の生地に董たき込めた白びやく檀だんの香りに頭の奥がくらくらしてきた。

（ん？　白檀の香り？）

　はっと気づいた瞬間──反射的に、アルマは行動を開始していた。

　長い両足の間に足を滑すべり込ませつつ襟えりと腕を摑つかんで強く引き寄せ、腰をくるりと回す。

「せいっ！」

　ハインを背せ負おうようにして、自分の体を巻き込みながら地面に叩きつけた。

「殿でん下かあああっ!?」

　ルドルフと呼ばれた隊長格がすっ飛んできて、慌ててハインを助け起こす。

「いきなり何をする！」

「何をする、じゃありません！」

　アルマは負けじと言い返した。心臓がさきほどまでとは違う意味で跳はね回っている。思わず東方出身の女官直じき伝でんの投げ技わざを使ってしまったくらいだ。

「なんで匂においがするんですか!?　匂いがするってことは生身の人間ってことじゃないですか！　わたしを騙だましてたんですね!?」

「人聞きの悪いことを言うな！　僕は幽霊じゃないと何度も言っただろうが！」

「認めましたね!?　やっぱり生きてるんじゃないですか、噓うそつきー！」

「おまえが勝手に幽霊だと決めつけて聞く耳を持たなかったんだろうが！　というか、おまえの幽霊観はいったいどうなっている!?」

　アルマはさらに言い返そうとして、ふとあることに気づいて動きを止めた。

　さきほどはうっかり聞き流しかけた言葉を、脳内に呼び戻す。

（……そこの騎士の方、さっきハインさんのことを何て呼んでた？）

　茫然と口を半開きにしている騎士の方へ、おそるおそる顔を向ける。

「あの、わたしの聞き間違いかもしれないんですが……さっき、あちらの騎士の方がハインさんを『殿下』って呼んでらしたような気がするんですが……」

「いまごろか。普通はハインと名乗った時点で気づきそうなものだがな」

　ハインが憐れん憫びんの眼差しを向けてくる。この目は、アルマの頭を憐あわれんでいる目だ。まったくもって同感だった。アルマも自分自身に絶望している。

「僕はハインリヒ・カールナハト・ユグドリス。この国の一番目の王子だ」
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　春を過ぎたとはいえ夜間はまだ冷え込む。

　談話室の暖だん炉ろには真夜中に叩き起こされた侍じ従じゆうたちによって薪まきがくべられ、燃えさかる炎ほのおが室内の二人を赤々と照らしていた。

「ほんっとーに、申し訳ありませんでした！　王子様だったとは露つゆ知しらず、とんだご無礼を！　煮にるなり焼くなり漬つけるなり、好きにしてください！」

「わかったから、もうドゲーザはやめろ。鬱うつ陶とうしい」

　アルマは毛足の長い絨じゆう毯たんの上に両手をついて突っ伏していた。頭上から呆れたような視線が注そそがれているのが見えなくともわかる。

　部屋には天鵞絨ビロード張ばりの長椅子も、金彩とレリーフの美しいテーブルもある。ハインからも長椅子に座るよう促うながされたが、アルマは固こ辞じした。自分など床がお似合いだ。

「いいえ、あれだけのことをしておいて何のお咎とがめも受けないなんてありえません。どうか罰ばつを与えてやってください！　できれば痛いのや苦しいのが短めのやつを！」

「おまえの中で王族はどれだけ無む慈じ悲ひな存在になっているんだ？　いや、答えなくていい。あのカトリーネの女官では偏へん見けんまみれになるのも頷ける」

　はあ、とため息が聞こえて、アルマはますます深く突っ伏す。

　と、不意に腰に腕を回されたかと思うと、ひょいっと抱かかえ上げられた。

「っひゃああっ!?　何を！」

「やめろと言ってもやめないのなら、強制的にやめさせるまでだ」

　ハインはテーブルまで移動すると、長椅子の上にアルマをすとんと下ろし、自分もその隣となりに腰掛けた。アルマは震えあがった。

（身分の高い方と同じ椅子に座っていいんだったっけ!?）

　花嫁修業に入る前に受けた短期集中淑女養成講座では、確か不可だと教えられている。

「あの、本当に……」

「くどいぞ。おまえがしたことは特に失礼だと思っていない。最初は少し思ったが、いいかげん慣れた。もう気にするな」

「でも投げ飛ばしてしまいましたし……」

「それは忘れろ。おまえごときに不覚を取ったなど、僕も記憶から抹まつ消しようしたい」

　どうやら女官に投げ飛ばされたことは、彼の自じ尊そん心しんをいたく傷つけたらしい。

「おまえの言うとおり、僕が噓うそをついていたのは確かだ」

　ハインはつまらなそうに語り出した。ぱち、と暖炉から火花が爆はぜる音が響く。

「第一王子のハインリヒといえば、世間では幼い頃に盛られた毒の後こう遺い症しようで寝たきりということになっているからな。それが実際はぴんぴんしているうえに王宮を抜け出して遊び歩いているなど、大噓にしてもほどがある」

　翡翠色の目を細めて、自じ嘲ちよう気味に笑う。

　十二年前王宮を震しん撼かんさせた事件のことは、東部の辺境育ちのアルマも聞き及んでいる。

　当時七歳だった第一王子ハインリヒと第一王妃オイフェミアが毒を盛られて倒れたのだ。第一王子は一命を取り留めたが、第一王妃は帰らぬ人となってしまった。

　前年に第二王妃が病死したばかりだったため、王宮は太陽を失ったかのような悲しみに包まれたと伝えられている。

「呆れてものが言えない、か？」

「い、いえ。ハインリヒ殿下が受けた心の傷を思えば、公務を放ほう棄きして自じ堕だ落らくな、じゃなくて……だらけた、でもなくて……ただれた？　とにかくその、あまり世せ間けん体ていがよろしくない生活を送りたくなる気持ちもあひゃあっ!?」

　いきなり左頰をぎゅむっとつねられて、変な声をあげてしまった。

「おまえ、いま何と言った？」

「も、申し訳ありません！　わたしったらまた余計なことを……」

「そうじゃない。僕はおまえに『ハイン』と名乗ったし、さっきまでおまえは僕を『ハインさん』と呼んでいたはずだ。僕はその呼び方以外許した覚えはないぞ」

「そんなことを言われましても、王子様だと知ってしまったからには、前の失礼な呼び方でなんて……いひゃひゃあ！」

　さらに右頰までつねられた。かなり痛い。

「言い改めないというのなら、この丸い顔がさらに丸くなることになるぞ」

「ほれは困りまふ……いひゃい！　やめれくらはい！　わはいはひは、もほひはふ！」

「何を言っているのかわからん。人間の言語で喋しやべれ」

　そのとき扉とびら越ごしに呼び掛けがあった。ハインが少し惜おしそうに手を引っ込めながら返事をすると、近この衛え隊長のルドルフが入室してきた。

「さきほどは大変失礼いたしました」

「別に構わん。それより何があった？　派手に捕り物をしていたようだが」

「実は、王妃殿下の衣装部屋に忍び込んだ者がおりまして」

「カトリーネ様の!?」

　アルマは思わず口を挟はさんでしまい、慌てて口元を押さえた。第一王妃、第二王妃は既に死亡しているため、存命している王妃は第三王妃のカトリーネしかいない。

「何か盗まれたのか？」

「陛下が婚約の証あかしにお贈おくりになった紅玉の首飾りがなくなっていました。見回りの騎士が城内で怪しい人影を発見し、追つい跡せきしたところ……」

「僕たちと出くわしたというわけか。納得した」

「お取り込み中のところ大変失礼いたしました。しかし……そのお仕着せはカトリーネ妃付き女官のものですよね？　婚約者がいる娘むすめと逢い引きというのは、いかがなものかと」

　ルドルフはちらちらと遠えん慮りよがちにアルマの方を見ながら口を濁にごす。

　それは誤解なんですとアルマが言うより早く、ハインに強く抱き寄せられた。

「僕らは愛しあっているんだ。彼女が他の男のものになってしまうことは承知している。いずれ引き裂かれる身なら、つかの間の逢おう瀬せを楽しんだって構わんだろう？」

　ハインはアルマのこめかみに唇を寄せると、妙みように甘い声を作って言ってのけた。

「……ッ！　……ッ！」

　演技だとわかっていても、この体勢は危険すぎる。

　アルマは逃げることも暴れることもできず、無音の悲鳴をあげつづけた。しかもいまこめかみに吐息が触れなかったか。近すぎる。誰か助けて。ああ神様。

「構わなくはないと思いますが……くれぐれも間違いだけは起こさないでくださいよ」

　間違いとはどんな間違いのことなのか。いまの状況だって既にいくつ間違いを重ねた結果なのかわからないくらいなのに。

「失礼します！　隊長っ！」

　不意に扉が開かれ、若い騎士が作法も忘れて駆け込んできた。

　ルドルフが振り返り、ハインもアルマを離して顔を向ける。思わぬ救世主の登場に天に祈いのりたい気分になったが、若い騎士はハインの姿を見て表情を強こわ張ばらせた。

「失礼いたしました！　幽霊王子がいらっしゃっていたとは……」

「馬鹿者！　不ふ敬けいだぞ！」

　上官の叱声に、若い騎士が失言に気づいて、あっ、と口元を押さえる。

「……幽霊王子？」

　思わず聞き返したが、騎士たちは気まずそうに目を逸らすばかりで回答なし。ハインは苦笑して肩をすくめるだけで、こちらもやはり答えるつもりはないらしい。

「僕に構わず続けろ。何だって？」

「は、はい……その、容疑者を拘こう束そくしましたので、そのご報告にと」

　気の毒なほど青ざめた若い騎士の報告に、ルドルフが驚いたように片かた眉まゆを上げる。

「ずいぶん早かったな。首飾りは無事か？」

「いえ、まだ見つかっておりません。どこかへ隠したと思われますが」

「証しよう拠こもないのに捕らえたのか？」

「現場は一本道でしたので……それに犯人が〈紅玉の宮〉から逃げる際に右手を木の枝に引っかけて傷を負おったのを、見張りの兵士が目もく撃げきしておりました。それで、付近にいた手に傷のある者を三名、引っ捕らえてきた次し第だいです。現在詰つめ所しよで尋じん問もん中ですが、みな『自分ではない』の一点張りでして」

「肝かん心じんの首飾りが見つからないのに口を割わるやつもおるまい」

　二人の会話を聞きながら、アルマは眉をひそめていた。

　こんな荒っぽい捜そう査さで首飾りが取り返せるのだろうか。盗ぬす人びとが首飾りを隠したり仲間に渡したりした後だったらどうするのだ。なんだか心配になってきた。

「だが、その三人の中に盗人がいる可能性は極きわめて高いな。何が何でも自白させろ。私もすぐに詰め所に戻る」

　はっ！　と若い騎士が立ち去ると、ルドルフはこちらに向き直った。

「夜分お騒さわがせいたしました。我われ々われはこれにて辞じ去きよいたしますが、今晩は外出はお控えいただけますよう。そちらの女官は我々が〈紅玉の宮〉までお送りしましょう」

「いや、結構だ。彼女は僕が送る。これが最後の逢瀬になるかもしれないんだ。別れを惜しむ時間がほしい」

　逢い引き設定をまだ続けるつもりらしい。

　それはともかく、問題は首飾りだ。

（カトリーネ様のためにも捜査に協力したいけど、でも〝あれ〟を人前でやるのはちょっと……女官の領りよう分ぶんを超えているし、騎士さまたちの立場だって……）

　なんて、言っていられる状況ではない。

　肩へ回そうとしていたハインの腕をすり抜け、アルマはルドルフに詰め寄った。

「あの、つかぬことをお訊きしますが！」

「……何だ？　やっぱり私に送り届けてほしいのか？」

「違います。カトリーネ様の首飾りのことなんですけど、容疑者は三人にまで絞しぼられているんですよね？　でも証拠がないから誰が犯人かわからないんですよね？」

「貴様、我々の捜査にケチをつけるつもりか！」

「いえっ、そんなつもりは……」

　アルマはたじろいだ。気が焦るあまり、質問の仕方を間違えたらしい。

「ルドルフすまない、この娘は少々頭が……アルマ、いきなり何を言い出すんだ」

　ハインが仲ちゆう裁さいに入ってきたが、アルマは引き下がる気はなかった。

　女は度ど胸きよう。花嫁修業で一番最初に教えられたことだ。

「無礼がありましたら申し訳ありません。ですが、もしかしたらではあるんですけど……わたし、犯人を見つけられるかもしれないんです。画材があれば、ですけど」
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　中庭で絵の具箱と画帳を回収すると、アルマたちは近衛騎士団の詰め所へ移動した。

　控えの間で準備が整うのを待ってから、広間へ通される。

　広間の奥の壁かべ際ぎわに、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの男が三人立たされていた。

　向かって左から、年若い青年に中年男、初老の男と並べられている。

　年齢はまちまちだが、全員が全員、なんで俺がこんなことをさせられなきゃならないんだ、と言わんばかりの不満顔をひっさげている。

「言われたとおり用意させたが、そんなものを使ってどうするつもりだ？」

　そんなもの、というのは画材のことだ。騎士たちにはイーゼルと丸椅子を運び込んでもらった。宮廷画家の誰かのアトリエから拝はい借しやくしてきたのだろう。

「さっき、わたしには変な癖があるってことをお話ししましたよね？」

「人を描くと実際にはないものや仕草を描いてしまうというやつか？」

「はい。あの話には続きがありまして……絵に描いてしまうのは決まって、その人が他人に知られたくないと思っていることなんです。だから、もし本当にこの中に犯人がいるとしたら、わたしの変な癖が絵の中に真実を描き出してしまうのではないかと」

「絵で犯人を割り出すと？　そんなに上う手まくいくものなのか？」

「たぶんですけど……」

　アルマは丸椅子に腰を下ろすと、画帳の真新しい紙を表にしてイーゼルに立て掛けた。

　絵の具箱を開き、みっしりと詰め込まれた画材の中から絵の具のこびりついた木製のパレットとちびた絵筆、干した豚ぶたの膀ぼう胱こうに入った青の絵の具を取り出す。

　封を緩ゆるめて絵の具をパレットの上に絞り出すと、硝子ガラス製の筆洗い瓶びんに絵筆を突っ込んで湿らせ、筆先についた水で絵の具を緩ゆるませた。

「なぜ青なんだ？」

「〝精神の青〟ですから。青い絵の具を使えば、色の持つ力が意識的に噓をついたり隠していたりすることを、より鮮せん明めいに描き出してくれるんじゃないかと」

「よくわからんが、好きにやってみろ。責任は僕が負ってやる」

　そうこうしているうちに、準備は整った。

　もういつでも描きはじめられる。しかし、こんな大勢の前で〝あれ〟をやろうとしているのかと思うと、この期ごに及んで少し気が引けてきた。

「殿下……じゃなくてええと、ハイン様」

「珍ちん妙みような呼び方だが、まあ許そう。何だ？」

「わたし、ちょっと様子がおかしくなると思いますけど、怖こわがらないでくださいね」

〝あれ〟を見た者はみんなアルマを気味悪がり、遠ざかっていった。

　せっかく少し仲良くなれたのに──と思っているのはアルマの方だけかもしれないが、こんなことで嫌われたくはなかった。

「怖がる？　僕が、おまえをか？　天地がひっくり返ってもありえんな。安心しろ、呆れたり馬鹿にしたりこき下ろしたりすることはあっても、恐れることは絶対にない」

「……それはそれで悲しいんですけど……とりあえず安心しました。それじゃはじめますから、少し離れていてください」

　ハインや騎士たちがアルマから離れ、遠巻きに視線を向けてくる。騎士たちは茶番につきあわされたと思っているらしく、辟へき易えきした顔を並べている。

（失敗したらどうしよう……ううん、失敗なんてするわけないわ）

　神様は一度として、自分に好きなように人を描くことを許してくれなかったのだ。今日に限って、自由に描かせてくれるはずがない。

　アルマは深呼吸をすると、きっと目元に力を込め、四本の指で握った絵筆に親指を当てながら容疑者たちを観察した。

（頭部のかたち、体つき、手足の長さ。目と鼻と口。顔の構造比率は……）

　まずは向かって左の若い男の姿を目に焼きつけ、頭の中でだいたいのパースを取ると、意を決して絵筆を画紙に突きつけた。

　その瞬間、くらりと眩暈めまいが襲ってきた。

　視界が急に溶とけ出したみたいに歪ゆがみ、世界が遠ざかっていった。代わりに、何か大きな意志が体に入り込んでくる感覚があった。自分が自分ではなくなっていく。

（やっぱり、また……来た……！）

　そして、アルマは意識を手放した。







　ふとハインは肌が粟あわ立だつのを感じて、秀しゆう麗れいな眉をひそめた。

　急に空気が重みを増し、粘ねん性せいを帯おびてまとわりついてきたかのようだった。

（何だ、この感じは）

　騎士たちも異変を感じ取ったらしく、表情に困こん惑わくの色を滲にじませている。

　真っ先に脳のう裏りをよぎったのは、何者かに薬物の粉末を撒かれた可能性だった。幼少時に殺されかけて以来、毒には敏感になっている。

　だがこれは薬物の効果でもなければ、不快感でもない。これは畏い怖ふだ。

（なぜ僕がアルマなんかを畏おそれなければならないんだ）

　──怖がらないでくださいね。

　耳の奥に蘇よみがえった一言にはっと息を吞のんでアルマの方を振り返った。そして絶句した。

　ただ集中して絵を描いているのとはあきらかに違う。

　目の前の画紙だけを凝ぎよう視しし、ものすごい速さで何かを叩きつけるように筆を動かしている。容疑者たちの方など最初に一度見たきりで、あとは一瞥もしない。

　まるで目に焼きつけた絵をそのまま画紙に叩きつけているようだ。

　何より異彩を放っているのはその表情だ。

　深い蒼あお色いろの双眸は虚ろでありながら火が灯ともっているかのように情熱的で、普段は美人というより可か愛わいいという表現の方が似合う顔立ちは凜りんと研とぎ澄すまされている。

　どこか厳おごそかで神秘的ですらあるその様相は、さながら神の御み前まえで舞う古代の巫み女こだ。神に捧ささげる踊りを舞うように、絵筆を操あやつっている。

　彼女の描き姿からハインは目を離せなかった。

（まるで別人じゃないか）

　頭ず蓋がいの奥がじんと痺しびれ、背筋を何度も戦せん慄りつが駆け抜ける。それでも目が縫ぬいつけられてしまったかのように、彼女から視線を逸らせない。

　しばらくして描き終わったのか、アルマはイーゼルの縁ふちに絵筆を置いて瞼まぶたを閉じた。

　そのとたん、小柄な体がぐらりと後ろに傾かたむいた。

　ハインは慌てて飛び出し、滑すべり込むようにしてアルマを抱き留めた。

「しっかりしろ、アルマ！　誰か医者を──」

　と言いかけたとき、硬かたく瞼を閉ざした顔から、すーすーと静かな呼吸音が聞こえてきた。寝息だ。そういえばもう空が白しらみはじめている。

「……この状況で寝るやつがあるか」

　なぜこんな馬鹿のために肝きもを冷やさなければならないのか。納得がいかない。

「そうだ、絵は」

　画帳は床に落ちていた。アルマが倒れた拍子にぶつけて落としたらしい。

　ハインはアルマを床にそっと横たえると、画帳を拾い上げた。落ちたときに閉じてしまったのを開いて画紙をめくっていくと、ほどなくして三人を描いた画紙が現れた。

　青一色で描かれた、一風変わった淡彩画だ。

　そこに珍めずらしいではすまされないモノを見つけて、ハインは声を張り上げた。

「ルドルフ、左端の男だ！　すぐに吐はかせろ！」

「は……？」

「だから向かって左の……もういい、退どけ！」

　ルドルフに画帳を押しつけると、ハインは左端に立たされた青年に飛びかかった。

　両手首を縛しばられている青年はろくに抵てい抗こうできず、あっさり押し倒される。

　ハインは青年の顎を摑んで口を開けさせ、喉に右手を強引に突っ込んだ。

　青年は、ぐげえ、と奇き怪かいな声を発すると、すぐにえずき、横になってげえげえと嘔おう吐としはじめた。胃液とともに、腹の中にあったものが床に次々と転がり落ちていく。

　大小さまざまな大きさの、美しい紅玉の粒が。

「な、なぜ、げほっ、わかった……？」

　ハインもその場に座り込み、騎士の一人が差し出した手ハン巾カチで手を拭ふきながら答える。

「……絵に描いてあったからだ」

　アルマの画帳には、三人の男が描かれていた。

　右端の年老いた男は、誰かから掏すってきたらしき女物の財さい布ふを懐ふところに忍ばせた姿で。

　中年男はイカサマ賭と博ばくでもしてきたのか、同じカードを二枚持った姿で。

　そして左端の青年は、顎を上げて大きく口を開け、ばらばらにした首飾りを飲み込もうとする姿で描かれていた。

（絵に、目には見えない真実を描き出す才能か……どこが変な癖だ）

　描いていたときのアルマの様子。

　そして、できあがった絵に描かれていたモノ。

　これは「変な」などと形容してはならない、もっと神聖で特別な力だ。

　なぜいままで誰も気づかなかったのか──呆れるしかない。

　ルドルフの指示のもと、騎士たちが青年を立たせたり床に落ちた紅玉を拾い集めたりするのを尻しり目めに、ハインはアルマのもとまで引き返した。

　あれだけ大騒ぎになったにもかかわらず、アルマは気持ちよさそうに寝ねこけている。

「暢のん気きなやつめ。もっとも、暢気でいられるのも今日までだろうがな」

　女官が描いた絵で盗難事件を解決した話は、明日には王宮中に知れ渡るだろう。

　そして多くの者が神話の一場面を思い浮かべるに違いない。

　花冠画家マティアスが怪しい旅人の姿を絵に描くと、たちまちに変化の魔術が解けて悪魔が姿を現したという──神懸かりの伝説。

（よりにもよって、神もこいつを選ばなくてもいいだろうにとは思うが）

　神懸かりはユグドリス王国をはじめとする西方五王家に危き機きが迫ったときに現れると伝えられている。とりわけユグドリスでは、神懸かりは王家の血統に連つらなる者が花冠画家に任命する決まりとなっている。

（宮廷での立場を考えれば、弟デイードが花冠にするべきなのだろうが……）

　彼にアルマを託たくしていいのか、と自問する。

『わたしにあなたを描かせてください！』

　ある日突然ハインの世界に現れた彼女は、とんでもなく鬱うつ陶とうしい娘だった。

　仮にも貴族の娘とは思えぬ奇行ぶりにはひどく呆れたが、有り余って溢れるほどの熱意には正直、少し感心してもいた。

　何度か、本当に数えるほどだが、描かせてやってもいいかと思ったこともあった。

　それでも拒否しつづけたのは、そのたびに心が悲鳴をあげたからだ。

　こんなみじめな自分を描かないでくれ、と。

　彼女は気づいていないだろう。彼女のひたむきさが、ハインが何年もかけて塗り固めた絵を打ち崩くずし、その下に隠されたもう一枚の絵を掘ほり起こそうとしていたことに。

　自堕落な放ほう蕩とう王子ではない、もう一つの生き方を。

『「画家アルマ・クラウス」の魂はせいいっぱい生きたと言えないんです』

　あのとき、考えてしまった。

　では、王子ハインリヒの魂はせいいっぱい生きていると言えるだろうか。

　亡き母との約束を守るために選んだ生き方とはいえ、これで正しかったのか。

「潮しお時どきか……幽霊王子も今日で終しまいだな」

　ハインはアルマを抱きかかえて立ち上がると、ひっそりと広間を抜け出した。
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　最初はただ絵を描くことが好きなだけだった。

『また絵を描いているのか、アルマ。どれどれ、お父様に見せてみなさい』

　描いた絵を見せに行くと、家族も使用人たちもみんな褒ほめてくれた。

『よく描けているじゃないか。この病気の茄な子すみたいな顔は庭師のハンスだろう？　……なに、私だと？　ううむ、おまえにはこう見えているのか……』

　絵描きを生なり業わいにしたいと思うようになったのは、自分としてはごく自然な流れだったが、家族には、特に父には猛反対されてしまった。

『画家になりたいだと？　冗じよう談だんじゃない。おまえにはよい相手を見つけてクラウス家を助けてもらわねばならないのだからな』

『売り飛ばした家財道具に紛まぎれて脱走するとは、我が娘ながらやりおるではないか……わかった、私の負けだ。画家修業に出ることを許可しよう』

『ただし期限は決めさせてもらうぞ。十七歳の誕生日までだ。それまでに芽が出なかったら、お父様が決めた相手と結婚すること。いいね？』

　十三歳で王都にある母方の遠えん戚せきを頼り、最初はタペストリー工房に転がり込んで修業した。やがて親方の口添えもあって画塾へ。どこへ行っても反応はみな同じだった。

　植物や動物はなかなか、だが人間は下へ手たくそ。ふざけているのか、真ま面じ目めに描く気がないなら出ていけ。やめちまえ。才能ないな。故郷に帰って結婚したら？

（真面目に描いてるのに。描きたいのに）

（どうしてわたしは普通に人を描けないの？）

　目の前に、ぼんやりと人影が浮かび上がる。

　タペストリー工房の親方と職人たち、画塾の先生と姉弟子、兄弟子。

　そして、性別年齢さまざまなモデルたちの姿が浮かんでは、遠ざかっていく。

（待って、置いていかないで！　わたしにもう一度チャンスを……）

　ふと、姉弟子の一人が足を止めて振り向いた。蔑む笑みを浮かべて、小さなバケツのような筆ひつ洗せん器きをひっくり返す。

　するとそこから零こぼれた濁だく水すいが一気に膨ふくれあがり、洪こう水ずいとなって押し寄せてきた。

　アルマの小柄な体は一瞬にして押し流された。勢いが激しくて身動きがとれない。口の中に水が入り込んでくる。苦しい。息ができない。息が……

　薄うすい上掛けをはねのけて、アルマは飛び起きた。

　気がつけば、見覚えのない立派な部屋で、天てん蓋がいつきの寝しん台だいに寝かされていた。

　傍らには金髪の青年が椅子に腰掛けており、心配そうに顔を覗のぞき込んでいた。

「ハイン様？　ここ……」

「安心しろ、僕の部屋だ。いきなり倒れたから驚いたぞ」

「……すいません」

　そういえば、ハインには様子がおかしくなるとは告げてあったが、〝あれ〟をやった後は気を失って倒れてしまうことまでは伝えていなかった。

「大丈夫か？　顔色が悪いようだが」

「昔の夢を見ていたんです。筆洗器の水に流されて溺おぼれそうになって……」

「……それは本当に昔の夢か？　ずいぶん特とく殊しゆな経験をしているな」

「えーっと、そうではなくて……」

　ハインに向き直ろうと寝台の上に手をついたとき、はたと重大な事実に気がついた。

　ここはハインの部屋だという。ということは、このやたらと立派な寝台は。

「……わ、わたし、まさか、ハイン様の……っ!?」

「落ち着け」

　慌てて寝台から飛び下りようとしたところを、腕うでを摑まれて押しとどめられる。

「誰にも見られるわけにはいかなかったから、やむなくここに運び込んだんだ。許せ」

「……そうですか。そういうことでしたら……」

　いいのだろうか。寝ね心地ごこちも座り心地もいいが、どうにも居心地が悪い気がする。

「あ、そういえばカトリーネ様の首飾りはどうなりました？」

「安心しろ、ちゃんと見つかった。犯人も無事に捕らえられた。おまえのおかげだ」

「よかった……」

　ほっと胸に手を当てるアルマを、ハインはなぜか神しん妙みような眼差しで見つめている。

「話は変わるが……おまえに渡したいものがあるんだ」

　そう言って、手近のテーブルに置かれていた長方形の木箱を持ち上げた。

　大きさは両手を合わせたほどで、木箱の表面には細かい荊いばら模も様ようが刻まれ、蓋ふたには王家の紋もん章しようである三つの薔薇と獅し子しが彫られている。

　木箱を開けると、中には絵筆が納おさめられていた。

　柄えが硝子でできており、これまた荊を模もした紋もん様ようが刻まれている。とても実用的とは言いがたいものの、筆の穂先には何度か使われた痕こん跡せきが残っていた。

「これは？」

「契けい約やくの絵筆。王家の血を引く者が画家と花冠契約の儀式を行うときに用いるものだ」

「すごい、これが噂うわさに聞く契約の絵筆なんですね。こんなに綺き麗れいなものだったなんて。絵筆自体が芸術品みたい……でも、どうしてこれを？」

　アルマには一生縁えんのないものだから、事件解決のご褒ほう美びに見せてくれたのだろうか。

「長くなるから細かいところは省はぶくぞ。今夜のことで、僕は自堕落な生活をやめ、表舞台に立つことになった。というか、した」

「そうなんですか？　ええと、おめでとうございます？」

「……まあいい」

　ハインはなぜか少し目を逸らして、面倒くさそうに頭を搔かいた。

「知っていると思うが、王族として式典や会談、重要な行事などに臨りん席せきするときは花冠画家を随行させるのがこの国のならわしだ。だが僕にはまだ花冠がいない。いままでなりを潜ひそめていた王子が表に出てきたとなれば、国内外の画家たちがこぞって売り込んでくることだろう。正直、面倒で敵かなわん。だからおまえにしておいてやる」

「……おっしゃっている意味がわからないんですけど」

「おまえを僕の花冠画家にすると言っているんだ。受け取れ」

　ハインが硝子の絵筆を手に取って差し出してくる。

　アルマはしばしそれを眺ながめた後、遅れて気がついた。

　いま、この王子は何と言った？　誰を花冠画家にするって？

「冗談、ですよね……？」

「この差し迫った状況で冗談なんぞ言うか。おまえみたいなピンク頭を好きこのんで花冠画家にしてやると言っているんだ。ありがたく受け取れ」

　ずいっと絵筆を突き出され、アルマは寝台の上で後退った。

「う、受け取れるわけないでしょう！　わたしは画家ですらないんですよ？　官展で入賞したことだってないのに、いきなり花冠画家だなんて無理に決まってます！」

「下手の横好きから大だい抜ばつ擢てきされた史上初の花冠だな。歴史に名が残るぞ」

「後世で笑い者になりますよ！　それに、わたしが人を普通に描けないってことはハイン様もご存じでしょう？　人物画が描けない花冠なんて聞いたことがないですよ！」

「さらに史上初だな。そういや女性の花冠も初か。三つの史上初でめでたいことだ」

「めでたくありませんっ！　実力も実績もない女がいきなり花冠画家になったなんて聞いたら、みんな色仕掛けで取り入ったと思いますよ！」

「おまえのどこに仕掛けられるような色気があるんだ？」

「ないですけど！　知ってましたけどっ！　実際に色気があるかどうかじゃなくて、そういうふうに見られる可能性があるっていう話です！」

「──悔いを残したくないのではなかったか？」

　アルマははっと息を吞み込んだ。

「画家の道を諦あきらめて嫁とつぐのもいいだろう。結婚しても趣しゆ味みで絵を描くことくらいできるだろうしな。未来の旦だん那なも使用人もきっとおまえの絵を褒めてくれるだろう……幼い子どもが描いた絵を親が手放しで褒めるようにな。おまえはそれで満足なのか？」

「そ、れは……」

　夢で見た光景が蘇る。

　最初はそうだった。楽しく描いて、家族に褒めてもらえるだけでよかった。

　それだけでは満足できなくなってしまったのはいつからだろう。

　もっと上手く、もっと美しく。もっと洗せん練れんされていて、自分にしか描けない世界を。これだという作品を描きたくて爪や肌を絵の具で染めるようになったのは。

「実力がない？　実績がない？　だから何だ。目の前にチャンスが転がっているというのになぜ拾おうとしない？　実力も実績もありながら最後まで運に恵まれず、無念のままこの世を去った画家がどれだけいると思っているんだ」

　一息でそこまで言うと、ハインは、ふっ、と苦々しい笑みを零した。

「それに、実力も実績もないのは僕も同じだ。僕たちは同じなんだ。僕も王子としては見習いみたいなもの、いや見習い以下だ。だが今日から僕は変わる。現状を変えてみせる。おまえはどうだ？　おまえは現状のままでいいのか？」

「い、いいか悪いかの問題じゃありません。わたしにはお父様との約束が……」

「僕は気持ちの話をしているんだ」

　語気を強めて言われれば、閉口するしかなかった。

　もちろん、現状のままでいい──

　なんて考えていたら、毎晩〈翡翠の宮〉の中庭に忍び込んだりなんてしていない。

　なりふり構っていられなかった。最後のチャンスがほしかったからだ。

「いいかげん手が疲れてきた。言い方を変えよう。おまえの望みは何だ？」

「……画家に、なりたかったです」

「過去形にするな。他には？」

　アルマはきゅっと唇を引き結んで考える。

　画家になりたい。それと同じくらい強く望んでいること。

　官展で入選したい？　それはあまり望んでいない。身の程はわきまえている。

　ハインを描きたい？　かなり近い。描きたいけれど、それだけではない。

「わたし……またハイン様にお会いしたいです」

　ハインが虚きよを衝つかれた顔で目を見開いた。

「あっいえ、その！　さすがに王子様だって知ってしまったからには押しかけるわけにはいきませんし。ハイン様には迷めい惑わくでしかなかったかもしれませんけど、わたしはハイン様とお話しするのがいつも楽しくて……すいません……」

　つれない態度をされては食い下がり、手厳しい言葉にも何とか言い返す。

　毎晩の駆け引きは真剣勝負であり、楽しい一時でもあった。

　ハインと会っているときだけは、自分が近いうちに親の決めた相手と結婚しなければならないことも、画家の夢を諦めなければならないことも忘れていられた。

　ただの画家志望のアルマ・クラウスに戻れたのだ。

「わたし、ここのところ寝ても覚めてもハイン様のことばかり考えていたんです。特に今夜はどきどきさせられてばっかりで。こんな気持ちにさせられてこれっきり会えないなんて言われたら、どうにかなってしまいそう……」

　ろくに考えもまとめないまま言いつのり、途中ではたと気がついた。

　ハインがなぜか沈ちん痛つうそうに片手で顔の上半分を覆って俯うつむいている。

「あの、わたしの話聞いてました？」

「……聞いていた。なんてことを言い出すんだおまえは」

　アルマは首をひねった。どこか言葉遣づかいでも間違えただろうか。

　長い息を吐くと、ハインは顔を覆っていた手を下ろした。心なしか耳が赤い。

「僕にまた会いたいと言ったな？　どうすれば叶かなうかはわかっているはずだ」

　ハインは契約の絵筆を指に引っかけて一回転させると、再度差し出してきた。

　アルマはこくんと頷くと、おそるおそる手を伸ばして硝子の絵筆を受け取った。

　絵筆の柄はハインの手の熱が移っていて温かかった。







　花冠契約は、契約の絵筆で主あるじの手に紫むらさきの薔薇の絵を描くことで成立するという。

「薔薇は王家の象しよう徴ちようだってことはわかりますけど、どうして紫なんですか？　それも紫系の絵の具は使っちゃダメだなんて」

「僕も詳しくは知らんが、赤と青を混ぜた紫で描くことで『魂と精神を主に捧げる』という意味になるらしい」

「黄色……肉体は捧げなくていいんですか？」

「おまえは僕に体を捧げたいのか？」

「なっ、いやらしいことを言うと絵の具を引っかけますよ！」

「……いまのは僕が悪いのか？」

　アルマは準備を終えると、練ねりたての絵の具を盛ったパレットと契約の絵筆を手に持ち、長椅子に座っているハインの前で跪ひざまずいた。

　パレットをいったん床に置き、左手でハインの右手を取る。

　男性らしい骨ほね張ばった手だ。よく見ると細かい傷もある。王宮を抜け出していたときに、面倒事の一度や二度は巻き込まれたことがあるのかもしれない。

「絶対に手を動かさないでくださいね。それじゃあ……い、いきますよ？」

「何を緊きん張ちようしているんだ」

「だって、一発勝負なんですもん。下書きもできないですし」

「植物の絵は得意だろうが。さっさとやれ。夜が明けるぞ」

　アルマは深呼吸して気持ちを落ち着けると、意を決して筆先をハインの右手の甲にちょこんと下ろした。その瞬間、ハインがびくっと手を震わせる。

「動かしちゃダメですって！　失敗したら、恥をかくのはハイン様なんですからね」

　契約の絵筆で描いた絵は消えにくく、特に優秀な画家が描いた絵は何度洗おうとも落ちず、傷つけることもできないという。一説によれば魔をはねのける力もあるそうだ。

　自分が優秀な画家だとは髪の毛一本ほども思わないが、万が一、失敗した絵が手に染みついて落ちなくなってしまったら気の毒だ。

「いや、思いのほかくすぐ……筆が冷たくてな」

「我が慢まんしてください。それじゃ、今度こそいきますよ」

「……む」

　アルマは再度、ハインの手の甲へ筆を滑らせた。

　図案は既に頭の中にできあがっている。

（意い匠しようはシンプルに、でも陳ちん腐ぷにならないように濃のう淡たんを使って繊せん細さいさを出して……）
















　ハインは最初こそ手を強張らせていたものの、すぐに慣れたらしく落ち着いた。その代わりじっとアルマの筆を見つめてくる。おかげで筆先が緊張で震えまくった。

　それでもなんとか描ききると、アルマは契約の絵筆を水を張った筆洗器に突っ込んだ。ぐったりと脱力して、ふう、と盛大なため息をつく。

　ハインは紫の薔薇が描かれた手の甲を、物珍しそうに翳かざして眺めやった。

「悪くないじゃないか。父のを見たことがあるが、遜そん色しよくないぞ」

「お褒めにあずかり光栄ですが、乾くまで絶対に触さわっちゃダメですよ」

「わかっている」

　ハインは上じよう機き嫌げんで手の甲の薔薇に息を吹きかけたり、ランプの明かりに照らして色味を確かめたりしている。大人びた容姿に反して無む邪じや気きな態度が微笑ほほえましい。

　控えの間の方から慌ただしい物音が響いてきたのは、そのときだった。

「おやめください！　ここは殿下の寝しん室しつ、いくら公こう爵しやくといえど無礼で……」

　侍従らしき男の制止を振り切って、強引に扉が開かれる。

　仮にも王子の部屋の扉を無言で開け放ち、大おお股また歩きで入ってきた男と目が合った。

　五十の大台に差し掛かろうかという年配の男だ。寝ていたところを起こされて乗り込んできたのか、灰色の髪は乱れ、格好も寝間着にガウンを引っかけただけだ。

　特とく徴ちようのある鷲わし鼻ばなの紳しん士しは、何度か庭や回かい廊ろうですれ違ったことがある。

（ゲルトハルト公爵!?　どうしてここに……）

　第二王子ディードリヒの母方の伯お父じにあたる人物だ。

　ゲルトハルト公爵家はユグドリス王国一の大貴族だが、だからといって恐れ多くも王子の私室に強引に踏ふみ込んでいいわけはない。

　公爵はテーブルの上に出しっぱなしの画材、特に筆洗器に突っ込まれたままの契約の絵筆を見て、事情を察したらしい。じろりと鋭い眼差しでハインを睨にらみつける。

「やってくれましたな、ハインリヒ殿下」

　ハインは不敵に笑い、右手を持ち上げて手の甲に描かれた薔薇を見せつけた。

「一足遅かったな、ヘルムート。たったいま、神懸かりは僕の花冠となった」

「……神懸かり？」

　アルマがその意味を身をもって理解するのは、もう少し先のことだった。
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　翌朝、会議の間に集まった廷てい臣しんたちは朝から動どう揺ようを隠かくしきれずにいた。

　二百年ぶりに神かみ懸がかりが現れた。

　さらにその神懸かりが〝幽霊王子〟の花か冠かん画家になったと知っては、みな心中穏おだやかではいられなかった。

「幽霊王子め、なぜいまごろになって出てきたのだ」

「聞けば、最初に神懸かりを見いだしたのは幽霊王子だとか」

「神懸かりを手中に収めて、眠っていた野心に火がついたのでは」

　思い思いに囁ささやいていた廷臣たちは、王の来室を告げる鈴すずを聞くと口を噤つぐんだ。

　国王テオドシウスと第二王子ディードリヒがそれぞれ会議卓の上かみ座ざにつく。

　形式的に用意されている第一王子の席は今日も無人のままだ。

　議長を務つとめるヘルムートが会を進行していく。平時と同じく王都が抱かかえる諸問題について述べはじめると、たまりかねた廷臣の一人が立ち上がった。

「ゲルトハルト公こう爵しやく。失礼だが、我われ々われには他に協きよう議ぎすべきことがあると思うのだが？」

「協議すべきことというのは神懸かりのことか？　それとも、その神懸かりとハインリヒ殿でん下かが花冠契けい約やくの儀ぎを交わしたことか？」

　即座に返されて、口火を切った廷臣がぐっと言葉を飲み込む。

　テオドシウスが鷹おう揚ように会議卓を見渡した。

「心配せずとも──」

「心配せずとも、神懸かりの件について話しあう場は後日設もうけよう」

　国王の発言を遮さえぎって、ヘルムートが言い渡した。

　通常ならばありえない不ふ敬けいきわまりない態度だが、誰も諫いさめなかった。国王は困こん惑わく顔がおで言葉を引っ込めるだけで、公爵の愛する甥おいっ子である第二王子も聞いていなかったのか、上着の袖そで口ぐちを気にしてばかりいる。

　──公爵は陛下にまたあんな態度を……今年になってから特にひどいぞ。

　──陛へい下かも年明け頃から急に弱気になられましたな。

　──今年の即位記念式典も中止になさるくらいだ、もしやご病気なのでは。

　──お二人とも急にお人が変わってしまわれたようじゃ。

　廷臣たちはこっそりと視線を交わしあうが、それだけだ。

　もはや国王をしのぐほどの発言力を持つ公爵に刃は向むかえる者はいない。

「いまは目もつ下かの懸けん案あん事項を優先するべきだ。城下には職を求める者たちが押しかけ、その数は日に日に増しているという。昨日は斡あつ旋せん所じよで諍いさかいが起きて怪け我が人にんが出たと聞いている。ケジン村は魔ま獣じゆうの被害を受けているが、男はみな漁りように出ていて、女子どもばかりで怯おびえているそうではないか。王家を案じる前にまずは民を守らなければ……」

「僕も同感だ」

　そのとき、一人の青年が会議の間に入ってきた。

　正装ながら全身黒ずくめの格好をした、金髪の貴公子だ。

　その場にいる多くの者が、はじめは彼が何者かわからずに眉まゆを寄せた。だが、その容よう貌ぼうに亡なき第一王おう妃ひの面おも影かげと王家の血統を見つけると、廷臣たちはとたんに色めき立った。

　みなが息を吞のんで見守る中、くだんの王子は会議卓の前で恭うやうやしく胸に手を当てた。

「遅れて申し訳ない。僕に構かまわず話を続けてくれ」

　そう言って第一王子のために設しつらえられた、長らく空席だった席につく。

　国王が不出来な息子を睨にらみつけた。

「どういう風の吹き回しだ、ハインリヒ。おまえが会議に顔を出すなど初めてのことではないか。花冠画家を得て図に乗ったか？」

「陛下がそうお思いになるのも当然でしょう。すべては僕の不ふ徳とくの致いたすところ。ですがよろしければ、図に乗ったついでにこの不ふ肖しようの子に発言を許していただきたい」

「いいだろう。申してみよ」

　では、と恐きよう縮しゆくしたそぶりを見せつつ、彼は朗ろう々ろうと語り出した。

「さきほどゲルトハルト公爵が挙げた件ですが、僕に提案があります──城下にあぶれている労働者たちを二つの班に分けるのです。腕うでっ節ぷしの強そうな者と、そうではない者に。そして前者にはケジン村の魔獣退治に、後者には王都の外そと堀ぼりの清掃作業をさせるのです。これで、失業者と魔獣の問題は解決します」

　国王は驚いたように目を瞠みはる。

　ヘルムートが鷲わし鼻ばなの上に皺しわを寄せて口を挟はさんでくる。

「外堀の清掃？　それは例年では五月に騎き士し団だんが行っているものですが」

「早めるぶんには問題ない。兵士たちも憂ゆう鬱うつな作業から解放されて士気が上がるだろう」

「しかし、いくら腕に覚えがあっても平民に魔獣の相手をさせるのは荷が重いのでは？」

「第三騎士団がケジン村の近辺まで演習に出ている。鳩はとを飛ばして村へ向かうよう指示を出せば、一日半で到着するだろう。労働者には彼らの後方支し援えんをさせればいい」

「……労働者に支払う賃金はどこから捻ねん出しゆつするおつもりで？」

「魔獣は害獣である一方で貴重な資し源げんでもある。毛皮や牙きばや爪つめは衣装や宝飾品に、骨と血は万病に効きく薬となる。肉は臭くさくて食えたものではないが」

　冗じよう談だんに吹き出してしまった初しよ老ろうの廷臣が、慌あわてて口元を押さえる。

「既すでに各組合ギルドに話は通してある。解体作業や後処理にかかる人手も、労働者の中から見み繕つくろってくれるそうだ」

　議卓は静まり返っていた。ややあって、誰かがぽつりと口を開く。

「確かにそれなら国庫の負担にはほとんどならない……」

　納なつ得とくしつつも歯切れの悪い物言いになるのは、当とう惑わくゆえだ。

　──オイフェミア王妃が亡くなってすっかり腑ふ抜ぬけになっていたとばかり……

　──もしや〝幽霊王子〟は演技だったのでは。

　何人かがさっと視線を送りあった。そのほとんどは、ディードリヒ派、ゲルトハルト公爵の勢力が占しめる議会の中で少数派に甘んじていた者たちだった。

「いかがでしょうか、陛下？」

　王子は敢あえて議長のヘルムートを無視して、父王を仰あおぎ見た。

　最終的な決定権は国王にあることを改めて示すような態度に、幾いく人にんの廷臣が安あん堵どし、期待を寄せたか、当人はまだ知らない。
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　柔らかな木こ漏もれ日が降り注そそぐ温室のサンルームに、軽かろやかな声が響いていた。

　咲き誇ほこる花々の薫くん香こうに混じって、紅茶の葉に混ぜた柑かん橘きつ類るいの爽さわやかな香りと、銀製の菓子器に積まれた焼やき菓が子しの甘い匂においが漂ただよっている。

「──それで、ハインの花冠になってしまったわけね？　あたくしの女によ官かんでありながら」

　カトリーネは優ゆう雅がに持ち上げたティーカップの縁ふちに唇くちびるを寄せた。赤い薔ば薇らの花弁のような唇は心なしか弧こを描えがいている。

「申し訳ありません」

　アルマはレネや他の女官たち同様、カトリーネの後ろに控ひかえながら頭こうべを垂たれた。

「昨夜はいろんなことが起きて動転してしまって……そうですよね、わたしには女官のお仕事がありますし、両方なんてダメですよね。ハイン様には改めてお断りを──」

「構わなくてよ」

「して……え？　いいんですか？」

　カトリーネはティーカップをソーサーに戻してから、体ごと振り返った。

「ハインの言うとおりよ。あなた、ずっと画家になるのが夢だったのでしょう？　せっかくのチャンスを無む駄だにするなんてお馬ば鹿かさんのすることよ。やってごらんなさい。ただし、あたくしの女官だということは忘れてはダメよ？」

「はい！　お心遣づかい感謝します！」

「ふふ、よくってよ。だって、これはすべてあたくしの目もく論ろ見みどおりなんだもの」

「……目論見どおり？」

　カトリーネはうふふと含ふくみのある笑いを漏もらして、またティーカップに口をつけた。教えてくれる気はないらしい。

「そういえば、カトリーネ様はハイン様のことをご存じだったんですね」

　カトリーネの輿こし入いれは第一王妃が亡くなった後、つまりハインが公務を放棄するようになった後だ。顔を合わせる機会はなかったはずだ。

「たまに夜中に出くわすことがあったのよ。驚いたわ。将来を嘱しよく望ぼうされていた神童がすっかり腑抜けて幽霊王子になっていたのだもの」

　幽霊王子、の単語にアルマはぴくりと反応した。

「幽霊王子ってどういう意味なんですか？」

「療りよう養ようを言い訳に昼は部屋に引きこもり、夜になるとふらふら出てきて遊びに行ってしまう放ほう蕩とう王子のことよ」

　ふふ、と思い出し笑いをしながらカトリーネは言う。

「昔のハインを知る者にとっては受け入れがたかったのでしょうね。『本物のハインリヒ王子は既に死んでいて、うろついているあれは幽霊なのではないか』なんて囁かれるようになって。それでついた呼び名が幽霊王子」

「……そんな、ハイン様は本当にお辛つらい思いをされたのに……それに、臣しん下かならば現状を嘆なげく前に、心の傷を癒いやす方法を模も索さくするべきでは……」

　カトリーネの表情に気づいて、アルマは、あ、と口を噤つぐんだ。

「すいません。立場もわきまえず、生意気なことを言いました」

「よくってよ。周囲の者が何もしなかったというのは事実だもの。でも、それを利用していたハインも同罪だとあたくしは思うわ」

「利用して……遊びほうけてたっていうことですか？」

「あなたの中でのハインの評価ってそんなものなのね。少し安心したわ」

　ティーカップに口をつけて唇を湿らせてから、カトリーネは続けた。

「ハインの放蕩は半分以上見せかけのものよ。というか、放蕩するつもりだったのでしょうけど、根が真ま面じ目めなものだからつい有ゆう益えきな情報を集めたり、人脈を築きずいてしまったようね。役立ちそうなことはディードに教えて、陰かげからお膳ぜん立だてをしていたみたい」

「カトリーネ様、ハイン様を見張らせてらしたんですか？」

「なぜあたくしがハインのためにそんなことをしなければならなくって？」

「えっ……？　では……」

「ハインの動向を探さぐっていたのはあたくしの愛人よ。ハインが殺されるならまだしも、反乱分子と接せつ触しよくしたらコトだと考えていたようね。杞き憂ゆうだったようだけど」

　いま聞いてはいけない単語が混じっていた気がする。

（愛人、いらっしゃったんだ……）

　突っ込んでいいのか迷っていると、忙せわしない足音が温室に入ってきた。

「ハインリヒ殿下、お待ちください！」

　女官の切迫した声に驚いて振り向いたとたん、アルマは固まってしまった。

　思わず口をぽかんと開けっぱなしにして見入ってしまう。

　女官の制止を無視してやってきたハインは、いつもの部屋着姿ではなかった。

　上質な黒地の上着に胴着を纏まとい、首にはクラヴァットを締しめ、脚きやく衣いは革製のブーツの中に納おさめている。どこに出しても恥はずかしくない、貴公子然とした出いで立たちだった。

（あああああああ！）

　感かん極きわまって打ち震ふるえるアルマを余よ所そに、ハインがテーブルに詰つめ寄ってきた。

「カトリーネ、おまえに二、三訊ききたいことがある」

「あたくしのことは麗うるわしきお義か母あ様さま、もしくはユグドリスの輝ける宝石とお呼びなさい」

「わかった、ユグドリスの輝ける毒どく婦ふ」

「毒婦ではなく宝石っ！　相変わらず口の利きき方をわきまえない子ね。それと入室を許可した覚えはなくってよ。もちろん同席も」

　刺とげ々とげしい義ぎ母ぼの返事を無視して、ハインは勝手にテーブルの向かいの椅い子すを引いた。そして腰を下ろす寸前に、アルマの様子に気づいて後じさった。

「なぜ泣いている!?」

　アルマは溢あふれ出る感動の涙を手ハン巾カチで押さえた。

「夢にまで見たハイン様の正装姿……わたしはもう思い残すことはありません……！」

「おまえの人生それでいいのか」

「アルマっ、今日という今日こそお決めなさい！　あたくしとハイン、どちらが最も美しいのか！」

「そんな、無理です！　お二人は別種の美を極めた方々……どちらか一人を一番と決めるだなんて神をも恐れぬ所しよ業ぎよう、わたしにはとてもできません！」

「……何となくだが、神はおまえたちを会わせるべきではなかった気がする」

　ハインはげんなりと呟つぶやくと、気を取り直して椅子に腰を下ろした。女官がティーセットを下げて辞去しようとするのを、カトリーネが手にした扇おうぎで制止する。

「無礼な訪問者にお茶を入れてあげる必要はなくってよ。で、何の用なの、ハイン」

「おまえはどこまで予測していた？」

「何のことかしら」

「とぼけるな。〈翡ひ翠すいの宮みや〉に幽霊が出るとアルマに吹き込んだのはおまえだろう」

　アルマは驚いてカトリーネを見た後、次いでレネを見た。目が合うと、親友は申し訳なさそうに両手を前で合わせた。どうやら本当らしい。

「おまえがアルマを〈翡翠の宮〉に忍び込むようそそのかしたことはわかっている。僕と出会わせ、アルマを僕の花冠画家にさせたかったのだろう……アルマが神懸かりだということも気づいていたな？」

「もちろん、気づいていたわ」

　カトリーネは認めた。扇を口元に添そえて、超ちよう然ぜんとした笑みを浮かべる。

「あたくし、女官を受け入れる際さいの身辺調査は抜かりないの。画家志望だったのに人を絶対に描こうとしないのが気になって、他の子よりも特に念入りに調べさせたわ。だからアルマのことなら何でも知っていてよ。チコリと塩しお漬づけ肉のグラタンが好物なことも、金髪を至上と崇あがめていることも、脱いだらすごいことも、ね」

「脱いだらすごいのか……うおっ!?」

　空を切り裂さくように飛んできた扇を、ハインは体を横に倒して回かい避ひした。

　敷しき石いしの上に落ちた扇をレネが回収に向かい、一方で別の女官が予備の扇を取り出し、主の手に握らせる。

「あたくしのアルマをいやらしい目で見たら許さなくてよ！」

「見ていないし、おまえが言い出したんだろうがっ！」

「ハイン様、いまのは誤解です。わたし、脱いでも全然すごくないですから」

「カトリーネよりは、ということだろう。カトリーネが胸を底上げしていることは周知の事じじ……っ、だからいちいち扇を投げるな！」

　またもすんでのところで扇を回避して抗こう議ぎする。意外と反射神経がいい。

「あなたがあたくしに対する口の利き方を覚えないからいけないのよ」

　女官からまた新しい扇を受け取ると、カトリーネはそれを口元へ添えて言う。

　ハインは疲れきったため息をつくと、テーブルにだらしなく頰ほお杖づえをついた。

「最初は僕を表舞台に引きずり出したいのかと思ったのだが、そうではないな？　おまえがこだわっている相手は僕ではなくアルマの方だ。なぜそこまでアルマにこだわる？　神懸かりだから、というわけではなさそうだが」

「もちろんよ」

　カトリーネは悠ゆう然ぜんと立ち上がると、芝しば居いがかったそぶりで手を差し伸べた。

「あたくしがアルマにこだわっている理由は、ただ一つ。それはアルマが…………あたくしの美しさを、世界中の誰よりも理解してくれるからよ！」

「カトリーネ様、なんてもったいないお言葉……！」

「もうそのノリはいらん。既に食しよく傷しよう気味だ」

　ハインは呆あきれた顔をして菓子器の焼菓子に手を伸ばした。胡桃くるみのクッキーをかじったものの、飲み物なしでは食べにくいらしく、しばらくもごもごと苦戦する。

「まったく。僕がアルマをディードに譲ゆずっていたらどうするつもりだったんだ」

「あの、わたしがディードリヒ殿下の花冠になると何か問題があるんですか？」

　つい気になって口を挟む。ハインがぴくりと眉を跳はねさせた。

　カトリーネが小さく肩をすくめて笑う。

「ディードは伯お父じのヘルムートの言いなりなのよ。陛下も気にかけてはいるようだけど、ゲルトハルト公爵家を敵に回すわけにもいかなくて難なん儀ぎしておいでのご様子。神懸かりは王家の危機に現れることを考えると、傀く儡ぐつの王子の花冠にさせるのは、敵の懐ふところに潜もぐり込ませるようなものでしょう？」

　まるで、ヘルムートがディードリヒを操あやつってユグドリスを陰から支配しようとしていると言わんばかりだ。

「……まさか。考えすぎではないでしょうか」

「僕もカトリーネと同意見だ」

　アルマは驚いてハインの顔を仰ぎ見た。

「実際にこの目にするまでは信じがたかったが、ヘルムートのやつ、最近ではディードだけでなく父上まで操ろうとしているようだ。あれではどちらが王なのかわからん」

「あら、陛下は傀儡にされて黙だまっているような方ではなかったはずだけど？」

　カトリーネが扇を口元に添え、怪け訝げんそうに目を細める。

　そうなのだ。現国王テオドシウス三世は、一睨みするだけで飛んでいる鳥を落とすほどの迫力を持つ、厳格な王と言われていた。

　だから花嫁修しゆ業ぎようのために王宮に出仕するようになったアルマは、噂うわさとまるで違う覇は気きのない王の姿に目を疑ったものだ。

「確かに。父上がなぜおとなしくしているのかは僕にもわからん。病気だという噂もあるようだが、僕が見たところ父上は健康そのものだ」

「いずれにせよ、花冠契約を急いだあなたの判断は間違いではなくってよ。ふふ、あれだけ意固地になっていたあなたがあっさり幽霊王子を返上するなんて、そんなにアルマが心配なのかしら？」

「……別に、それほどでもないが」

　ハインは不ふ機き嫌げんな面おも持もちになってぷいと顔を逸そらす。

「すいません。わたしのせいでハイン様にご迷めい惑わくをおかけしてしまって」

「まったくだ。愚おろかな友人を持つと苦労する」

　悪態をつくハインに、アルマは思わず目を大きく見開いた。

（友人だと思ってくださってたんだ。どうしよう。嬉うれしい……）

　必死に表情筋と戦うアルマには気づかず、ハインは本題を切り出した。

「ところで、御ご前ぜん会議で決まったことなんだが……明後日あさつて、アルマのお披ひ露ろ目めをすることになった。お披露目というか、試験みたいなものだが」

「……試験、ですか」

「おまえが本当に神懸かりかどうか、父上が実際に自分の目で見て確認したいそうだ。廷臣たちに加えて王都にいる宮廷画家数名と宮中神官長、それとジークセン大聖堂の神官たちも来るようだ。少々急だが、何か問題はあるか？」

　あるかも何も、問題大ありだ。

　神懸かりであることを王の御前で証明することには、何の異存もない。だが。

「あの、わたし、陛下の御前に出られるようなドレスを持ってないんですけど、どうしましょう。実家から持ってきたドレスは画材を買うために売ってしまって……」

　案の定、ハインに呆れた目で見られてしまった。

「淑しゆく女じよのたしなみはどこへいった。まあ、おまえらしいといえばおまえらしいが。カトリーネ、頼めるか？」

　カトリーネは優雅に扇をあおいで、とびきり美しく、自信に満ちた笑みを輝かせた。

「頼まれるまでもなくってよ──あなたたち、いいわね？」

　主あるじの命を受けて、女官たちが一いつ斉せいに、荒あらぶるハゲタカのようなポーズを取る。

「言われるまでもありませんッ！」

「我ら最強の女官軍団ッ！」

「乙女おとめの危機には死力を尽つくすッ！」

　びしっ！　ばしっ！　とポーズを変えながら宣言する女官仲間たちを、アルマはぽかんと見渡した。レネまで無表情にポーズを決めている。

「……もう何度思ったかしれんが、おまえは女官にどんな修業をさせているんだ？」

　その問いに対して、カトリーネからの返答はなかった。
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　二日後、アルマの神懸かりとしてのお披露目当日。

〈紅こう玉ぎよくの宮みや〉はいつも以上に激戦の様よう相そうを見せていた。

　ただし、現在戦場で総攻撃を受けているのは、王妃ではなく女官のアルマだ。

「カトリーネ様、アルマにはやはりこの蒼あおいドレスがいいと思いますわ！　アルマの蒼い瞳ひとみにほら、ぴったりですわ！」

「ふっ、いきなり本命をぶつけてくるとはなかなかやるわね。褒ほめて差し上げてよ」

「……あの、できればもう少し胸元が開いていないものがいいんですけど」

「私はこちらの薄うす桃もも色のドレスを推おしますわ！　今春の流行は桃色です！　さらにふりふりのひらひらで、さりげなくすけすけだと仕し立たて屋やも申しておりましたわ！」

「あなたも考えたわね。確かに美を追究する者として、流行を押さえておくのもいいアピールになるわ」

「……それもちょっと露ろ出しゆつが多いかと……まだ午前中ですし」

「こちらの銀色のドレスも捨てがたいと思いません？　今日は画家として参さんじるんですもの。こういった落ち着いた色合いのものの方がいいはずですわ」

「あなた、目のつけどころがよろしくてよ。色合いは渋しぶいけれど、この胸元の大だい胆たんなカット……さりげなく男どもを悩のう殺さつ、判断力を鈍にぶらせることができれば勝機はあるわ」

「……ですからそれ全部夜会服……って誰もわたしの話聞いてないですね……」

　アルマは王妃とその女官たちに寄ってたかっていじくり回された。

　いつもより立派なコルセットを装着され、いつもの二倍くらい重いドレスを着せられ、いつもはしないような髪型にされて、さらに耳飾りや首飾りで仕上げをされる頃にはアルマはすっかり目を回していた。

（画材一式を背負って石いし塀べいを登るよりきついわ……）

　立ったまま気を失いそうになっていると、不意に両肩を摑つかまれた。女官たちにさあさあと促うながされて、レネの構えた姿見の前へ連れ出される。

「さあ、できましたわよ！」

「お、おおっ」

　鏡に映った自分の姿を見て、アルマは感かん嘆たんの声を漏らした。

　左右反対になった自分が身に纏っているのは、菫すみれ色のドレスだ。

　胸元は大きく開いてはいるものの、淡あわい色味のレースの付け襟えりを添えたことで、色気よりも淑しとやかさや知的さが演出されている。

　黒髪は両横を丁てい寧ねいに編み込んで後ろに流し、ドレスと共布の大きなリボンでまとめている。耳元と首回りを飾るのは黄おう玉ぎよくだ。

「すごい！　それなりに見えます！」

「ひさしぶりにやりがいがありましたわ」

　女官長が充実した疲ひ労ろうを滲にじませた顔で、これみよがしに額ひたいの汗を拭ぬぐってみせた。他の女官たちも、レネに至るまで満足げに頷いている。

　カトリーネは扇をぱちんと開いて優雅に振ってみせた。

「よくやったわ。あなたたち、褒めて差し上げてよ」

「ありがたき幸せ！」

「みんなありがとう。カトリーネ様も。わたしのために……」

「よくってよ。さあ、外でハインが待っているわ。お行きなさい」

「はい。いってきます」

　みんなの気持ちに答えるように頷いてみせると、控えの間を通って廊ろう下かへ出た。

　ハインは廊下の壁かべにだらしなく寄りかかって両腕を組んでいた。アルマが出てきたのを認めると、のっそりと壁から背を離す。

「やっと終わったか。ドレスなんか何を着たって同じだろうに──」

　そこまで言いかけて言葉を切り、驚いたように目を見開く。

　アルマは思わず縮こまって俯うつむき、ドレスの前で握りしめた自分の手を見下ろした。他人の容姿を観察するのは得意でも、見つめられるのは不ふ得え手てだった。

「……このまま式でも挙げるか」

「式って、お葬そう式しきですか？」

　ハインは今日も黒い上着に黒い脚衣だ。刺し繡しゆうや意い匠しようが違うので昨日とは別物だ。

　はっと我に返ると、彼はなぜか気まずそうに目を逸らす。

「いや、何でもない……上う手まく化けたな」

「それは、褒めてくださっているんですよね？」

「もちろんだ。ちゃんと貴族の娘むすめに見えるぞ」

「いままで貴族の娘に見えてなかったんですか？」

「行くぞ。父上たちがお待ちかねだ」

　ハインはなぜか最後の問いには答えず、さっさと歩き出した。

　アルマも慌てて後を追った。脚あしの長さが絶望的に違うのであっさり置いてゆかれそうになったが、途中で歩幅に気づいたハインが待ってくれたのでなんとか追いつけた。

〈紅玉の宮〉を抜けて長い回かい廊ろうを通り、主しゆ殿でんである城館へ向かう。

　やがて長い廊下の先に大広間へと続く両開きの大きな扉とびらが現れる。

　扉の前にハインと並んで立つと、扉番の兵士たちは鈍どん重じゆうな両扉を開け放った。

　アルマはこくりと生なま唾つばを飲み下すと、ハインに続いて謁えつ見けんの間に足を踏ふみ入れた。

　二階まで吹き抜けとなった大広間だ。

　大理石の柱が等とう間かん隔かくに並び、アーチ状の天てん井じようには大昔の花冠画家による〈天上の楽園〉が描かれ、星せい柱ちゆう教団が崇める壮そう麗れいな十二柱ちゆうの神々が、下界を覗き込んで微笑んでいる。正直、こんな状況でもなければじっくり鑑賞したかった。

　アルマはハインから数歩遅れるかたちで赤い長なが絨じゆう毯たんの上を歩いていった。玉座のある高座の前へ進み出て、段になった手前で膝ひざを折ってかしずき、頭を垂れる。

（ううう、思いっきり見られてる……）

　全身に突き刺ささる視線が痛い。ハインが隣となりでそつのない口上を述べているのはわかったが、緊きん張ちようのあまりまったく頭に入ってこなかった。

「アルマ・クラウス。面おもてを上げよ」

　落ち着いた王の声に促され、アルマは顔を上げた。

　国王テオドシウスが静かにこちらを見下ろしている。彫りの深い顔立ちに、白髪しらが交じりの金髪を後ろに流している。ハインとよく似た翡翠色の眼まな差ざしはどこか覇気がないが、小娘一人を緊張させるには充分だった。

「ほ、本日は、恐れ多くもわたくしめのためにこのような場を設けていただき……」

「回りくどい挨あい拶さつは結構だ。余よは忙しい。さっそく本題に入ろう……そなたが神懸かりだというのはまことか？」

「……まことにございます」

　本当を言うと、アルマだってまだ信じられない。だがここで迷いを口にして疑ぎ惑わくを強めるような真ま似ねをすれば、ハインに迷惑がかかってしまう。

「論より証しよう拠こ。実際に神懸かりの力を使わせてみればよいでしょう」

　突き放した声こわ音ねでそう言ったのは、ハインの異い母ぼ弟ていで一歳下の第二王子のディードリヒだ。

　長い金茶色の髪を肩に垂らし、金きん縁ぶちの眼鏡めがねの奥で榛はしばみ色の双そう眸ぼうを不ふ審しんそうに細めている。何度か廊下などで姿を見かけたことはあったが、視線を向けられたのは初めてだ。

　ディードリヒもかなりの美青年だ。ただし顔立ちは少々中性的で、体つきも細い。

「我が兄がこんなくだらぬ噓うそをついて我らを謀たばかろうとするとは思いたくはないが、神懸かりが最後に現れたのは二百年前。この太平の世に現れるとは到底思えません。実物を見てみなければ判断しかねるかと」

　ディードリヒはなぜか左の袖口のあたりをちらちらと見ながら言った。

　そんな弟王子にどこか気の毒そうな目を向けつつ、ハインは神しん妙みように頷うなずいた。

「わかっている。過去に何度も、神懸かりを騙かたる不届き者が現れて王宮を騒さわがしていることは承知している。アルマ、できるか？」

「はっはい、もちろんです。でも、どなたを描けば……？」
















「僕を、と言いたいところだが」

　ハインの視線が、法衣の宮中神官長のそれとかちあった。

「ハインリヒ殿下では、口裏を合わせているように見えてしまうかもしれませんな。そうですなあ……ビショフ大神官を描かせてみてはいかがでしょう？」

「わ、私にございますか!?」

　突然指名されて、もう一人の法衣の男が頓とん狂きような声をあげた。

　絵筆のような口くち髭ひげと顎あご鬚ひげを蓄えた中年の男だ。宮中で見かけた覚えのない顔なので、彼がジークセン大聖堂から見に来た神官だろう。

「聖職者であるあなたならば、神懸かりの力で暴あばかれて困るような後ろ暗い秘密はないでしょう。いかがですか、陛下？」

「そうだな。アルマ・クラウス。ビショフ大神官を描いて、おのれの力を示してみせよ」

「お、仰おおせのままに」

　高座の前に次々と椅子やイーゼルや画材などが運び込まれてくる。首飾り盗難事件のときの話が伝わっているらしく、練ねりたての青色絵の具も用意されていた。

　アルマはおそるおそる丸椅子に腰掛け、画板を立てたイーゼルに向かい合った。

　絵筆の先を筆洗器で湿らせ、青色の絵の具につけて馴な染じませると、しかめ面つらで突っ立つ大神官に顔を向ける。

　ふて腐くされた表情から、こんな小娘が神懸かりであるはずがないという感情と、もし本物だったらという不安の両方が垣かい間ま見える。

（何か秘密があるのかしら。秘密がない人の方が珍しいけれど）

　だとしたら暴いてしまうのは可か哀わい想そうな気もするが、これも神懸かりの証明のためだ。犠ぎ牲せいになってもらおう。

　全体の構造比率を取り、絵筆を画紙に近づける前にふとハインの方を見る。

　ハインはアルマの視線に気づくと、唇の端はしをわずかに吊つり上げて頷いた。自信に満ちた眼差しが、見せつけてやれ、と語っている。

　アルマは力強く頷き返すと、ビショフに目を向け、そして画紙に向き直った。

　画紙に絵筆の先を近づけると、急速に意識が遠のいていった。







　遠くの方から怒ど鳴なり声が聞こえてくる。何を叫さけんでいるんだろう。

　うっすらと目を開けてみれば、ハインが心配そうに顔を覗き込んでいた。背中を支えてくれる大きな腕の感かん触しよくは、落ち着くけれど気恥ずかしくて頰ほおが熱くなる。

「あ、ありがとうございます……」

「こう毎回毎回描くたびに倒れるのでは危なくてしかたがないな。次からは背もたれのついた椅子を用意させよう」

「──これは何かの間違いだ！　あの娘が私を謀たばかろうとしているのだ！」

　さきほどの怒声の続きが聞こえて、アルマは頭をもたげた。

　モデルに指名された大神官が顔色を変えて抗こう弁べんしている。

「往おう生じよう際ぎわが悪いのではないか、ビショフ大神官」

　そう糾きゆう弾だんするのは、宮中神官長だ。

　片手に、さきほどまでイーゼルに立て掛けられていたはずの画板を掲かかげている。

「我々は少し前から寄付金の使い込みに気づき、極ごく秘ひ裏りに内ない偵ていを進めていたのだ。このことは陛下はもとより外部の誰にも知らせていない……それを、なぜこの娘が知っているというのだ？」

　画板に貼りつけた画紙には、ビショフが大きな募ぼ金きん箱ばこを抱えた姿で描かれていた。

　募金箱の隅すみには穴が空あいており、そこから零こぼれた硬貨をすくって、露出の高い格好の女たちに差し出している。女たちは一目で娼しよう婦ふとわかった。

　この絵が示しているのは、お布ふ施せの使い込み、しかも娼しよう館かん通がよいだ。

（あー、そういうことだったんだ）

　宮中神官長が大神官を名差しした理由がわかった。彼はビショフを追及する口実作りに、アルマの異能を利用したのだ。

「ち、違う。私は関係ない……不ふ愉ゆ快かいだ、失礼する！」

　大神官は顔を真っ赤にして、急ぎ足で謁見の間を出ていった。

　痛々しいまでの沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　重い静せい寂じやくを破ったのは、それ以上に重々しいテオドシウスのため息だった。玉座の肘ひじ置きに頰杖をついた格好はハインと少し似ている。

「アルマ・クラウスよ、そなたの力はしかとこの目で見届けさせてもらった。真の神懸かりであると認めよう」

「では、僕の花冠画家として認めてもらえると？」

「そうだな……」

「お待ちください、陛下」

　まとまりかけたところに口を挟んできたのは、ヘルムートだった。

　いつ見ても描き甲が斐いのありそうな鷲鼻を高くして、厭いや味みな笑みを浮かべる。

「確かにクラウス男だん爵しやく令れい嬢じようは神懸かりの力を持っている。それは認めましょう。しかし、花冠画家として認められるかといえば、別の話です」

　ハインが小さく舌打ちしたが、聞こえたのはアルマだけだろう。

「何を言う。神懸かりは花冠とするのが建国当時からのならわしだ」

「もちろん存じております。ですが、聞くところによれば彼女は人を描こうとすると神懸かりの力を見境なく発はつ揮きしてしまうとか。それでは神懸かりとしてはともかく、花冠画家の仕事がまっとうできるとは到底思えません」

（やっぱり突っ込まれた……！）

　花冠画家には歴史の記録係としての面もある。人を描こうとするたびに神懸かりの力を発揮してしまうのでは務まらない。

「ですが、神懸かりは国の宝。失うわけにはいきませぬ。そこで、こうするのはいかがでしょう……クラウス男爵令嬢を神しん殿でん預かりとするのです」

「神殿預かりに？　他の西方五国に倣ならえというのか？」

　西方五国というのは旧ユグドリスが分ぶん裂れつしてできた大陸西部の五カ国のことだ。各王家にはすべて旧ユグドリス王家の血が流れている。

　ユグドリスが他の西方五国と一線を画かくしているのは契約の絵筆を有している点だ。この絵筆は世界で一点しかないため、花冠画家制度もユグドリスにしか存在しない。

「そうです。他の西方五国では、神懸かりは神殿預かりとするのがならわしとなっております。神懸かりが神の依より代しろであることを考えれば、本来は花冠画家にするよりもそちらの方が自然だと言えましょう」

「おお、それはいい考えですな。私も公爵に賛成です。クラウス男爵令嬢の身柄は、星柱神殿が責任を持ってお守りいたしましょう」

　宮中神官長が満面の笑みを浮かべて同意する。

「……そうきたか」

　ハインがぼそりと、アルマにしか聞こえない声で囁いた。

「どういうことですか？」

「神懸かりを有しているとなれば神殿の箔はくになる。このごろ神殿の権威はだいぶ落ちているからな。神官どもに恩を売りつつ、王宮からおまえを追い出すいい口実になるというわけだ。くそ、そうはさせるか」

　ハインはそう吐はき捨てると、右手の手袋を外はずして床に捨てた。

　紫の薔薇の絵が描かれた手の甲を掲げてみせながら言う。

「勝手なことを言うな。ここに花冠契約の証あかしがある。少なくともこの絵が消えるまでは、アルマは僕の花冠だ。契約の絵筆を無視するのか？」

「おやおや、殿下が古いしきたりを重んじる方だったとは、意外ですな。そこまで形式にこだわられるなら毎回会議にお顔を出してくださればよろしいのに」

「おまえこそ、恐れ多くもユグドリスの伝統にまで手を加えようとは、父上の発言を遮るだけでは飽き足らないと見える」

　痛いところを突かれたのか、ヘルムートが閉口する。

「それに、アルマに普通の絵が描けないと決めつけるのはやめてもらおうか。おまえはアルマの絵を実際に見たことがあるのか？」

「ちょ、ちょっとハイン様……！」

　それ以上は藪やぶ蛇へびだ。アルマが慌てて制止しようとしたときだった。

「──一つ、よろしいでしょうか？」

　涼すず風かぜのような声が、二者の間を抜けていった。

　声の持ち主は、黒髪を首の後ろで束ねた男だった。二十代の後半くらいだろうか。理知的な眼差しに、柔にゆう和わな顔立ちをしている。

「エーファルト、口を挟むな。無礼であろう」

　ヘルムートが眉をひそめて非難する。

（この方が、あのエーファルト・デュムラー？）

　主席宮廷画家にして国王テオドシウスの花冠画家。別名〈色彩の魔術師〉。

　まだ二十代ながら実力は西方五国でも五本の指に入ると噂されており、複数の国で一代限りの爵しやく位いを与えられている実力派の肖しよう像ぞう画が家かだ。

「よいではないか。我が花冠よ、申してみよ」

　主である国王の許しを得ると、エーファルトはにっこりと微笑み、まるで今日の天気の話でもするかのような穏やかさで続けた。

「ハインリヒ殿下のおっしゃるとおり、公爵はクラウス男爵令嬢の普段の実力をご存じでない様子。でしたら、クラウス男爵令嬢に、実際に神懸かりの力を使わずに人物画を描いていただけばよろしいのではないでしょうか」

「だから、この娘は神懸かりであるゆえに人物画が描けないのだと……」

「公爵、彼女は曲がりなりにも修業を積んだ画家です。一人前の画家であれば、モデルを見ないで描くこともできましょう。最低でも、主であるハインリヒ殿下くらいは見ずとも描けなければ花冠の大役は務まらないことくらい、承しよう知ちしているはず」

　さらりと、難しいことを言ってくれる。

（人を見ないで描けるのは、人を描き慣れている人だけよ……）

　誰かが異議を唱えてくれないものかと息を殺して待ったが、こんなときに限って静まり返っている。ディードリヒも、ヘルムートでさえ難しい顔で押し黙っていた。

「どうでしょう、ハインリヒ殿下？」

　エーファルトは憎にくたらしいくらい穏やかに促してくる。ハインが渋々と口を開いた。

「……わかった。その提案を受け入れよう」

　ええっ、とアルマは胸中で悲鳴をあげる。

「ただ、少し時間がほしい。彼女はまだ僕と出会って日が浅いんだ。本人を見ずとも描けるほど、僕の顔を見慣れていない」

「では、決まりだな」

　国王が全員の顔を見渡して告げた。

「期限は一カ月としよう。一カ月以内に、クラウス男爵令嬢がハインリヒの肖像画を描けなければ、クラウス男爵令嬢は神殿預かりとする。よいな？」
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「エーファルトにしてやられるなんて、あなたもまだまだね、ハイン」

　カトリーネがティーカップを優ゆう雅がに持ちながら、悪戯いたずらっぽい眼差しを向けた。

　いつもの温室のサンルームだ。ドレス姿のままのアルマは来らい賓ひん扱あつかいでカトリーネのテーブルについていたが、用意された紅茶に口をつける気にはなれずにいた。

「うるさいぞ。それに、状況次し第だいではあの提案は僕の方から切り出すつもりでいたんだ。やつらがアルマの過去の実績をつついてくることは想定内だったからな」

　そう答えるハインは相変わらず闖ちん入にゆう者しや扱いだったが、来賓よりもずっと堂々とした態度で足を組んで椅子に腰掛けている。

「でも、おかしな話ではなくて？　神懸かりが人を普通に描けないのだとしたら、過去の神懸かりはどうして花冠画家になれたのかしら」

「エーファルトの提案どおりモデルの姿を目に焼きつけて描いていたんじゃないか？　実際の人間を見なくとも人物画の練習はできるだろうからな。死体を見て描くとか」

「なるほどね。アルマ、死体を見て練習したことはないの？」

　アルマは弱々しく首を横に振った。

「工房や画塾の近くで遺い体たいが発見されたことはあったのですが、女は不ふ浄じようだとかで近寄らせてもらえなかったんです」

「そういえば過去に女の神懸かりはいないのだったな。花冠にしてしまえばなんとかなると思っていたが、そう簡単にはいかないようだ」

「……短い夢でした」

「おい、何をやる前から諦あきらめている」

「だって、人を見て描いたことだってほとんどないのに、見ないで肖像画を描くなんて無理に決まってるじゃないですか」

「諦めるなんて許さなくてよ、アルマ」

　カトリーネがティーカップをソーサーに下ろして、びしゃりと言い放った。

「やるしかないの。ようく考えてごらんなさい。あなた、肖像画を描けなければ神殿に閉じこめられて、重要な行事のときだけ引っ張り出される見せ物にされてしまうのよ？　何より──このあたくしと会えなくなってしまうのよ？　あなた、あたくしの至高の美しさを二度と目にできなくなっても構わないというの？」

「構わなくなんてありませんっ！　そんなの絶対嫌いやです！」

　アルマはテーブルに両手をついて腰を浮かせた。

「カトリーネ様にお会いできなくなるなんて、わたしには考えられません！　わたしはまだまだカトリーネ様の美び貌ぼうを観賞したりないのに。ハイン様だって……」

「ハインのことは見なくていいの」

　アルマが言いながらハインの方へ顔を向けると、カトリーネは両手でアルマの頰を摑み、強引に自分の方へ向かせた。

「ああ、あたくしの可愛いアルマ！　あたくしも、あなたと離ればなれになるなんて考えられないわ！　あなたを神殿に行かせるなんてこのあたくしが絶対に許さなくてよ！──というわけで練習あるのみよ、アルマ。あたくしのために修しゆう練れんなさい」

「かしこまりましたっ！　見ないで描く練習ですよね、ハイン様を」

　瞬まばたきもせずに見つめていると、ハインはなぜか気け圧おされたように仰のけ反ぞった。

「いや、待て。まずは練習をした方がいいんじゃないか？」

「ですからハイン様を描く練習をするために、お姿を目に焼きつけようと……」

「そうじゃなくて、人を描く練習だ。出会ってまだ数日の僕を描こうとするより、まずは何カ月も一緒にいた人間を見ないで描いてみたらどうだ？　カトリーネとか」

「言われてみれば……」

　確かにアルマはこの三カ月間、毎日カトリーネの美貌を観賞してきた。

　その日のドレスに合わせてアレンジされた髪型二十五種類のすべてを把は握あくしているし、肌の露出しやすい部分にあるほくろの位置を星座のように記憶している。ハインよりもカトリーネを描く方がまだ難しくなさそうに思えた。

　カトリーネがふっと不敵に微笑んで、扇を翳かざして見せつけた。

「よろしくてよ。さあ、このあたくしの美貌を思う存分じっくり見て描いてごらんなさい！」

「あの、ですから見て描くことはできないんですが……」







　それから三十分後。

「きゃあああ、カトリーネ様、お気を確かにーっ！」

「わたくし、侍じ医いを呼んでまいりますわ！」

「ネリー、あなたはお湯を沸わかして！　ユリアはタオルを持ってきてちょうだい！」

「……私は？」

「レネは……ええと……祈いのってて！」

　白目を剝むいて椅子に倒れ込んだカトリーネに、女官たちが色めき立って次々に飛び出していく。サンルームは一気に蜂はちの巣すをつついたような様相になった。

　アルマは左手に画帳を、右手に細い木炭を手にした格好で打ち震えた。

「絵が下へ手ただということがここまで罪つみ深ぶかいだなんて……！」

「いや、あきらかにカトリーネがショックを受けすぎだ。下手に描かれたくらいで」

　下手、の一言がぐさりと胸に突き刺さる。

（でも、確かに下手よね……）

　アルマは画帳を持ち上げ、画紙に描かれたカトリーネをしげしげと見つめた。

　髪型もドレスも装身具も間違えてはいない。顔の輪りん郭かくも、眉や目や鼻や唇のかたちも、大きな差異はない。しかし何かが致命的におかしくて、作り物めいた、生気のない顔立ちになってしまっている。

「バランスが悪いのでしょうか」

「それと表情もだ。目、口、頰など、顔の各部位は時計の歯車のように連動しているものだ。その歯車の嚙かみ合わせがこの絵のカトリーネはちぐはぐなんだ」

　ハインが顎あごを撫なでながら分析する。

「たとえて言えば、怒っているときと驚いているときの眉の吊り上がり方は違うのに、それらが入れ替わっているようなものだ。記憶の中で混じってしまったのだろう。だから部分部分を見れば似ているのに、全体を見ると似ていない絵になっているのだろう」

「……やっぱり見ないで描くって難しいんですね」

　毎日観察していた相手ですらこの程度にしか描けないというのに、出会って数日の相手の肖像画を描くなんて、本当にできるのだろうか。

「そうしょげるな。厳しいことを言ったが、正直ここまで描けるとは思っていなかった。これなら練習次第でなんとかなりそうだ」

　アルマは上目遣いでハインを見た。

「……本当にそう思います？」

「ああ。カトリーネのときみたいに僕のことを毎日観察して反復練習をしていれば、いずれまともに描けるようになるだろう。一カ月という期限は厳しいし、おまえに毎日観察されるというのは少しぞっとするが……」

「でもわたし、カトリーネ様には毎日女官としてお仕つかえしてきたんですよ？」

「僕とも毎日顔を合わせればいいだろうが」

「……ですが、ハイン様には王子としてのお仕事があるのでは」

　あ、とハインがようやく気づいたという顔になった。

　暇ひまを持て余している王妃と違って、幽霊王子を脱だつ却きやくしたハインには公務がある。一日のうちで、花冠画家候補と悠ゆう長ちようにお茶をしていられる時間はわずかしかないだろう。

「気づいてらっしゃらなかったんですか？　いつも、わたしのことを馬鹿だ馬鹿だとおっしゃるくせに」

「言うようになったじゃないか」

　いつもの仕返しとばかりに悪戯っぽく言うと、ハインはふて腐れた顔になって頰杖をついた。本人には言えないが、彼のこういう表情がアルマは結構気に入っている。

「単純に、公務に随ずい行こうさせればいいと思っていただけだ。だが、考えてみたら正式な花冠でない以上、国の機密に関わることを見せるわけにはいかないか……」

「あっ、こういうのはどうでしょう？　ハイン様がお仕事を終えておやすみになっているところをわたしが夜通し観察」

「そんな状態で眠れるか！　そもそも夜通しって、おまえは眠らないつもりか。おまえには女官の仕事もあるだろうが」

「そうでした……」

「──その点なら問題なくってよ」

　鮮あざやかな声音に振り向けば、カトリーネが口元に扇を添えて不敵に微笑んでいた。まだ顔色は悪く、肩を女官長に支えさせてはいるが、ほぼ復活している。

「カトリーネ様、もう具合はよろしいんですか？」

「あたくしとしたことがみっともないところを見せてしまったわね」

　とそこまで言いかけて、はっと顔色を変え、上半身ごと視線を横へ逃がした。

「アルマ、画帳を早く閉じなさい！」

「はっ、すいません！」

「……アルマの絵は見たら死ぬ呪のろいの絵か？」

　ハインが呆れきった顔でまた焼菓子をぽしりとかじる。

　アルマが画帳を閉じてテーブルの上に置くと、カトリーネはおそるおそるといった様子でようやく顔を向けてきた。

　その菫色の双眸にいつになく真剣な光を宿して、言う。

「一度しか言わないからよく聞きなさい。アルマ──あなたを、クビにするわ」
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〈翡ひ翠すいの宮みや〉の廊ろう下かを、アルマはお仕着せの裾すそを翻ひるがえす勢いで爆走していた。

　ぎょっと振り向く侍じ従じゆうたちの横を駆かけ抜け、主あるじの部屋の扉とびらの前でいったん停止する。

　入室の許可を得て扉をくぐり、控ひかえの間を通って寝しん室しつに入ると、姿見の前でハインが黒い上着の襟えりを整えていた。

「おはようございます！　って、おひとりで着替えちゃったんですか!?」

「ああ、おはよう。身み支じ度たくは昔から一人でやっているが。何か不服があるか？」

「ありますよ！　お召めし替えのお手伝いをしたかったのに」

　アルマは新しい主人に猛もう然ぜんと抗こう議ぎした。

　昨日、カトリーネは突然アルマをクビにすると宣言した後、こう付け加えた。

『アルマ、あなたは一時的にハインの侍じ女じよにおなりなさい』

　侍女になれば、ハインと一緒にいる時間をより多く作れるはずだ、というのだ。

『ハインの身の回りの世話をしていれば、ハインの容よう貌ぼうはもちろんのこと、衣服の色や材質やデザインもずっと覚えやすくなるわ。とにかく、何としてでもハインの肖しよう像ぞう画がを描きなさい。このあたくしのためにもね』

　その後、カトリーネは〈翡翠の宮〉の侍従長を呼びつけて話をつけてしまった。

　なかなかの良案だと思えたが、去さり際ぎわの侍従長の表情が引っかかった。まるで、我が子を人ひと質じちに取られたかのような思い詰つめた顔をしていたのだ。

「仕事が減ったぶん記憶する時間が増えてよかったじゃないか」

　ハインは袖口の飾り留めを調整しながら言った。

「そんなことないです。身の回りのお世話をさせていただきながら、一つ一つの動作に合わせて覚えていった方が暗記はしやすいんですから」

　たとえば髪に櫛くしを入れることで、髪の色や髪質、髪型を。

　手袋を塡はめることで、指や爪つめのかたちや肌の色を。

　首飾りをかけることで、首の太さや小さなほくろの位置や美しい鎖さ骨こつのラインを。

　あくまでカトリーネについてだが、そうやって身の回りのお世話と自然に関連づけられたおかげで容姿が記憶に残せたと思うのだ。

「そうか。だったら、次からはもっと早く起きて来るんだな」

「うう、その点は猛もう烈れつに反省してます……」

　遅くまでハインの絵を描いていたのだとは言えなかった。言えば、絵を見せろと言われるに決まっており、見せたら花冠契約を取り消されかねない出来だった。

「ところで、今日も黒ですか？」

　ハインの上着をちらりと見る。もう三日も黒い衣装が続いている。

「ああ。黒が好きなんだ」

　こう答えておけば深く追つい及きゆうしてこないだろう、という意い図とが透すけて見える返答だ。

（黒といえば、喪も服ふくの色よね。誰かの喪に服してらっしゃる？）

　真っ先に思いつくのはハインの亡なき母だ。訊ねるまでもないだろう。

　アルマはしばし思案を巡めぐらせると、よし、と気合いを入れて切り出した。

「わたしは、ハイン様には白がお似合いだと思います」

「それがどうした」

「なので、間を取って灰はい色いろにしませんか？」

「……はあ？」

「少々お待ちを！」

　アルマは言うが早いか部屋を飛び出した。

　隣となりの衣装部屋の扉をばんと開け放つ。衣装部屋に納おさめられている衣服や小物はカトリーネに比べて異常に少なく、色、意い匠しようとも昨夜のうちに覚えてしまった。

　目当ての一ひと揃そろいを引っつかみ、寝室にいるハインのもとまで駆け戻り、寝しん台だいの上にばーんと広げてみせる。

「今日は、こちらをお召しになるといいと思います！」

「おまえの意見に合わせて着替え直せと？　何の意味がある？」

　出会ったばかりの頃のような冷たい視線を向けられて、アルマはうっと怯ひるんだ。

　だが、彼の臨時侍女としても、ここで引き下がるわけにはいかない。

「ハイン様は今日、バルマー伯爵にお会いになるんですよね？」

「そうだが、なぜそれをおまえが知っている？」

「女官仲間から聞いたんです。諜ちよう報ほう能のう力りよくに長たけ……もとい、情報通の女官がいまして」

「いま問題発言を聞いた気がするが、聞かなかったことにしてやる。で、バルマー卿きように会うことと僕の服が何の関係がある？」

「バルマー伯爵には危き篤とくの母君がいらっしゃると聞いています。その、喪服のような格好で会いに行かれれば、伯爵を刺し激げきすることになるのではないかと思いまして」

「ほう……？」

　ハインは片かた眉まゆを感心したように上げた。

「あと、黒以外をお召しになった姿も見てみたいですし！」

「それを口に出さなければ感心できたのだがな……わかった。そういうことなら着替えよう。手伝いたければ手伝え」

　アルマは嬉き々きとしてハインに駆け寄り、背中側に回って上着を脱がせた。

　さらに直着ベストを脱がせると、続いて前に回って膝ひざをつき、腰こし布ぬのを緩ゆるめる。脚衣に手を掛けたところで、両手首をがしっと強く摑つかまれた。

「……そこはいい」

「でも、下も穿はき替えませんと」

「穿き替える。穿はき替えるが、自分でやる」

「そうですか。では──どうぞ！」

　アルマは両手を膝の上に下ろし、ハインを見上げた。

　ハインは、なぜわからないんだ、と言いたげな顔で見下ろしている。

「……部屋を出ていくか、後ろを向いていてほしいんだが」

「でも、お姿を目に焼きつけないと」

「何を焼きつける気だ!?　いいからあっちを向いていろ！」

「それでは侍女になった意味が……！」

「ああくそ、面倒くさいやつめ！」

「──ひゃあああああっ!?」

　丸太のように担かつぎ上げられたアルマは、控えの間に放り出された。





[image: ]






　ハインが朝ちよう餐さんのために部屋を出ていくと、アルマはさっそく掃除に取りかかった。

　窓を開け放って空気を入れ換え、寝具を整え、洗せん濯たく物ものは籠かごに突っ込む。床は汚れていなかったので掃はき掃除はそこそこにして、拭ふき掃除に力を入れる。

　部屋を見れば主あるじの性格がわかるというが、ハインの部屋は殺風景で、難しい書物は多いが贅ぜい沢たく品、嗜し好こう品の類はない。侍従の話では食事もほとんどとらないらしい。

（また毒を盛られるのを警けい戒かいして、食事は城下ですませてたっておっしゃってたっけ。そりゃあ夜型の生活になっちゃうわよね）

　とはいえ、現在は王子としての政務があり、生活も朝型に変えている。晩ばん餐さん会などへ招待されることも増えれば、いままでどおりの暮らしは送れないだろう。

（それも全部、わたしに出会ったせいなのよね……）

　そこまで考えたところではたと気づき、首を横にぶんぶんと振った。

「って、わたしまで暗くなってどうするの！　ハイン様なら大丈夫よ、きっと！」

　わざと声に出して叫んでみると、本当にそんなふうに思えてくるから不思議だ。

「それに、長い目で見れば王子様らしく振る舞いはじめたのはいいことよね。夜型の生活は精神にも肉体にもよくないし」

「そのとおりですね。私もまったく同意見ですわ」

　突然独り言に参加してきた声に、アルマはぎょっとして振り向いた。

　気がつくと、開いた扉の前にお仕着せ姿の人物が立っていた。

　細身の長身で、丁てい寧ねいに編み込んでひっつめにした金茶色の髪は上品で、お仕着せなんかを着せておくのがもったいないほどの美人だった。

（こ、これは夢にまで見た、あの部門の！）

　アルマが衝しよう撃げきのあまり目を見開いて茫ぼう然ぜんとしていると、麗れい人じんは艶つやのある眼差しを細めてにこりと柔にゆう和わな笑みを浮かべ、胸元に手を添そえた。

「第一王子が夜遊びしているなんて、国民にばれていたら暴動が起きていたかもしれません。脱だつ却きやくできて本当によかったと、私もそう思いますわ」

　いつからアルマの独り言を聞いていたのだろう。

　とても気になったが、それよりも何よりも、訊きかなければならないことがあった。

「お訊たずねしたいことが三つほどあるのですが、よろしいでしょうか？」

「どこから聞いていたかですか？　『ハイン様なら大丈夫よ』のあたりからですわ」

「いえ、そこはわりとどうでもいいんですが」

「……そうですか。私に答えられることでしたら、何なりと」

　麗人は少し拍ひよう子し抜けした様子だったが、辛かろうじて笑みは崩くずさなかった。

　その胸に添えられた骨張った手を見つめながら、アルマは切り出した。

「一つ。ディードリヒ殿下ともあろう御お方かたがなぜ女装をなさっているんですか？」

「…………!?」

　麗人の微笑みに、びしり、と亀き裂れつが走った。ように見えた。

　そのままくずおれるかと思われたが、なんとか持ち直したらしく、麗人は背筋を伸ばして、ほほほ、と多少わざとらしいが女性っぽい笑い声をあげてみせた。

「いきなり何をおっしゃるのかしら。私はどこからどう見ても女性……」

「男性か女性かは骨格を見ればわかります。これでも画家見習いでしたので──二つめ。なぜそんなに女装が手慣れてらっしゃるんですか？　足音を立てない歩き方まで極きわめているなんて、相当なことだと思いますよ、殿下？」

「で、ですから私はディードリヒ殿下などではないと……」

「三つ。眼鏡めがねは外はずさない方がよろしかったんじゃないですか？　さきほどから殿下が話しかけておられる相手はわたしではありません。燭しよく台だいです」

「……………………」

　女装の麗人こと第二王子ディードリヒは脱力してその場に膝を折った。

　磨みがいたばかりの床に両手をつき、がっくりと項うな垂だれる。

「こんなに簡単に見破られるなんて。誰にもばれたことがなかったのに……！」

「一度お会いしてますし。それにばれていなかったのではなくて、みんな気づいていても言わなかっただけだと思いますよ？」

「くっ、何たることだ。そうとは知らず、調子に乗って変装しまくっていたなんて！」

　心底悔くやしそうに床を拳こぶしで何度も叩たたく。そんなに頻ひん繁ぱんに女装をしていたのか。

「きっと、殿下がとても楽しそうでらしたので言うに言えなかったのでしょう。殿下を慮おもんぱかってのことだと思います」

「だが、ばれていたのならそう言ってくれれば……！」

「おやめになったのですか？」

「さらなる研けん鑽さんを積んだのに……！」

「おやめになるおつもりはまったくないんですね。素す晴ばらしいことです」

　アルマがうんうんと頷いていると、ディードリヒは驚いたように顔を上げた。

「素晴らしいだと？　あなたは呆あきれていないのか？　一国の王子が心労ストレス発はつ散さんのためとはいえ女装に興きようじているというのに」

「一国の王子が夜遊びに興じている現実を見ていますので、女装程度ではなんとも」

　王子の表情がぱあっと明るくなった。煉れん獄ごくで救いの神にでも出くわしたかのように目を見開き、頰ほおを染め、アルマの両手を取って握にぎりしめる。

「あなたはなんて心の広い女性なんだ！　まさに理想の淑しゆく女じよだ……！」

　王宮に来て三カ月、淑女扱あつかいをされたのは初めてだ。

　理想の、という形容詞までついたのは人生で初である。

「もったいないお言葉、恐れ多うございます。わたしの方こそ、いままでのご無礼をお詫わびしなければなりません」

「いままでのご無礼？」

「見る目のなかった自分を恥はずかしく思います。ディードリヒ殿下こそ幻まぼろしの部門、女装部門の頂点に輝くにふさわしい御方です！」

「……あなたが何を言っているのか理解できないのは、私が不勉強だからだろうか」

「きっとそうです。芸術の道は長く険けわしいものですから」

　ディードリヒは腑ふに落ちない顔になったが、同時に冷静さも取り戻したようだった。

　ようやくアルマの手を離して立ち上がると、懐ふところから眼鏡を取り出して鼻び梁りようの上に掛けた。一応所持してはいたらしい。

「当初の目的を忘れるところだった。クラウス嬢じよう、実はあなたに話があるんだ」

「わたしのことはアルマとお呼びください。それで、何のお話でしょうか」

　正直に言って、油断していた。

　珍ちん妙みようなやりとりですっかり緊きん張ちよう感かんが緩んでいたのだ。

「アルマ、あなたにお願いがある。兄上の花冠を辞やめて、私の花冠になってほしい」

　だから突然予想外の申し出をされて、アルマは石像のように固まってしまった。







　目の前で起きたことを受け止めるために、数度、瞬まばたきをする。

　ディードリヒは真しん摯しだがどこか冷れい徹てつな眼まな差ざしでこちらを見つめている。冗じよう談だんで言ったわけではないことは一目でわかった。

（そういえば、神かみ懸がかりって普通、国王か王太子が花冠画家にするものなのよね）

　ハインが長らく幽霊生活をしていたため、ディードリヒが次期国王と目され、王太子として振る舞ってきた。神懸かりが現れたとなれば、当然、ディードリヒか国王が召し抱かかえるべきだと考える廷臣も多いだろう。

　加えて、彼にはヘルムート、ゲルトハルト公こう爵しやく家けという後ろ盾だてがある。彼がこういう申し出をしてくるだろうことは、予想しておくべきだったかもしれない。

　全身に緊張が走るのを感じながら、アルマは顔を上げてきっぱりと答えた。

「お断りさせていただきます」

「ならよかった」

「殿下のお気持ちは大変嬉うれし……えええっ、諦あきらめるの早い!?」

　あまりにも早すぎる撤てつ退たいに、アルマの方が面食らってしまった。

　ユグドリスに伝わる故こ事じに、七代国王ハインリヒ三世が画家ケイラーを花冠画家にする際、三十二回断られて三十三回目にようやく首を縦に振らせたという逸いつ話わがある。

　そこまでいかないにしても、一度も食い下がられないというのは寂さみしいものがある。

「いや、周囲の者から『神懸かりを花冠にしろ』とせっつかれて、言うだけ言うと約束させられていたんだ。あなたならきっと断ってくれると信じていたけれど、万が一兄上から略りやく奪だつすることになってしまったらどうしようかと思ったよ」

「そんなにせっつかれてらしたのなら、もう少し粘ねばった方がよろしかったんじゃないですか？　わたしはてっきり、神懸かりとはかくあるべきとか、花冠画家の歴史とか、宮廷内の力関係とか、そういった難しいお話をされるものかと覚かく悟ごしたんですけど」

　気がつけばアルマの方がよほど食い下がっている。断ったのは自分なのに、逆に断られたような気分になるのはなぜだろう。

「うん、私もそういう話をするつもりで来たんだけどね。ここに来る途中でメモを落としてしまったんだ」

「メモ、ですか？」

「昔から長くて難しいせりふはどうも苦手で。人前で発言するときはいつもこう、袖そで口ぐちからメモを覗のぞかせて盗み見しながら話しているんだ」

　アルマのお披ひ露ろ目めのとき、やたらと袖口を気にしていたのはそのためか。

「ああ、勘かん違ちがいしないでほしい。いつもメモを見ながら話しているわけではないよ？　横から伯お父じ上うえがせりふを囁ささやいてくれることもあるし」

「そちらの方が問題です……」

　王子に寄り添い、ぼそぼそとせりふを囁いて教えているヘルムートの姿を想像する。

　ふと「囁き公爵」という言葉を思いついてしまい、必死に頭から追い払う。

「ところで、なぜわたしが断ると思ってらしたんですか？」

「ああ、それはあなたが面食いだと聞いていたから、兄上の方がいいだろうなと思って」

「なっ、誰がそんな失礼なことを！　わたしは面食いではありませんよ！」

「そうなのか？」

　猜さい疑ぎに染まった眼差しを向けられて、「そうです！」と強調する。

「わたしが美しいものに惹ひかれるのはあくまで画家としてです。そもそも何を『美しい』と思うかは個人によって差があります。わたしが求める『美』は大多数の人が感じる『美』だけでなく、少数派意見の『美』も──」

「その話、長くなりそうだね」

　アルマははっと我われに返った。思わず熱弁を振るいそうになってしまった。

「すいません。わたし、美に関してはちょっと我を忘れるところがありまして」

「そのようだね。兄上の花冠がこんなに愉ゆ快かいな人だとは思わなかった」

　愉快というのは褒ほめ言葉なのか気になったが、深く追及しないことにする。

「今日は話ができてよかったよ」

「わたしもです。ハイン様には味方がいないんじゃないかって心配だったんです。殿下がハイン様のことを嫌きらっているわけではないとわかってほっとしました」

「嫌うなんてとんでもない。私が今日までまともに公務を行えたのも、陰かげで兄上が助けてくれたおかげだ。正直、兄上が王位を継ついでくれればいいと思っているくらいで……」

　アルマが目を丸くすると、ディードリヒは「あっ」と口元を押さえた。

「いま言ったことはどうか内密に。伯父上に怒られてしまう」

「わかりました。内密に、ですね」

　彼には彼の苦労があるようだ。押しの強そうな伯父や廷てい臣しんたちに進言されながら王太子として振る舞うのはさぞや大変だろう。心労も増えそうだ。

（そりゃ女装に走りたくもなる……かしら？）

「ああ、そうだ。おかしな話をしてしまったお詫びといってはなんだが、ミラルダ宮を案内して差し上げよう」

「ミラルダ宮、ですか？」

　ミラルダというのは美の女神の名だ。そんな名の宮殿が城内にあっただろうか。

　ディードリヒは少し兄に似た、悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべてみせる。

「聞いたことないかな。王家秘蔵の絵かい画が蒐集物コレクシヨンが保管されている絵画館だ。歴代宮廷画家の名画の数々、観みてみたくはないか？」

「観たいですっ！」

　アルマはその申し出には一も二もなく飛びついた。
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　正しい貴公子の衣装に着替えたディードリヒに案内されて、アルマは美の神の名を冠した宮殿に足を踏ふみ入れた。

　城内には至る所に宮廷画家や著名な画家の絵画が飾られているが、展示しきれない作品は無数にある。それらを飾るために建てられたのがミラルダ宮だという。

　外観は石造りの地味な建物だが、中に一歩足を踏み入れると白い壁かべや高い天てん井じように、色いろ鮮あざやかな名画を納めた額がく縁ぶちが掛けられている。

　画家見習いとしては夢のような光景に、アルマは両手を組み合わせて目を輝かせた。

「ゆっくり観ていい、と言いたいところだが、お互いにあまり時間はなさそうだ」

「ありがとうございます！　しっかり目に焼きつけて脳内で繰くり返し鑑かん賞しようします！」

「そう焦あせらなくとも、またこっそり連れてきてあげるから」

「内ない緒しよでですか？」

「内緒で」

　ディードリヒは悪戯っぽく唇くちびるに人差し指を押し当てて笑った。

　アルマも仕草を真似して笑い返すと、手近の絵画から鑑賞しはじめた。

　絵画は大きく分けて三種類あった。

　創世神話の場面や神々を描えがいた宗教画。ユグドリスや周辺国で実際に起きた出来事を描いた歴史画。そして、ユグドリスの王侯貴族の肖像画だ。

　人類で初めて油彩画を描いたと言われる宮廷画家アロイスの歴史画に、生前は宮廷画家になれず死後に評価された非ひ業ごうの画家バウマンの宗教画。ぼかし技法に優すぐれ、美しい肌の表現で世の貴婦人から依頼が殺到したと言われるチェリウスの肖像画。

　どれも一般には公開されていない王家秘蔵の名画ばかりだ。

（うう、一年くらい籠ろう城じようしてじっくりたっぷり鑑賞したい！）

　だが生憎と時間がないので泣く泣く数分で切り上げて、次の絵の鑑賞に入る。

　そうやって次の絵、また次の絵と移動していき、とある絵の前で止まったときだった。

　全身を、痺しびれるような怖おぞ気けが駆け抜けていったのは。

「────っ!?」

　感動したわけではない。興奮でもなければ陶とう酔すいでもない。

　圧倒的な絵の力が、アルマの心を乱暴に鷲わしづかみにした。それも、握りつぶすような強さで摑んで、離さない。

（何なの、これ……）

　ひどい息苦しさを覚えて、お仕着せの胸元を握りしめた。それでも苦しさは和やわらぐどころか増すばかりだ。なのに、目を離すことができない。

　アルマはその絵をおそるおそる観察する。

　黒一色で塗り潰つぶした背景に、現国王テオドシウスの胸きよう像ぞうが描かれている。宝石をちりばめた王冠に王の権威を示す赤いマント、金の王おう笏しやく。巧たくみな筆ひつ致ちに印象的な色使い、自然な陰いん影えいなど文もん句くなしの名画だ。だが何かがおかしい。

　違い和わ感かんの正体がわからないまま、アルマは作者のサインを探した。

（ええと、作者の名前は、エー……エーファルト？）

　姓せいはイニシャルしか書かれていないが、あのエーファルト・デュムラーの作で間違いないだろう。画風に覚えがある。

「それはエーファルトが今年の初めに完成させた絵だよ」

　アルマが絵を気に入ったと勘違いしたらしく、ディードリヒが説明した。

「父上もとても気に入っているんだが、エーファルトが『人目につかないところに飾ってほしい』と言うから、しかたなくここに飾っているそうだ。こんなによくできているのに、本人は納なつ得とくがいかない出来ってことなのか。画家が考えることはわからないな」

　苦笑を浮かべて語っているあたり、この絵を見ても何も感じていないようだ。

（ディードリヒ殿下はおかしいとは思わないの？　こんなに恐ろしい絵なのに）

　それともおかしいのは自分の方なのだろうか。だんだん不安になってきた。

「この絵は対ついになっていてね。もう一枚、同じ大きさのカンバスに伯父上を描いたものがあるんだ……ああ、あれだよ」

　そう言って指差す先にあったヘルムートの肖像画を見て、アルマは息を吞のんだ。

　公爵は青を基調とした衣装に毛皮のマントを合わせている。背景色は黒だ。カンバスの大きさも同じで、王の肖像画と対になっているのだとわかる。別の意味でも。

（この絵もだわ。見ていて苦しくなってくる……本当に、どうして？）

　圧倒的な絵の力が押し寄せてきて、またアルマの呼吸を乱みだしてくる。

「アルマ、どうしたんだ？　顔色が悪いじゃないか」

「だ、大丈夫です。ちょっと圧倒されてしまって……」

　それに、この絵にはどこか既き視し感かんがある。以前にもこんな感じの恐ろしい絵を見たことがある気がするのだ。

（たぶん王宮に来る前……画家修しゆ業ぎよう時代に）

　古い記憶を掘り起こしていると、外の方から鐘かねの音が響ひびいてきた。正午を知らせる鐘だ。

　ディードリヒがアルマの肩にやんわりと触ふれた。

「時間だ。そろそろ戻ろう。名残なごり惜おしいのはわかるが、また連れてきてあげるから」

「……はい」

　アルマは最後にもう一度国王の肖像画と宰さい相しようの肖像画を見やってから、ディードリヒに促うながされるままにミラルダ宮を後にした。

　そして、出入り口の前で待ち構かまえていた人物の姿を見て、ぎょっとした。

「ディードリヒ殿下。勝手にミラルダ宮の鍵かぎを持ち出されては困りますな」

「申し訳ありません、伯父上……」

　ヘルムートが無言で手を差し出してくる。有無を言わせぬ迫力があった。

　ディードリヒが渋しぶ々しぶ鍵を渡すと、ヘルムートは懐にしまい、それから初めてアルマの存在に気づいたように目を向けてくる。

　毒どく蛇じやのような眼差しに射いすくめられ、息を吞む。

　アルマはディードリヒがヘルムートの指示で花冠画家に誘さそってきたことを思い出した。一緒にいることで、あらぬ誤解をされてはかなわない。

「ディードリヒ殿下、貴重な絵画を見せていただいてありがとうございました。ハインリヒ殿下の花冠画家になれるよう、頑がん張ばります！」

　暗に、ディードリヒの申し出を断ったことを匂におわせて、頭を下げる。

　ヘルムートはその大きな鷲わし鼻ばなをふんと鳴らすと、

「昼ちゆう餐さんの後は市し井せいの視察の予定が入っております。遅れませぬよう」

　と念を押して踵きびすを返し、正殿の方へ去っていった。

「……伯父上には気をつけて」

　ディードリヒは伯父の後ろ姿を見つめながら、強こわ張ばった声で言った。

「あなたが私の花冠にならないとわかった以上、伯父は全力であなたと、兄上を潰しにかかるだろう。できるかぎり伯父を諫いさめようと思うが、期待はしないでいてくれ。あなたが無事に試練を切り抜けてくれることを願っているよ」

　アルマは神しん妙みように頷いてみせた。何はともあれハインの肖像画を描かなければ話ははじまらない。他人が描いた絵を気にしている余裕なんてないのだ。
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　夜になっても、ハインは部屋に戻ってこなかった。

　晩餐を終えてすぐに執しつ務む室しつに閉じこもってしまったらしい。仕事量が多いのかそれとも難しいのか、はたまた不慣れなだけかはわからないが、だいぶ苦戦しているようだ。

（苦戦しているのはわたしもだけど）

　昼食後、〈翡翠の宮〉内に用意されたアトリエにこもって肖像画の下絵を描きはじめてみたのだが、ハインの姿を思い浮かべようとするたびミラルダ宮で見た肖像画が脳裏に蘇ってしまって、まったく集中できなかった。もちろん出来も散さん々ざんだ。

（まだまだ観察が足りないんだわ。もっとこう、しっかりばっちりねっとりと、ハイン様のお姿を目に焼きつけないと！）

　アルマは諸もろ々もろの準備を整えると、意を決してハインの執務室に向かった。

「ハイン様、アルマです。少しよろしいでしょうか？」

　声を掛けると、「ああ」と上の空な返事があった。少し迷いつつ、中に入る。

　窓際に置かれた執務机の前に、椅子に腰掛けたハインの後ろ姿があった。机の上は大量の書類が散乱し、分ぶ厚あつい書物がいくつも積み重ねられていていまにも崩れそうだ。

「何か用か？」

　ハインが振り向かずに言った。その間にも手はよどみなく羽根ペンを動かしており、声には疲労が色いろ濃こく滲にじんでいる。

「お疲れなんじゃないかと思いまして。湯ゆ浴あみなどされてはいかがでしょう？」

「湯浴みか……考えておく」

「あの、実はもう準備ができてるんです。勝手にすいません」

　羽根ペンの動きが止まった。ハインが緩かん慢まんな動作で振り返る。

　怒られると思ってアルマは身をすくめたが、返ってきたのは怒ど声せいではなく嘆たん息そくだった。

「少しは気が紛まぎれるか……わかった、湯浴みにしよう」

　ハインは羽根ペンの先を端布はぎれで拭ぬぐってペン立てに突っ込むと、インク瓶びんの蓋ふたを閉めて立ち上がった。ふらりと力のない足取りで部屋を出ていくさまは亡ぼう霊れいのようだ。

（別の意味で幽霊王子になっちゃってるわ……）

　扉が音を立てて閉まったとき、執務机の上に乗っていた書類の一枚が、扉が起こした微び風ふうに吹かれてふわりと舞った。

　慌あわてて手を伸ばしたが摑みそこね、床に落ちてしまった。

「何を書いてたのかしら……手紙？」

　拾い上げた拍子に文面が目に入り、思わず首を傾かしげる。

『緋ひ色いろの愛は旅立ちを約束されていた。招き入れた黒い山や羊ぎを探せ。鳥とり籠かごの鍵は外してある。女王蜂にはまだ触れるな。働き蜂はまだ飛び回っている』

　筆跡は流りゆう麗れいだが、意味がわからない。詩の一種だろうか。

「ハイン様って、詩の才能はなかったのね」

　愛する者への思いを詩にしたためて贈おくるのはよくあることだが、それにしても情じよう緒ちよがない。こんな恋文を送られても乙女おとめの心の窓は開かないのではないだろうか。

「え？　待って。恋文？　……まっ、ままままさかっ！」

　ハインに恋人がいる？　考えたこともなかった。

　しかし考えてみたら、彼は毎晩のように王宮を抜け出していたのだ。外に恋人の一人や二人、作っていたとしてもなんら不思議ではない。

（だとしたらどうしよう!?　って、どうしようも何も、わたしがどうにかすることなんて何一つないんだけど!?）

　自分が混乱していることに気づいて、なぜ混乱しているのかわからなくてさらに混乱する。視界が回りそうになり、自分の頰を打って戒いましめる。

「お、落ち着きなさいアルマ。混乱してる場合じゃないでしょ。だいたいこんな、人の手紙を盗み見るなんてよくないわ」

　必死に言い聞かせていると、だんだんと混乱が収まってきた。

　一つ深呼吸をすると、拾った手紙を机の上にびたん、と叩きつける。

「こんなものに気を取られている場合じゃないわ。いまはそれどころじゃないの！」

　机に背を向け、毅き然ぜんと顔を上げて扉を見つめる。

「ハイン様が湯浴みを………………絶対見たい！」

　人に聞かれたら不ふ審しんな目を向けられそうなことを呟いて、アルマは拳を握りしめた。







「ハイン様、お湯加減はいかがですか？」

「アルマっ!?」

　悲鳴じみた声が浴室にこだまする中、アルマは白い湯ゆ気げを肩で搔かき分けるようにして、濡ぬれた大理石の床を進軍していった。薔ば薇らの香りがする湯気で白く曇くもった視界の向こうに薄うすぼんやりと浴よく槽そうが見え、同じくぼやけた人影が慌てた様子で縁に足を掛ける。

「馬ば鹿か、来るな！　何しに来た!?」

「何って、お背中をお流ししに来たに決まってるじゃないですか」

　アルマが浴槽の手前まで辿たどりつくより早く、ばっしゃーん！　と盛大な水しぶきが上がって、水滴がいくつか頰にかかった。

　見れば、大きい大理石の浴槽の中に、ハインがひっくり返った格好で沈しずんでいる。

　水面を埋うめ尽くすように薔薇の花びらが浮かんでおり、いくつかはハインの髪や頰や首筋、臑すねや脹脛ふくらはぎなどに貼りついていた。湯で温められた肌を上気させ、水滴の通った跡あとを幾いく筋すじも走らせている姿は男性ながら非常に艶なまめかしかったが、当の本人は妖よう艶えんとはほど遠い引きつった表情を浮かべている。

　そんなハインの姿をアルマはうっとりと眺ながめて、両手の指を組む──には手に持った香油の瓶と乾燥ヘチマが邪じや魔まだったので、それらを顔の前で押し合わせた。
















「わたしの目に狂くるいはありませんでした。やはり美しい方には薔薇風呂がよく似合いますよね。濡れた金髪と上気した肌、そして赤い薔薇の花びらの対比が……」

「……こいつ、これがなければな……」

　ハインはげんなりとぼやくと、肩に付着していた花びらを剝はがして湯に落とした。

「勝手に似合ってることにするな。こんな女みたいな風呂に入れるやつがあるか」

「でも、カトリーネ様は喜んでくださいましたよ？」

「だからカトリーネは女だろうがっ！　てっきり処しよ女じよの生き血風呂にでも入っているのかと思っていたが……」

　ぶつぶつと物ぶつ騒そうなことを呟き、じろりと睨にらみつけてくる。

「で、いつまでそこにいる気だ？　とっとと出ていけ」

「ですから、お背中をお流ししようと」

「いらん！　身の回りのことは自分でできると言っただろうが！」

「それをさせてくれるともおっしゃってたじゃないですか！」

「身支度限定の話だ馬鹿！」

　今度こそ怒声を食らって、アルマはしょんぼりと肩を落とした。だがすぐに気を取り直すと、握りしめた香油の瓶と乾燥ヘチマを前へ突き出した。

「わかりました。では……どうぞ！」

「……またその反応か。勝手にやるから出ていけと言っているのがわからんのか」

「でも、それでは目に焼きつけられませんし」

「何を焼きつける気だ!?　おまえは男の裸はだかを見て恥ずかしいとは思わないのか？」

「ヌードデッサンは基本ですよ？　いまさら裸を見たってなんとも思いません」

　画家修業時代に、老ろう若にやく男なん女によ問わず裸ら体たいを数えきれないほど素そ描びようしている。

　神懸かりのせいで描いているときの記憶はないが、裸ごときで恥じらっていては画家どころか画家志望すら務つとまらない。

「……そうか」

　ハインはなぜか残念そうに嘆息し、頰にへばりついた花弁を剝がして指先で弾はじいた。

「おまえは見慣れているかもしれないが、僕は見られることに慣れていない」

「大丈夫です、そのうち慣れますよ」

「慣れてたまるか！　くそ、ここまで言っても察してくれんとは……僕は見られたくないと言っているんだ！　僕にだって羞しゆう恥ち心しんはある！　いいかげん気づけ！」

　ようやく合が点てんがいって、アルマは、ぽん、と香油瓶で乾燥ヘチマを叩いた。

「ああ、そういうことですか。それなら大丈夫ですよ。ハイン様には人前に出して恥ずかしいところなんて何一つありません。わたしが保ほ証しようします」

「ないわけあるか！　おまえは僕を何だと思ってるんだ！」

「自信を持ってください。気になさらなくても、そこは個性が出るところですから」

「どこの話をしている!?　──っつ！」

　水面を埋めつくす花びらをこっそり払おうとした瞬間、がしっと手首を摑まれた。紫むらさき色いろの薔薇が描かれた手が、痛いくらいの強さでアルマの手を拘こう束そくする。

「……おまえはどさくさに紛れて何をしようとしている」

「見ようと」

「するな！　だいたいおまえが描くのは肖像画だろうが。裸を見たがるんじゃない！」

「ですからさっきヌードデッサンは人物画の基本だと……」

「肖像画なら胸から上だけで充分だろうが！」

「だから胸を見ようとしてるんじゃないですか！」

　アルマは負けじと身を乗り出してもう一方の手を伸ばし、水面の花びらを払おうとした。またもやすんでのところでその手も搦からめ捕とられる。前のめりの格好で両手を捕らえられ、アルマはバランスを崩した。

「だからやめろと言って──」

　あ、と思ったときには遅かった。

　今日一番大きな水しぶきとともに、アルマは浴槽の中に真っ逆さまに転げ落ちた。
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　ぱち、と音を立てて薪まき火びが爆はぜる。

　暖炉の前では、洗濯ロープに吊つるされた女官のお仕着せが、ぽたぽたと絞しぼりきれなかった水滴を落としている。

　部屋の奥からはハインが濡れた髪を拭う衣きぬ擦ずれの音が響いていた。

「二度とあんな真ま似ねはするな。わかったな？」

「はい……」

「それとドゲーザはやめろ。見ていて居いたたまれん」

「すいません……」

　アルマは、くちゅん、とくしゃみをして突っ伏していた顔を上げ、緩みかけた毛布の前をしっかりと摑んで合わせた。

　毛布の下は裸だ。下着はお仕着せの中に隠かくすようにして干してある。

　脱ぐときはハインには部屋を出てもらったが、こんな格好で他人の部屋にいると思うと恥ずかしくて情けなくて泣きそうだ。

「まったく。まだ初日だぞ？　はりきりすぎじゃないのか。それも斜め上の方向に」

「そ、そうでしょうか」

　衣擦れの音がやんだ。気配がゆっくりと近づいてきて、アルマの顔を覗き込んでくる。ふわりと薔薇の香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「何かあったな？　何を隠している。洗いざらい吐はけ」

「……あの、ディードリヒ殿下にお会いしまして」

　と、アルマは白状した。ハインが眉根を寄せて厳しい顔つきになる。

「じゃあ見たのか、あれを」

「あれっていうのは女装のことですか？　とってもお似合いでしたけれど」

「……まあ、いいか。それで、あいつに何か言われたのか？」

　第二王子が女装して登場したところから、彼が伯父の指示でアルマを花冠画家に誘ってきたところまで、もちろん内密にと言われたところは伏せて説明する。

　ハインは「そうか」と難しい顔をして顎あごをさすった。

「おまえには悪いことをしたかもしれないな。僕が無理やり契約させなければ、ディードの花冠になれただろうに。王太子の花冠と幽霊王子の花冠では雲うん泥でいの差だ」

「でも、ハイン様はわたしを公爵に近づけたくないって……」

「確かにそうだが、ヘルムートは悪政を敷しいているわけでもなければ私欲を肥こやしているわけでもないんだ。あいつの権力が強くなりすぎているからおまえをディードの花冠にしたくないというのは、僕とカトリーネの我わが儘ままだったかもしれない」

　揺らめく炎ほのおが照らす横顔がどこか寂しそうで、アルマは強くかぶりを振った。

「それでも、わたしはハイン様の花冠画家がいいです」

「なぜだ？　ヘルムートのことさえなければ、ディードの方が条件がいいだろう。おまえがディードの方に乗り換えたとしても僕はなんとも思わんぞ」

　アルマは軽く失望した。自分で「友人」と言っておきながら、彼はその友人の気持ちがまるでわかっていない。

「条件なんて関係ありません。わたしがいま一番描きたい人はハイン様、あなたです。初めて出会ったときからずっと。その気持ちは変わっていません」

「それは僕を幽霊だと思っていたからだろう。いまは関係ないはずだ」

「最初はそうでした。でもハイン様と何度もお会いして、ハイン様の人となりを知れば知るほど、この人を描きたいっていう気持ちが強くなっていったんです」

「人となり？」

　はい、とアルマはまっすぐに見つめて頷いてみせた。

「つれないそぶりをなさって、誰にも興味がないふりをして本当はみんなのことを心配されている。優しさを隠している方なんだと思いました。ディードリヒ殿下のことだって、ずっと陰で支えながら見守ってらしたんでしょう？」

「……優しくなどない」

「またそんなことをおっしゃって。照れてらっしゃるんでしたら……」

「やめろ！　二度と僕をそんなふうに評価するな！」

　アルマは驚いてハインを見上げた。

　ただの照れ隠しではすまない強い拒きよ絶ぜつに、言葉を失う。

「……悪い」

　ややあって我に返ると、ハインは長なが椅い子すから離れていき、寝台の端に腰を下ろした。

「ハイン様？」

「優しくなどない。優しければ……母上を死なせずにすんだ」

　そのまま、膝の上で組み合わせた手をじっと見つめて黙だまり込んでしまう。

　ハインが優しければ第一王妃は死なずにすんだ？　どういう意味だろう。

「……一つ、伺うかがってもよろしいですか？」

　返事がないのは肯こう定ていという意味だと受け取って、アルマは続けた。

「十二年前に毒を盛られたとき……オイフェミア様と何かあったのですか？」

　ずっと気になっていたのだ。

「優しい」という言葉だけでなく、ハインはいつも褒め言葉を受けるたびにぴくりと嫌そうに目元をひくつかせていた。最初はただの照れ隠しかと思ったが、どうももっと根深い理由がありそうな気がしてならない。

「……知りたければ、絵に描いてみればいい」

　ハインはようやく口を開いた。だが顔を上げない。

「僕を描きたいと言ったな？　ならば描けばいい。僕の過去を知りたいなら僕を見ながら描いてみろ。神懸かりの手が、僕の醜みにくい過去を暴あばき出してくれるだろう」

　突き放した物言いに、腹の底がかっと熱くなった。確かに、不ぶ躾しつけな質問だったかもしれない。だが、こんな言い方をしなくたっていいはずだ。

　アルマは毛布の前をしっかり摑んで立ち上がると、ハインの座る寝台へ近づいていき、彼の隣に腰を下ろした。彼の右手の甲をちらりと見ると、契約の証あかしである紫の薔薇は、描きたてのように鮮やかな花弁を晒さらしている。

「描きたくありません。無理やり描いて暴くなんてこと、ハイン様にはしたくありません。ハイン様の口から聞きたいんです」

　ぱち、と薪の爆ぜる音がした。

「話したくないのでしたら構いません。少し寂しいですけど……わたしはその薔薇に魂たましいと心を捧ささげたのに、ハイン様はわたしに心を許してくれないんですね」

　胸の奥がぞわぞわしてきた。

　ハインが画家としてのアルマの心を受けとめてくれたように、自分も彼の心を受けとめたいのに。何かに苦しんでいるなら、支えになりたいのに。

　彼自身がそれを拒こばんでいるのでは、どうしようもない。

　失礼します、と腰を浮かしかけたとき、ふと手首を摑まれた。

「……座れ」

　まったく強制力を感じない弱々しい声だったが、アルマは黙って寝台に座り直した。

「十二年前、僕と母上は紅茶に毒を盛られて倒れた。ウカンソウの毒だった」

　どこか茫ぼう洋ようとした声こわ音ねでハインは語りはじめた。

「無味無臭、おまけに解げ毒どく薬やくは作りたてでなければ効果がないので作り置きができない。材料も稀き少しようで、ユグドリス一の調薬師でも用意できたのはぎりぎり二人ぶんだった。その解毒薬を……僕は、誤って床に零こぼしてしまった」

　眼差しは虚こ空くうの一点を見つめていて、ここではない光景を眺めている。

「毒の症しよう状じようで手が震ふるえていたせいで薬皿を落としたんだ。母上はしょうがない子ね、とおっしゃって、ご自分のぶんの解毒薬を僕に飲ませてくれた。その翌日だ、母上が息を引き取ったのは。調薬師にはすぐに追加の解毒薬を作らせたが、間に合わなかった」

　当時のことを思い出してか、ハインは悲痛に顔を歪ゆがめた。

「突き返せばよかったんだ。これは母上のぶんだと言って。だが当時の僕は神しん童どうだ何だともてはやされて自惚うぬぼれていたから、自分が先に飲むのが当然だと考えた。あれは母上の薬だったのに、何のためらいもなく飲み干してしまった……」

「ハイン様……」

　そう呼びかけたものの、何と続ければいいのかわからなかった。

　親ならば自分の身より我が子を大切にするのは当然だとか、体の小さい子どもの方が毒の回りが早いから解毒を優先させるのは常識だとか、そんなわかりきったことを言ったところで何のなぐさめにもならないだろう。

「母上は息を引き取る前に『誰も恨うらまないで』とおっしゃった。その言葉の意味を、僕はすぐに理解した……犯人を憎にくんで母の仇かたきを討うとうとすれば、幼い王子などあっさり返り討ちにあうだろう。犯人を捕つかまえられない父上を憎めば、唯ゆい一いつの味方も失うことになる。母にもらった命を捨てるわけにはいかない。だから、僕は復ふく讐しゆうも犯人捜さがしも諦める代わりに……幽霊のように生きようと思ったんだ」

　母を殺されても誰も憎まない。その代わり王宮の者との関わりをできるかぎり避さけて、誰にも心を許さず、無む為いな日々を過ごすだけの存在に。

　まるで自分の存在を否定するかのような生き方だ。

　ハインは額に張りつく前髪を搔き上げて、面倒くさそうにぼやいた。

「僕は無神経な子どもだった。僕に麦粒ほどでも優しさがあれば、こんなことにはならなかったはずだ……つまらない話をしたな」

　アルマは腕うでを伸ばしてハインの胸むな倉ぐらを摑み、ぐいと引っ張ってこちらを向かせた。

「ハイン様は間違ってます。はっきり言って、馬鹿です」

「……何だと？　おまえに馬鹿呼ばわりされる覚えは」

「オイフェミア様はハイン様を過大評価なさっていたのかもしれませんね。そう言えば通じると思われたのでしょう。実際は全っ然、通じてなかったわけですけど」

　アルマはきっと顔を上げて、困こん惑わく顔がおのハインを見つめた。

「そんなご自分をないがしろにするような生き方、間違ってます。オイフェミア様が『誰も憎まないで』とおっしゃったのなら、その『誰も』にはハイン様も含まれてるはずです。なのにハイン様の生き方は、ご自分を憎んでいるみたいじゃないですか」

　ハインは目を見開いた。翡翠色の双そう眸ぼうが感情の高ぶるままに揺らめく。

「……確かに僕は自分が嫌いだ。傲おごっていた過去の自分を憎んですらいる。それが母の遺志に反しているというのなら、そうだろう。だがいまさらだ。僕は僕自身が許せない。父上も、いや国中の者が僕を許さないだろう」

「そんなことありません」

「適当なことを言うな！」

「適当なんかじゃありません！　国中の者が許さないなんてこと絶対ありません！　少なくともここに一人、あなたに非はないと確信している人間がいます！」

　ハインが息を吞むのを見つめながら、アルマは自分の胸に手を当てた。

「あなたに魂と精神を捧げたわたしが許します。当代の神懸かりが許すと言っているんだから、充分でしょう。ご自分を憎むのはもうやめてください……！」

　そこまで言いきってから息をつき、はっと我に返った。

　自分は王子に向かって何を説教じみたことを言っているのだ。しかも。

「わ、わたし、こんなときばっかり神懸かりを盾にして偉えらそうなことを……わたしなんかに許されたって嬉しくもなんともないですよね……」

　恥ずかしくて顔から湯気が出そうだ。いますぐこの世から消え去りたい。

　しばし啞あ然ぜんとこちらを見つめていた翡翠色の双眸が、ふと柔和に細められた。

「当代の神懸かりが許してくれるのか。それはまた、神に許されたようなものだな」

「で、ですからそれはちょっと大きく出すぎたというか……！」

　焦って言い訳をするアルマを見て、ハインはくすりと笑みを零こぼす。

「おまえはいつも壁をよじ登ってくるんだな」

「？　最近はよじ登ってないですけど」

「わからないならいい……借りるぞ」

　何を、と問うより早く、ハインが肩に寄りかかってきた。

　毛布越しに彼の重みが伝わり、首筋を濡れた金髪がくすぐる。

「ハイン様？」

「一度しか言わん……ありがとう」

　ハインはそれだけ言って目を閉じた。

　アルマはどうしたらいいのかわからず、かちんこちんに固まった。

　毛布一枚で接せつ触しよくしているこの状況は、ふざけて抱き寄せられたときよりも緊張する。おのずと心音が高まり、それが聞こえてしまうのではないかと気が気ではなかった。

　けれど、この距離感がそのまま心の距離を表していると思えば、心地ここちよかった。

（少しは心を許してもらえたのかしら）

　そんなことを考えながら、アルマも目を閉じた。

　ぱち、ぱち。暖炉の薪が爆ぜる音だけが、静かに響いていた。







「……信じられん。どこまで常識がないんだ。いや、ないのは警戒心か？」

　ハインは自分の肩ですーすーと寝息を立てるアルマを見下ろして、愕がく然ぜんと呟いた。

　気がつけばアルマの方がハインに寄りかかって眠っていた。

　着衣は暖炉の前に干してあるので、裸に毛布を巻いただけの格好で、だ。

　無防備にもほどがある。

「本当に嫁入り前の娘か？　カトリーネめ、護身術の前に警戒心を学ばせろ」

　ハインは重いため息をつくと、アルマの背に腕を回して慎しん重ちように横たえた。アルマは少し身じろぎしてもごもごと譫うわ言ごとを言ったものの、目は覚まさなかった。

「おまえを妻にする男は絶対苦労するぞ。未来の夫に心底同情する」

　暢のん気きな寝顔に手を伸ばし、頰にかかった髪をそっと払ってやる。

　胸にこみ上げてくる愛いとしさは、たぶん気の迷いなんかではない。

　アルマはいつも、ハインが築いた心の防壁を乗り越えてくる。

　ときに飾らない真摯な言葉で、ときに無自覚な可か愛わいらしい本ほん音ねで。

　すっかり曲がってしまったハインの心を摑まえて、正しい方向へ導いてくれる。

　もし彼女が神懸かりではなく、ただの下へ手たくそな落ちこぼれ画家だったとしても、自分はきっと彼女を花冠画家にしていただろう。

　花冠画家は王族の人生の記録係だ。

　自分の人生をその絵筆に託たくせる相手は、彼女の他には考えられない。

　ハインはアルマの前髪をそっと搔き分けると、身を屈かがめてその額に唇を落とした。

（このまま抱きしめて寝てやろうか）

　悪戯な考えが脳のう裏りをよぎったが、さすがにやめておく。

　それなりに好かれているという自信はあるが、本人に自覚はないだろう。やりすぎて身構えられるのが惜しいと思えるくらいには、いまの距離感に満足している。

　ハインは寝台のそばを離れると、暖炉の前の長椅子に横になった。
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　どこからか小さな物音が聞こえた気がして、アルマは目を覚ました。

　だが眠気には抗あらがいがたく、室内も暗かったのでろくに確認もせずにまたすぐ目を閉じた。きっと気のせいだ。それか、天井裏に鼠ねずみでも隠れているのだろう。

　そう思って寝直そうとしたとき、わずかに衣擦れの音が聞こえてきた。

　やはり気のせいではない。それどころか、薄うす闇やみの中からねっとりとした気配が自分をめがけて手を伸ばしてきているような、そんな気さえした。

　誰かいるの、と言おうとした瞬間、大きな手に口を塞ふさがれた。

　全身黒ずくめの人物がアルマの口を塞いで覆おおい被かぶさっている。

　覆ふく面めんを被っているので顔は目元しか見えない。薄闇の中で白はく眼がんだけが浮き上がって見える。首筋に当てられた硬かたく冷たい感触に状況を理解し、戦せん慄りつが全身を駆け抜けていった。

「静かにしろ」

　底冷えのする声が命じる。しかしアルマは既すでに自制できないほど動転していた。

「んーっ、んんんむーっ！」

　口を手で塞がれたまま無理やり叫び、手足をばたつかせて抵てい抗こうする。黒ずくめの男はアルマを押さえつけようとするかと思いきや、刃を引いて飛び退った。

「女……!?」

　やっと解放されたアルマは上掛けを抱きしめたまま寝台の上を後じさり、手て探さぐりで枕まくらを摑んで盾のように構えた。

「何が『女……!?』ですか！　女に決まってるでしょう、いけませんか！　まさか男を襲おそいたかったんですか!?　あなた何者ですか男だん色しよく家かの夜よ這ばいですか!?　何部門!?」

「いや違……部門？」

「言い訳は結けつ構こう！　つべこべ言わずに顔を見せなさい！　部門はそれから考えます！」

　武器の枕を突きつけながら、混乱のあまり自分でもわけのわからないことを叫ぶ。

　黒ずくめの男もアルマの反応が予想外だったのか、茫然とこちらを眺めているだけで襲おうとも逃げようともしない。そのときだった。

「アルマっ！」

　男が慌てて飛び退るのとほぼ同時に、アルマの目の前を何かが通過していった。

　寝台の横の壁に激突して派手な音を立て、上掛けに落ちる。

　それが銀製の水差しだと認めた瞬間、もう一つの気配が急接近してきた。

　薄闇の中でも目立つ金髪を揺らして、ハインが黒ずくめの男に飛びかかり、低い位置で構えた短剣をすくい上げるように突き出す。

　びりりと衣が裂さける音がして、鋭するどい切っ先が黒ずくめの脇わき腹ばらを切り裂いた。

　が、黒ずくめは脇腹を掠かすめられつつも、横に飛び退って致命傷を回避した。床を転がって窓際まで逃げると、窓の縁ふちに足を掛け、そこから後ろ向きに飛び降りた。

「待て！」

　ハインが急いで窓へ飛びついて叫んだ。そのまましばし窓の下を見下ろしていたが、やがてちっと小さく舌打ちを漏もらして窓から身を離した。見失ったようだ。短剣に引っかかった黒い切れ端はしを取り、刃を鞘さやに収めながら戻ってくる。

「アルマ、大丈夫か!?」

「ハイン様……！」

　恐怖と安あん堵どで涙がこみ上げてきた。

　いてもたってもいられず、アルマはハインに駆け寄った。体に巻きついていた毛布の端を踏んでしまい、よろけてハインに飛びついてしまう。

「怪け我がはないか？　何もされてな……」

　と、そこで言葉は途切れた。アルマを支える腕も心なしか硬くなる。

　アルマは構わずにハインの胸に顔をうずめた。怖い思いをしたせいか体が寒く、寝間着越しに伝わってくるハインの温ぬくもりが心地いい。

「何もされてません。ハイン様こそお怪我は……ハイン様？」

　ハインは必死に視線を逸らしている。アルマを視界に入れまいとしているようだ。

「どうかなさったんですか？」

「アルマ…………それ、どうにかしろ……」

「それ？」

　体に何かついているのだろうか、と思って自分の姿を見下ろし、絶句する。

　何かがついているわけではなかった。

　むしろ、何も身につけていなかった。足元には、抱きついたときに落ちた毛布。

「────」

　衝しよう動どうのままに大きく息を吸い込み──アルマは全力で悲鳴をあげた。
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　その日、〈紅こう玉ぎよくの宮みや〉には見えない吹雪ふぶきが吹き荒れていた。

　女によ官かんたちに超速で身み支じ度たくをさせたカトリーネは、部屋に呼びつけ床に座らせた罪人を傲ごう然ぜんと見下ろし、こめかみに青筋を浮かばせて手にした扇おうぎをわなわなと震ふるわせた。

「あたくしのアルマに手を出しておいて、ただですむと思って……？」

　背後にずらりと並んだ女官たちも、殺さつ気き立だった目つきでうんうんと頷うなずく。

　罪人ことハインは床に膝ひざをついて座るというドゲーザの一歩手前のセイーザのような格かつ好こうを強しいられていた。左頰ほおが手のひらのかたちに赤く腫はれているのが痛いた々いたしい。ちなみにその手形はアルマの手のひらと一いつ致ちする。

「カトリーネ様、誤ご解かいです。わたしはハイン様に手を出されてなんていません。むしろ、わたしごときに手を出したなんて思われてはハイン様の名めい誉よに傷がつきます」

　アルマは引っぱたいてしまった罪悪感から、懸けん命めいに取りなした。

「ほらみろ、アルマも言っているだろう。僕は決して手を出しては……」

「おだまりっ！」

「うおっ!?」

　回転しながら飛んでいった扇をハインがすんでのところで回かい避ひする。

　ぱちん！　と壁かべに当たって床に落ちた扇をレネがいつものように無言で回収し、別の女官が手を出して待ち構かまえている主あるじに新たな扇を握にぎらせる。

「たとえ手を出していなくとも、アルマの裸はだかを見た罪は万ばん死しに値あたいしてよ！　だいたいなぜアルマがあなたの部屋で裸で寝るような事態になっているの？　そんな我わが儘まままで許した覚えはなくってよ！」

「カトリーネ様、それには事情がありまして……」

　アルマが間に入って説明をする。話を聞いているうちに、カトリーネの柳りゆう眉びがきりきりと吊つり上がっていった。

「意味がわからないわ。裸くらい見せてあげればいいじゃない。男は見られるのが好きなものではなくて？」

「なわけあるか。何だその偏へん見けんは」

「あら、愛人のアドルフもファルコもみんな見られると興奮していたけれど」

「そいつらが特とく殊しゆなだけだ！　というかおまえはいったい何人愛人を作っている!?」

「ふふん、ユグドリスの輝ける宝石と呼ばれるこのあたくしには、愛を囁ささやく男なんてごまんとおりましてよ」

「愛を囁かれても応こたえるな！　父上の妃きさきだろうが、この毒どく婦ふが……まったく」

　ハインはこれ以上つきあってられるか、といわんばかりに息をついて立ち上がった。

　女官たちの非難がましい視線を受け流して膝の埃ほこりをはたき落とすハインに、アルマはそっと近づいて謝罪した。

「あの、すいませんでした。わたしが大おお騒さわぎしてしまったばっかりにこんなことに……み、見苦しいものもお見せしてしまって……」

「見苦しい？　おまえの体に人前に出して恥はずかしいところはなかったと思うが」

　昨夜アルマが言った言葉をそのまま返されて、頰が燃え上がりそうになった。

「忘れてください！　可か及きゆう的てき速すみやかに！」

「生あい憎にくと僕はおまえと違って記憶力がいいんだ。さて、どうしたものか……わかったわかった、忘れるよう努力するから、泣くな」

「な、泣いてなんていません！」

　涙なみだ目めで睨にらみつけると、ハインは笑ってアルマの頭を撫なで回した。ぞんざいでどこか優しい手つきは、最初は少し恥ずかしかったけれど、慣れてくると気持ちがいい。

「……あなたたち、あたくしの目の前でいちゃつくのはおやめなさい……」

「別にいちゃついてなどいないが」

　ハインはひとしきり撫で回すと、アルマの頭を軽く叩たたいて手を引っ込めた。

　カトリーネはしばしハインを毒どく蛇へびの眼まな差ざしで睨みつけた後、諦あきらめたように目を逸そらし、お気に入りの長なが椅い子すに腰を下ろした。

「本題に入りましょう。アルマ、その暗殺者はあなたを見て驚いたのね？」

「はい。きっと、狙ねらいはハイン様だったのだと思います」

　アルマは寒気を覚えてお仕着せの袖そでをそっと撫でた。薄うす闇やみの中に浮かび上がるような白はく眼がんの恐ろしさといったら、生きた心地ここちがしなかった。

「王宮を抜け出していた頃のまま警備を手て薄うすにさせていたのは失しつ策さくだった。ルドルフに言って見回りの数を増員したから、今後はそう易やす々やすと侵しん入にゆうできないとは思うが」

「けれど、今回のことであなたの存在を邪じや魔まに思う者が王宮内にいることが明白になって、かえってよかったのではなくて？　敵は早めにあぶり出しておくに限るわ」

「まあな。こんなことなら王宮にとどまっていないで、とっとと逃げ出してしまえばよかったかもしれん」

「あら、そうなれば追っ手を差し向けられて存在を消されていたのではなくて？　敵はあなたが目の届くところにいたからこそ、手を出さなかったのでしょう。腑ふ抜ぬけを演じるというのも悪くない考えだったわ。二度と使えない手でしょうけど」

「……わかっている」

　ハインは渋じゆう面めんになった。しばし何やら虚こ空くうの一点を忌いま々いましそうに見つめていたが、ふとアルマに気づいて振り返る。

「そんな顔をするな。心配はいらん。それより、怖こわい思いをさせて悪かったな」

「わたしは大だい丈じよう夫ぶです。ハイン様がご無事で本当に……」

「──だから、あたくしの前でいちゃつくなと言っているでしょう！」

　カトリーネに後ろから手を引かれ、よろめいたところをすっぽりと抱きすくめられた。アルマに腕を回しながら、ハインに警けい戒かい心しん剝むき出しの鋭するどい視線を向ける。

「カトリーネ様、どうなさったんですか？　わたしたち、別にいちゃついてませんけど」

「『わたしたち』ですって!?　いつのまにそんなに親密になってしまったの!?」

「親密って……わたしたち、親しそうに見えます？」

　カトリーネはその質問には答えてくれなかった。アルマを抱きしめたままぷいと顔を背けてしまう。その態度こそが何よりも強く肯こう定ていの意を表している。

（わたしたち、仲が良さそうに見えるんだ）

　嬉うれしくて少し浮かれそうになっていると、部屋の外から女官仲間の声が響ひびいてきた。

「かっ、カトリーネ様！　一大事にございます！」

　血けつ相そうを変えて駆かけ込んできたのは女官仲間のユリアだ。彼女は主の前まで辿たどりつくとそこで力ちから尽つきて倒れ込んだ。

「ユリア、はしたなくてよ。そんなに動どう揺ようしてどうしたというの？」

「し、失礼いたしました。ですが、本当に大変なんです！　ああ、どうしましょう！」

「それはもう聞いたから、早く先をお言いなさい」

　カトリーネに促され、ユリアは顔面蒼そう白はくではあはあと息を乱してから報告した。

「アルマの兄君と、婚約者どのがいらっしゃいました！」







　アルマたちは急いで貴き賓ひん室しつへ向かった。

　本当は一人で会いに行きたかったのだが、ハインもカトリーネもついてくると言って聞いてくれず、さらに女官たちも「カトリーネ様のおともを！」と主張するので団体での移動になってしまった。

「サムエルお兄様！」

　天鵞絨ビロード張りの椅子に腰掛けていた青年が慌あわてて立ち上がった。

「おおアルマ、ひさしぶ……と、そちらの方々は？」

　アルマと同じ黒髪に蒼あおい目をした兄サムエルは、妹に続いて部屋に入ってきた貴公子と貴婦人、さらに女官軍団の姿を見るとたちまち及および腰ごしになった。

「あ、こちらはハインリヒ殿でん下かとカトリーネ様、それと女官仲間の……」

「殿下と王おう妃ひ様!?　こ、これはとんだご無ぶ礼れいを！」

　慌てて膝をつこうとするサムエルを、ハインが手のひらを見せて制止する。

「僕たちのことは気にしないでくれ」

「そうよ。何の遠えん慮りよもいらなくてよ。あたくしたちのことは気にせず、ひさしぶりの妹との面会をせいぜい楽しむといいわ」

「は、はあ」

　迫はく力りよくのある美男美女に畳たたみ込まれて、サムエルはあきらかに面食らっている。

「そういえばお兄様、どうして急にいらっしゃったの？」

　アルマが割って入って訊ねると、兄は安堵したように表情を緩ませた。

「ああほら、例年なら来週半なかばに陛へい下かの即位記念式典が開かれるだろう？　特に今年は即位二十五年と区切りがいい。なのにいつまでたっても招待状が届かないから、何か手違いでもあったんじゃないかと確認に来たんだ」

「そうだったの」

「ついでに妹の顔も見てこい、と父上が。とんでもない手紙も受け取ってしまったし」

「……うっ」

　実家には一応、ハインの花か冠かん画家になったことを知らせてある。

「手紙を読んでびっくりしたぞ。おまえが神かみ懸がかりだとか、ハインリヒ殿下の花冠画家になったとか……ここに来るまでずっと何かの間違いじゃないかと思っていたんだが、こうして殿下がいらしているということは事実なんだな？」

「はい。いろいろあって、まだ花冠画家候補の段階ですけれど」

「あの変てこな絵が神懸かりによる絵だったなんてなあ……いや、神の御み業わざを『変てこ』などと言っては罰ばちが当たるな。おお神よ、愚おろかな私を許したまえ！」

　サムエルは顔と胸の前で聖せい印いんを切って手を組み、神々に祈いのりを捧ささげはじめた。兄はいまどき珍めずらしいくらい信心深い。

「ところでお兄様、わざわざ王宮までいらっしゃったのはそれを確かめに？」

「おお、そうだったそうだった」

　と父によく似た口く調ちようで呟つぶやいて立ち上がり、気まずそうに頭を搔いた。

「いや、おまえに頼みたいことがあって来たんだよ。これは父上の意志でもあるんだ」

「何が？」

　サムエルはちらりとハインの方を見て、すぐに気まずそうに視線を逸らした。王子の前では言いにくい話題らしい。

「その、な……手紙に書いてあったことなんだが。花冠画家の能力が足りているかどうかを試すために、肖しよう像ぞう画がを描くとかいう。もう描きはじめているんだろう？」

　ぎくりとした。まだ描きはじめる段階にまで入っていない、なんて言えない。

「も、もちろん。描きはじめているけど、それがどうかしたの？」

「そうか。いや、すまない。すまないんだが……それ、辞じ退たいできないか？」

　アルマは思わず固まった。

　サムエルは「いやいやいや、そのな」と言い訳をはじめる。

「おまえの気持ちはわかっている。あんなに画家になりたがっていて、その夢がようやく叶かなったというのに、こんなことを言うのは酷こくだと思う。それはよーくわかってるんだ。だが──花冠画家はまずい。とてもまずいんだ」

「どうして……」

「──そりゃあ、俺おれがいるからだよ」

　突とつ然ぜん間に入り込んできた低い声に、アルマははっと顔を上げた。

　窓まど際ぎわに、大おお柄がらな男性が腕うで組ぐみして立っていた。

　獅し子しの鬣たてがみのような栗色の髪に、顎あご鬚ひげを不ぶ精しよう気ぎ味みにたくわえている。

　年の頃は三十代の前半くらいだろうか。挑ちよう戦せん的てきにぎらりと輝く双そう眸ぼうは獣けもののような獰どう猛もうさと悪あく童どうじみた稚ち気きが感じられる。何より分ぶ厚あつい上着を着ていてもわかるほど隆りゆう起きした体の輪りん郭かくが印象的だった。隆起の正体は間違いなく筋肉の鎧よろいだ。

　真っ先に兄に目がいったとはいえ、こんなにも存在感のある人がいることに気づかなかったなんてありえない。気配を殺していたのだろうか。

「紹介しよう。こちらはトビアス・ビルクナー伯はく爵しやく。おまえの婚約者だ。お会いするのは初めてだったな？　ちゃんとご挨あい拶さつするように」

　その瞬間、カトリーネがふらりとくずおれた。慌てて女官たちが体を支える。

「カトリーネ様、お気を確かに！」

「……アルマが……あたくしのアルマが……あんな、ケダモノのような……！」

「卒そつ倒とうするようなことでもないだろう。確かに迫はく力りよくのある風ふう貌ぼうだが」

　後ろでひそひそと会話が交わされたが、そのほとんどがアルマの右耳から左耳へと通り抜けていった。

「どうしたアルマ。黙だまっていては失礼じゃないか。トビアス殿どの、申し訳ない。妹は少々人見知りで──」

　兄が援えん護ごしてくれるのを無視し、アルマは大きく息を吸い込み、

「筋肉部門っ!!」

　と叫さけんで、トビアスの腕に飛びつくように手を伸ばした。

「すごい。なんて立りつ派ぱな上じよう腕わん二に頭とう筋きん……！　触さわってもいいですか、っていうかもう触っちゃってますけど。うわあああ、本当にすごい！」

「あ、アルマ？」

　兄の拍ひよう子し抜けした声が聞こえてきた気がしたが、構わずにトビアスの腕を上着の腕から撫でさする。ついには腕だけでは飽あきたらず胸板まで撫ではじめた。

「ああっ、三角筋も大だい胸きよう筋きんもすごい！　僧そう帽ぼう筋きんも、まるで岩のよう！　どうやったらこんなにたくましくなれるのですか？」

「あー、俺は騎き士しでね。家督を継ぐために引退したが、日々の鍛錬は続けているんだ」

「つまり飾りではなく戦うために身につけた筋肉というわけですね！　まさに肉の鎧！」

　アルマは大興奮のまましゃべくり倒した。

　実を言うと、王宮にいる騎士たちは実戦経験に乏とぼしいお坊ぼつちゃんばかりだったので、こういういかにも戦場を駆け抜けてきましたという騎士にはお目にかかれずにいたのだ。待望の筋肉質男子に出会えた感動たるや、そう簡かん単たんに収まるものではなかった。

「……まさかアルマがああいうタイプもいけたなんて」

「意外と守備範囲が広いのねー。てか、何部門まであるの？」

「ハインっ、いますぐ体を鍛きたえてきなさい！　筋肉むきむきになってダブルの魅み力りよくでアルマの心臓を鷲わしづかみにするのよ！」

「自分でやれ」

　女官仲間たちにカトリーネ、ハインのぼやきが聞こえてくる中、サムエルが慌ててアルマを後ろから羽は交がい締じめにして、トビアスから引きはがした。

「ああ、何をするんですかお兄様！」

「それはこっちのせりふだ！　トビアス殿、申し訳ない。うちの妹は人の外見に惑まどわされやすいというか、いや変な意味ではなくてあくまで画家の探求心に火がつきやすいというか、決して面めん食くいではないし変態でもない……はず……なのだが」

　しどろもどろに言い訳するサムエルに、トビアスはがははと豪ごう快かいに笑った。

「なに、構わんよ。俺の妻つまになる女性は元気で個性的なお嬢じようさんのようだ」

　その一言でアルマは我われに返った。そうだ。この人は自分の婚約者なのだ。

　慌ててお仕着せのスカートの横を摘つまみ、片膝を折って会え釈しやくする。

「た、大変失礼しましたっ！　アルマ・クラウスと申します。えっと、本日はお日ひ柄がらもよく……？」

「いまさらだな、わはは」

　また愉ゆ快かいそうに笑い声をあげる。かなりの無礼を働いてしまったはずなのに、不快には思われなかったようでほっと安心する。未来の旦だん那な様は懐ふところの深い方のようだ。

（借金の肩代わりまでしてくださった方なのよね……）

　クラウス家は男爵位など飾り同然の貧びん乏ぼう貴族だ。無む駄だに広大な領地はかつて牧ぼく畜ちくが盛んだったが、祖父の代に流は行やった蹄ひづめの伝染病が原因で衰すい退たいし、多くの者が牧場を手放して去っていってしまった。徐じよ々じよに借金が膨ふくれあがっていった頃、金銭面での援えん助じよをしてくれたのがビルクナー家だったらしい。

（恩人中の恩人に、うっかり筋肉に惹ひかれて飛びついてしまったわ……でもあの筋肉に飛びつかずにいられる画家がいる？　いいえいないわ）

　アルマが恐きよう縮しゆくしつつもトビアスの腕の隆起を観察していると、後ろからぐいと肩を摑つかまれた。ハインがアルマをやんわりと下がらせて前に進み出る。

「それで？　おまえがいると、なぜアルマが花冠を辞退しなければならないんだ？」

　はっとトビアスの方を見ると、彼は落ち着いた笑みを浮かべて恭うやうやしく一礼した。

「これはこれは、ハインリヒ殿下。もうお体の具ぐ合あいはよろしいので？」

「すっかり回復した。それより僕の質問に答えてくれないか」

「失礼いたしました。ご存じかと思いますが、そちらのアルマ嬢は俺の婚約者でして。殿下の花冠画家になられては困るのですよ。花冠画家というと、あれでしょう？　式典とかあったときは殿下と一緒に行動しなきゃならんのでしょう？」

「……当然だろう」

　トビアスは困った笑みを浮かべて顎鬚を搔いた。

「ですがね、俺の屋敷はイアルナとの国境近くにありまして、毎日のように登城できる距離にはないんですよ。かといって新婚早々、夫婦が離ればなれに暮らすというのもおかしいでしょう。元気な赤ん坊も産んでもらわにゃならんわけで」

　赤ん坊、のくだりでハインの片方の頰がぴくりと動いた。

「とにかく、花冠画家は困るんですよ。その点、神しん殿でん預かりなら何の問題もない。うちの近くにメロレイア神殿がありますんで、そこに身を置いていることにしてもらえれば」

「メロレイア神殿では遠すぎる。神懸かりは王家の危機に現れるということは知っているだろう。何かあったときにそれでは間に合わない」

「そうはおっしゃいますがね。この国は平和そのものですよ。謀む反ほんだの戦争だの悪あく魔まの復活だの、そんな物ぶつ騒そうなことが起きそうに見えますか？　俺には見えませんな。いますぐに有事になどまずならないでしょう。もちろん大事な行事があるときには必ずアルマ嬢を王宮へ向かわせると約束しますよ。どうですかね？」

「しかし……」

　ハインはなおも渋しぶった。王子の立場を盾たてにすればいくらでもトビアスを言い含ふくめられるだろうに、それをしないのは根本の部分で人がいいからだろう。

　そしてトビアスもできるかぎり譲じよう歩ほし、ハインの方から折れるのを待っている。

（トビアス様には恩義がある。でも恩義はハイン様にだって……）

　人より少し足りない、かもしれない頭を使って考える。

　もしここでアルマが家族やトビアスを困らせる覚かく悟ごでハインの花冠画家になる道を選んだら、どうなるか。

　まず間違いなく、クラウス家もビルクナー家も、王家、特にハインに対していい感情を持たなくなるだろう。

　貧乏貴族のクラウス家など敵に回したところで蚊かに狙われるようなものだが、ビルクナー家となれば話は別だ。

　ただでさえ味方の少ないハインが、いらぬ敵を増やすことになる。

「わかりました」

　と、気づいたらアルマはそう口走っていた。

　その場にいる全員が、一いつ斉せいにアルマを見つめる。

「ハイン様、申し訳ありません。わたし、やっぱり花冠画家は諦めます。これ以上トビアス様にご迷めい惑わくをおかけすることはできません。あとお兄様にも」

「私だけとってつけたように言うな」

　サムエルが不満顔で言い返してくるが、その表情には少し安あん堵どの色が窺うかがえる。

　言葉を失っているハインに、アルマは毅き然ぜんと向き直る。

「わたしはトビアス様のもとへ嫁ぎますが、もし神懸かりの力が必要な事態になりましたら、遠慮なく呼びつけてください。どこからでも、どこへでも駆けつけます」

「おまえ、本当にそれでいいのか？」

「……はい」

　ほんの一瞬だけ返答が遅れたことに、気づかれただろうか。

　迷っているなんて、未み練れんがあるなんて知られるわけにはいかない。

「ハイン様、カトリーネ様、わたしのために手を尽くしてくださってありがとうございました。ご期待に応えられなくて申し訳ありません。感謝しています」

「アルマ……！」

　カトリーネが両目を潤うるませる。女官たちも迷子の子犬みたいな顔で見つめてくる。

　アルマは居いたたまれなくなって深々とお辞じ儀ぎをした。

「……勝手にしろ」

　吐はき捨てるような物言いに顔を上げると、ハインが身を翻ひるがえして部屋を出ていくところだった。彼の消えていった扉を、アルマはスカートを握りしめながら見つめつづけた。
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　アトリエの片付けをしながら、はあ、と憂ゆう鬱うつなため息をつく。

　使用人たちが荷造り作業を買って出てくれたのだが、丁てい重ちようにお断りをした。アルマの身分はまだハインの侍じ女じよだ。〈翡ひ翠すいの宮みや〉の使用人たちはハインが公務に出るようになってからというもの多た忙ぼうを極きわめている。同どう僚りようたちの手を患わずらわせたくない。

　何十冊とある画帳を一カ所に積み上げながら、またため息を一つ。

（もうハイン様を描く必要はないんだ……）

　あくまで必要がなくなっただけでアルマの中にはまだ描きたいという欲求は残っている。ただ、会えなくなればいままで以上に描きにくくなるだろう。

「ちゃんと描けるようになりたかったなあ……」

　最近下ろしたばかりの画帳を手に取り、綴つづられた画紙をぱらりとめくった。

　ハインにあまり似ていないハインの素そ描びようたちが、次々と現れては流れていく。

　最後に描いた「ハイン」と見つめあう。意志の強さが滲にじみ出る眼差しと、どこかはかなげな表情。顔立ちは何も間違えていない。だがなぜかあまり似ていない。

「ハイン様って、いつもどんな表情をしてらしたっけ？」

　出会ったばかりの頃は、呆あきれた顔ばかりさせていた気がする。

　むすっとすることもあったし、苦く笑しようもよく見かけた。

　カトリーネもまじえて三人で喋しやべるようになってからは、どうだっただろうか。

　ふと思いついてアルマは素描の線を指の腹でこすってぼかし、その上から木炭で新しい線を描き加えた。

　素描のハインが拗すねた顔になって睨みつけてきた。

「……こ、これはこれで似てるかも……」

　カトリーネにやり込められたときの顔によく似ている気がして、アルマは噴き出しそうになった。こみ上げてきた笑いは、だがすぐに引っ込んでいく。

（そういえばわたし、何か大事なことをハイン様に言い忘れているような？）

「何をやっている」

　突然の声に驚いて振り向くと、換かん気きのために開け放した扉からハインが入ってくるところだった。

　アルマは急いで画帳を閉じて、画帳の山の一番上へ載のせた。とてもじゃないが本人に見せられる絵ではない。

「あの、片付けをしていたんです。もう必要なくなりますし」

「本当に出ていくんだな」

　ハインの口調は平へい坦たんで棘とげはない。それなのに咎とがめられているように感じてしまうのは、アルマ自身が後ろめたさを感じているからだろう。

「……もともと、今月で花嫁修業は終わりにする予定でしたから。考えてみたら無む茶ちやな話だったんですよね。トビアス様と結婚するのに、花冠画家にもなろうなんて」

「撤てつ回かいするつもりはないか？」

　言葉を遮さえぎるように言われて、アルマは目を瞬しばたたいた。

「諦めると言ったこと、撤回しないか？　おまえの兄から、ビルクナー卿きように借金を肩代わりしてもらったと聞いた。ビルクナー卿にはおまえの実家が肩代わりしてもらったぶんと慰い謝しや料りようを支払おう。城下をふらついていたときにいろいろ手を出していてな、こう見えてもそれなりに資産はある」

「あの、何をおっしゃって……」

「ビルクナー卿との婚約を破は棄きしろと言っている」

　アルマは息を吞のんだ。

　射るような翡翠色の眼差しは、これは冗じよう談だんではないと語っている。

「……お気持ちは嬉しいですが、お金の問題ではないんです。トビアス様には実家を助けていただいた恩義がありますし、それにずっとわたしを信じて待ってくださっていたんです。ご厚意を裏切るわけにはいきません」

　それに、ハインのこともある。

　彼がアルマを花冠画家にするために貴族同士の縁えん談だんを反ほ故ごにしたなどと噂うわさが広まれば、諸しよ侯こうたちに悪感情を抱いだかせるおそれがある。

　頭のいい人のはずなのに、なぜそんな簡単なことに気づかないのだろう。

　それとも、気づいていてもなお、アルマを花冠画家にしたいのか。

（わたしが神懸かりだから？）

　真意を窺うように見つめていると、ハインが一歩近づいてきた。

　一歩、二歩。見つめあうには近すぎる距離に、アルマは狼狽うろたえた。

　失礼にならないようにさりげなく後退ると、また開いたぶんの距離を詰つめてくる。やがて背中が壁に当たった。これ以上は逃げられない。

「あ、あの……」

「僕はどうしてもおまえを花冠にしたい。おまえにそばにいてほしいんだ」

　どうしても、ともう一度繰り返す。どこか切実で、甘かん美びな響きだった。

　急に息苦しさを覚えて、アルマは胸元の生き地じをぎゅっと握りしめた。

（だからどうしてそんな言い方を……）

　特別な意味はなくとも──そばにいてほしい、なんて言い方は反則だ。

「そばに置きたいのは……わたしが神懸かりだからですか？」

　それだけ絞しぼり出すのがせいいっぱいだった。

　ハインは一瞬だけ言葉に詰まってから、息を吐いた。

「……そうだ」

　一瞬胸の奥に感じた痛みの正体を、アルマは考えないことにした。

「すいません。できません……」

　ハインが腕を伸ばしてきた。またどこかつねられるのではないかとアルマは身をすくめたが、彼の手は頭の横を通り過ぎ、後ろの壁に触れた。

　さきほどよりさらに縮まった距離感に、うっと息を詰める。

「これだけ言っているのに、なぜわからない……？」

「わ、わかってくださらないのは、ハイン様の方じゃないですか。わたしはちゃんと無理だとお伝えして……」

「おまえは、画家になりたければどんな手でも使うべきだという僕の意見に頷いて、契けい約やくの絵筆を手に取ったはずだ。なのに心変わりをした。実際に婚約者と顔を合わせたことで情に流されたにしては、おまえのビルクナー卿やサムエルへの態度は感情的ではない。理由があるなら、僕が納なつ得とくできるように説明しろ」

「……別に何もありません」

「僕の目を見て言え」

　ハインが俯うつむきかげんになっていたアルマの頰に手を伸ばし、少し顔を上向かせる。

　翡翠色の双眸に自分の顔が映り込んでいる。

　その眼差しを少し細めながらハインが顔を近づけてくる。

　アルマはまるでそうするのが当然のように目を閉じた。

　顔に彼の吐と息いきがかかった。頰に触ふれる髪の感触がくすぐったい。

（あれ？　これってまるで……）

　永遠のような沈ちん黙もくが流れた。実際にはほんの数秒だったかもしれない。

　ためらうような気配が音もなく離れていく。

　目を開けると、ハインは既すでに壁から手を離して距離を取っていた。

「……何でもない。おまえがあまりにも強情だから、少しからかってみただけだ」

　アルマも壁から背中を離した。

　いま、彼が何をしようとしたのか。考えるより先に体が動いた。

「──せいっ！」

「ごぶっ!?」

　不ふ意い打うちの正せい拳けん突づきが、ハインのみぞおちに綺き麗れいに決まった。

　思わず前のめりになるハインの顎あごの下をめがけて、アルマは跳ちよう躍やく。これまた綺麗に頭ず突つきが入り、顎を突き上げた。

　伸び上がるように床にひっくり返ったハインを飛び越えて、正確には飛び越えそこねてどこかを踏ふみつけて、アルマはアトリエを飛び出した。

　前傾姿勢のまま廊ろう下かを突っ切り、中庭に出た。呆あつ気けにとられる兵士たちに見送られながら小さなブナ林に挟まれた小道を駆け抜け──そこから先は覚えていない。

　いつのまにか、〈紅玉の宮〉に続く外そと柱ちゆう廊ろうにいた。

　呼吸が乱れていることにいまごろ気づいて、足を止めてはあはあと息を整える。

「さっきの……何？」

　冷静さを取り戻した頭が、自分の身に起きたことを反はん芻すうする。

　彼が何をしようとしたか。それに対して、自分はどんな反応をしたか。

「わああああ、思い出すの禁止ー！　はいはい忘れた忘れたー！」

　脳のう裏りに蘇よみがえった光景を追い払おうと、アルマは慌てて頭の上で手をぱたぱたと払った。

　世の中には常識では計り知れない現象がときおり起こりうる。

　アトリエで起きた件はその一種だ。検証するべきではない。

「アルマ。どうしてここにいるの」

　耳に馴な染じんだ声に振り向くと、膝掛けを抱かかえたレネが宮殿の方から歩いてきていた。

「レネ！」

　たまらずレネに駆け寄っていって勢いよく抱きついた。レネは踏鞴たたらを踏みつつアルマを受け止めると、遠慮がちに抱きしめ返してくる。

「何かあった？　殿下にいじめられたの？」

「な、何でそう思うの？」

「だって泣きそうな顔してる」

　とっさに両手で頰を押さえた。自分はいまどんな顔をしているのだろう。

「別に、いじめられてなんて………………やっぱりいじめられたのかも」

　からかっただけ、と言っていたから、そういうことなのかもしれない。

　レネの表情に乏しい顔が、ほんのりと殺気らしきものを纏まといはじめた。

「殿下はまだ〈翡翠の宮〉？　待ってて、闇やみ討うちしてくる。絶対に逃がさない」

「冗談よ冗談、いじめられてないから、本当に！」

　慌てて訂正する。そうせずにはいられないほど、レネの目は本気だった。

　レネはアルマよりも花嫁修業が長く、罠の設置や鍵かぎ開けなど、さまざまな特とく殊しゆ技術を身につけている。ハインもレネが相手では危ないかもしれない。

（鍵……そうだ、思い出した。ハイン様に言い忘れてたことって……）

　ミラルダ宮に飾られている、エーファルトが手がけた二枚の肖像画。

　一度話す機会はあったものの、話の流れで肖像画のことは追いやられてしまっていた。

　もっと早く思い出していればハインに相談できたのに、あんなことがあった後ではもはや顔を合わせることすら難しい。

（ああああ、また思い出しちゃったー！　抹まつ消しよう抹消ー！）

「アルマ、何やってるの。虫？」

　頭の上で手をぱたぱたさせる動作を、レネは誤解したらしかった。

　アルマははたと気づいて、なんでもないの、と笑ってごまかした。

「ところで話は変わるんだけど……ミラルダ宮の鍵って、手に入らないかしら？」
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　深夜、みなが寝静まるのを待ってから、アルマたちは部屋を抜け出した。

　明かりが漏もれないように黒い布で包んだ角灯ランタンを抱えて、宮殿の外へ出る。

　朝にかけて雨でも降るのか、空は曇くもっていて真っ黒だった。月明かりがないぶん視界が悪いが、隠おん密みつ行動中のアルマたちにはむしろありがたい。

　見張りの交替時間は、その筋に詳くわしい女官のユリアから事前に聞いてある。ユリアには「忍び込んでまで絵を見たいのなら、花冠を断らなければよかったのに」と呆れ顔で言われ、返答に困ってしまった。

　もちろん、アルマはただ絵を鑑かん賞しようしにいくわけではない。

　エーファルトが今年になってから手がけたという二枚の肖像画を、もう一度調べてみたいのだ。自分でも理由はわからないが、放置しておいてはいけない気がする。

　周囲に気をつけながら物もの陰かげから物陰へと移動していき、ミラルダ宮近くの茂しげみに身を潜ひそめる。見張り番の二人が雑談しながら通り過ぎていくのを待つと、アルマとレネは無言で頷きあって、ミラルダ宮の入り口に近づいていった。

「アルマは見張ってて」

　レネが扉の前で膝をつき、懐から細い棒状のものを取り出す。

　造花の桔き梗きようがついた髪飾りだ。ただし髪に挿さす細い金属棒の先が鉤かぎ状じように曲がっている。

　レネが言うには、これは古くから淑しゆく女じよが愛用してきた鍵開けの道具なのだという。

　とても技術がいる道具なので、素人しろうとには使いこなせないらしい。それでレネも一緒についてきてくれることになったのだ。

　レネは両手で二種類の髪飾りを握って先せん端たんを鍵穴に突っ込み、何やら精密そうな作業をはじめる。ややあって、がちり、と嚙かみ合っていた金属が外はずれる音がした。

「ねえ、それ今度わたしにも教えて？」

「いいけど、覚えるの時間かかると思う。数日じゃ無理」

　アルマはあと数日で王宮を出ていかなければならない。その数日の猶ゆう予よだって、カトリーネが「アルマにはまだ教え終えていないことがあってよ！」と渋ったからだ。

「そっか。残念」

「それより急ごう。時間ない」

　扉を少しだけ開けて、隙すき間まから宮殿の中に半身で滑すべり込む。そっと音を立てずに扉を閉めると、角灯に被かぶせた黒い布を取り外した。

　ぽうっ、とアルマたちだけが、橙色の光に包まれる。

　昼と夜とでは印象がまるで違う。昼間はあんなに華やかな空間に思えたのに、闇に閉ざされたいまは暗く不ぶ気き味みで、闇が粘ねん性せいを帯びて体にまとわりついてくるようだ。

「もう一度確かめたい絵って、どれ？」

「このへんにあるはずなんだけど……あ、あった」

　国王の肖像画に角灯の明かりを向ける。その瞬間、背筋を毛虫が這はい上がるような怖おぞ気けが走り、アルマはびくりと肩を震わせてしまった。

「アルマ、怖がり？」

「レネはなんとも思わないの？」

「ただの絵だし。暗いのも平気」

　暗くら闇やみに怯おびえていると勘かん違ちがいされたらしい。この様子では、レネもディードリヒ同様、この絵に恐怖どころか違い和わすら感じていないようだ。

「この絵、デュムラー卿の？　絵のことはわからないけど、いい絵。アルマがもう一度見たいのもわかる気がする」

「いい絵？　……ううん、いい絵ではないわ」

　顔を近づけて細部を、数歩下がって全体を鑑賞する。

　とても洗せん練れんされた絵だ。アルマなど足元にも及ばない。だが。

「デュムラー卿がユグドリス一の画家であることは間違いないわ。カトリーネ様の部屋に飾ってあった絵もとても素す敵てきだった。でもこの絵はとても……悪い絵だわ」

　小首を傾げるレネに、アルマはかぶりを振ってみせた。

「この絵を見た瞬間、背筋が凍こおったのよ。いまでも鳥とり肌はだが立っちゃってるくらい、この絵をおぞましいと感じてる。でも、なぜそう感じるのか自分でもわからないの」

「アルマにもわからないなら、専門家に見てもらうのがいいかも」

「専門家って、官展の審しん査さ員いんとか、画商とか？　先生には破門されているし、そんな知り合いなんて……」

「じゃあ見る目がありそうな人。ハインリヒ殿下とか」

　前触れもなく出てきた名前に、アルマの鼓こ動どうが跳はねた。

「……なんでそこにハイン様が出てくるの？」

　こんな状況だというのに、アトリエでのことを思い出して動揺してしまう。

「前にアルマがカトリーネ様を描いたとき、殿下はアルマの絵を見て何がよくないのか一目で見抜いてたから。見る目があると思った」

　アルマも思い出した。あのときハインはアルマの描いたカトリーネの似顔絵を見て、顔の部位のバランスだけでなく、表情がちぐはぐだと言い当てていた。

（確か、怒ったときの眉まゆの吊り上がり方と、驚いたときの眉の吊り上がり方は違うとか、そんな感じのことを……そうだ！）

　もう一度、今度は顔の部位に焦しよう点てんを当てて観察して、気がついた。

「やっぱりそうだ。ねえレネ。この絵の陛下、威い厳げんのある表情をされているでしょう？」

「むっつりしてると思う」

「……そうとも言うけれど。でもね、この表情の中に、落らく胆たんしていたり、悲しみに暮れているときの表情が紛まぎれ込んでいるの」

「どこ？」

「わかりやすいところは変えないだろうから……そうね、こことここだわ」

　肖像画の唇くちびるのわずかな歪ゆがみと、頰の強こわ張ばりを指差した。

「わざと悲ひ嘆たんの表情を描えがくことで、描かれた人が実際にこんな表情になってしまうような不幸が訪おとずれるようにって、そんな悪い思いを込めているのよ」

「呪のろいの絵？」

　レネの何気ない一言が、アルマの記憶を呼び起こした。

（そうだ。これは、あのときと同じ……！）

　あれは師ゲンツのもとで画家修しゆ業ぎようをしていた頃のことだ。お遣つかいで訪れた富ふ豪ごうの屋や敷しきで、とある肖像画を目にしたときも、同じように全身が粟あわ立だつような不快感が走ったのだ。

　後日、その肖像画に描かれた富豪が大おお怪け我がをしたという噂を聞いて、絵の呪いだったのではとひそかに思ったものだった。いまのいままですっかり忘れていた。

「だと思う……デュムラー卿が実力のある画家だから、単純に絵に力が宿っていてそういうふうに感じるだけかもしれないけれど。ごめん、変なこと言って。全部わたしの気のせいかもしれないし、というかその可能性の方が高いかも……」

　弱腰の発言の途と中ちゆうで、レネがきゅっと手を握ってきた。

「アルマは神懸かりだから、わたしたちにはわからないことがわかるのかも。アルマがそう思うんだったら、そうなんだと思う」

「わたしの言ってること、信じてくれるの？」

「そんな噓うそをつく子じゃないってわかってる」

「ありがとう、レネ」

　アルマはレネに抱きついた。今日はもう何度レネに抱きついているかわからない。あと数日でこの親友とも会えなくなるなんて考えたくなかった。

「それで、この絵をどうするの？」

「……考えてなかったわ」

　今夜は確認だけするつもりだった。だが考えてみたら、この絵が呪いの絵で、描かれた人に悪影響を及ぼしているのなら、すぐに処しよ分ぶんするべきだ。

（もう一度ここに忍び込むチャンスなんて、ないかもしれないんだし）

　アルマは爪つめの先で絵の表面をつついてみた。絵は硬かたいカンバスに描かれている。

「結構厚みのあるカンバスね。画布だったら楽だったのに」

「削けずる？　叩き割る？」

「ねえレネ、わたしたち花冠画家が国王陛下に献けん上じようした肖像画を傷つけようとしてるんだけど、わかってて言ってる？　たぶん国宝級のものになると思うんだけど」

「国宝級でも、陛下に害をもたらす可能性があるものなら処分した方がいい。神懸かりが現れるのは王家の危機だって聞いた。この呪いの絵のことかもしれない」

「……よし！」

　アルマは国王の肖像画を壁から外した。裏返して留とめ具を外し、額がく縁ぶちからカンバスを取り出す。そして両手で絵を水平に構え、すうっと息を吸い込むと、

「──てやぁっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、膝ひざ頭がしらで叩き割った。

「念には念を入れて、割ってから削っておけば仮に修復されても時間が稼かせげるわよね……どうしたの、レネ？」

「私、アルマのそういう思い切りのいいところ、好き」

「よくわからないけどありがとう。わたしもレネのこと好きよ」

　アルマは懐から護身用に持ってきたナイフを取り出し、刃を絵に滑らせた。エーファルトはぼかし技法を得意とする画家で、絵の表面がなめらかなので削りにくい。

「燃やした方が早いかしら」

「──何を燃やすのですか？」

　その場にいないはずの冷れい涼りようとした声が響き渡り、アルマは思わず体を固まらせた。







　一瞬遅れて振り返ると、闇の中にアルマたちの角灯とは違う明かりが灯ともっていた。

　橙色の明かりの中に、影が立ち上がったような黒衣の男が立っていた。理知的な眼差しに、暗い光が灯っている。

「デュムラー卿……！」

　エーファルトは硬い靴音を響かせながらゆっくりと近づいてくる。

「おやおや、当代の神懸かりはずいぶんと質が低いようですね。花冠になれなかったからといって、花冠画家の手がけた王の肖像画を傷つけようとは。わかっていると思いますが、国王の肖像画は国宝です。そして、国宝の損そん壊かいは重罪ですよ」

　アルマははっと手の中の割れたカンバスを見下ろした。一瞬隠そうかと思ったものの、いまさら無駄だと思い直し、腹を括くくって決然と顔を上げる。

「あなたこそ、こんな絵を描くなんていったいどうしてしまったんですか？　あなたが以前に描かれた絵は素晴らしいものばかりだったのに」

「こんな絵？　ひどい言いぐさですね。その絵だって充分素晴らしい絵でしょう。陛下もとても喜んでくださいましたよ。ああ、そこのあなた。あなたはどう思います？」

　エーファルトはレネに話を振った。急に指名されたレネは戸と惑まどいつつ答える。

「……その絵は呪われた絵」

「彼女がそう言っただけで、あなたがそう感じたわけではないでしょう？」

「でもアルマは神懸かり……」

「それだって疑わしいものです。王の前で力のお披ひ露ろ目めをしたときだって、事前に大神官の身辺調査をしておいて、ハインリヒ殿下と小こ芝しば居いを打ったのかもしれません」

「そんなことはしていません！」

　エーファルトは厭いや味みたらしくため息をついた。

「まあ、あなたが本物の神懸かりかどうかはひとまず置いておきましょう。それで、私の絵に言いがかりをつけて傷つければ、あなたの不出来が多少は直るのですか？」

　アルマは割れたカンバスをきつく握りしめ、ぐっと怒りをこらえた。

（挑ちよう発はつに乗っちゃダメ。だいたい、不出来なのは事実じゃない）

　だが、こんな絵を描く人に虚こ仮けにされっぱなしというのは、我慢がならない。

「……デュムラー卿。さっき、あなたはこの絵を『陛下もとても喜んでくださいました』とおっしゃいましたね？」

「ええ、言いましたが」

「それなら、なぜこの絵はミラルダ宮にあるんですか？　あの絵もです」

　割れたカンバスを持ち上げ、肩越しにもう一枚の肖像画も一いち瞥べつする。

「陛下がお気に召めした絵なら、もっと多くの人の目に触れる場所に飾られるのではないですか？　こんな保管庫代わりのミラルダ宮なんかじゃなくて」

　エーファルトの顔色が、暗がりでもわかるほど変化した。

「それは……私がそれを望んだから……」

「なぜです？　多くの人に見てほしいと思わなかったのですか？　いえ、仮に思わなかったとしても、一度納品した絵の扱あつかいに口出しする権利は画家にはないのでは？」

「な、なぜ……そうだ、私はなぜこんな……ううっ」

　急に苦しげな呻うめき声を漏らし、頭を押さえてよろめく。

　様子がおかしい。だが、逃げるならいましかない。

　アルマは割れたカンバスを抱えたまま、レネの手を引いて駆け出した。

「いまのうちに！」

　手に手を取って入り口の扉に向かって走り、エーファルトの横を駆け抜ける。

　平静を取り戻したエーファルトが素早く振り返って叫んだ。

「──逃がしません！」

　ぞくりとする声が聞こえた瞬間だった。

　突とつ如じよ、角灯の炎を囲う硝子ガラスが弾はじけ飛んだ。

　割れた硝子筒から炎が飛び出して、蛇へびのように襲いかかってくる。

「きゃあああああっ!?」

　アルマは思わずカンバスを取り落とした。炎はお仕着せのスカートに燃え移っている。赤い揺ゆらめきがじりじりと上がってくる恐怖に、気が動転する。

「アルマ、動かないで！」

　レネが脱ぬいだ靴くつを握りしめて、お仕着せに移った炎を叩きはじめた。

　まだ燃え広がる前だったので、十回ほど靴を叩きつけると炎は鎮ちん火かした。アルマは焦こげたスカートを見下ろして、へなへなとくずおれた。

「助かった……ありがとう、レネ」

「いいの。いいんだけど……さっきのは何だったの？」

　レネは靴を握りしめたまま、床で燃える割れたカンバスを茫ぼう然ぜんと見下ろしている。

「わたしにもわからないわ……」

　見たまま聞いたままを信じるなら、エーファルトが『逃にがしません』と叫んだ瞬間、角灯から炎が飛び出してきた、ということになる。

　そんな話、いったい誰が信じるだろうか。だが、確かにそう見えたのだ。

「そういえばデュムラー卿は？」

　アルマはエーファルトが立っていた方を振り返った。

　黒衣の画家の姿は既に消えていた。

　扉は一つしかないので窓から逃げたのだろう。窓はすべて閉まっていて開閉する音も聞こえなかったが、服が燃えて動転していたので気づかなかっただけかもしれない。

「彼、何者？」

「王の花冠画家で〈色彩の魔術師〉の異い名みようを持つ人気肖像画家。の、はずなんだけど」

「本当に魔術師だったりして」

「魔術師っていうのは秀ひいでた画家を褒ほめたたえるときに使われる決まり文もん句くよ。他にも魔術師って呼ばれている画家はたくさんいるわ」

「じゃあ悪魔」

「じゃあ、って。悪魔はとっくに滅ほろんだはずでしょ」

　悪魔王は建国の女王ジークリットによって極北の地に封印されているし、その配下の悪魔も二百年前に当時の王と神懸かりに追い詰められ、滅ぼされたと伝えられている。

「でも、過去に神懸かりが現れた事例には、王宮内に悪魔が入り込んでいたこともあったって聞いた」

「だからそれは、二百年以上昔のことだし……」

　言い返しつつも、アルマは鳥肌が収まらなくて袖をさすった。

　エーファルトが、悪魔。

　まさかと思う一方で、それならエーファルトの描いた肖像画からおぞましさや禍まが々まがしさを感じたことにも納得できる。悪魔は人を惑わす術を使うのだ。

（でも、カトリーネ様の部屋にある絵から何も感じなかったのは、どうして？）

　ディードリヒは、二枚の肖像画は今年になってから描かれたものだと言っていた。カトリーネの部屋の絵はそれ以前に描かれたものだからだろうか。

（今年になってからデュムラー卿は悪魔と入れ替わった？）

　アルマはかぶりを振った。考えるのはひとまず後回しだ。肖像画はもう一枚、ヘルムートを描いたものもあるのだ。そちらも処分しなければならない。

「アルマ！」

　悲鳴じみた声に振り向くと、レネが扉に両手を当てた格好で顔色を変えていた。

「扉が開かない！　鍵穴の中も動かないから鍵開けもできない……閉じ込められた！」

「えっ!?」

　慌てて駆け寄って、二人がかりで扉を全力で押した。

　普通、鍵がかかっていても押せば扉はわずかに動いたり軋きしんだりするものだ。だが、扉は微び動どうだにしない。まるで壁に描かれた扉の絵を押しているかのようだ。

「どうなってるの……」

　鼻び腔こうを嫌いやな煙けむりのにおいが掠かすめていった気がして、慌てて振り返る。

　レネがアルマを助けるときに放り出した、壊こわれた角灯。そこから伸びた炎が絨じゆう毯たんと長椅子に燃え移って、大きな炎を上げていた。
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　書類仕事を終えると、ハインは椅子の背もたれに寄りかかって伸びをした。

　ぼきぼきと肩から異音がし、思わず唇の端はしが歪む。

　凝り固まった肩を手で揉もみほぐすと、散らかった執しつ務む机づくえの上を整理しはじめる。こういった雑事を任まかせられる者を選ぶべきだと侍じ従じゆう長ちようから口くち添ぞえがあり、候補者の名めい簿ぼまで受け取っていたが、ハインはまだ従者をつける気にはなれなかった。

（侍従たちの働きぶりには感謝しているし、信用していないわけではないのだが）

　物思いに耽ふけりながら片付けていると、手にした書類がインク瓶びんにぶつかってしまった。

　倒れた瓶から机の上に黒いインクが零こぼれていく。

「……しまった」

　机の上は拭ふけばいいが、黒い飛沫しぶきがかかった手袋はもう使えない。

　多少の面めん倒どうくささを感じながら左手の手袋を外し、右手の手袋を外す。

　右手の甲こうに描かれた紫むらさき色の薔ば薇らにふと目が留まった。アルマが描いた契約の証あかしだ。

　その証が、消えていた。

　いや消えたのは一瞬で、すぐ浮かび上がってきた。そしてまた消え、浮かんでくる。

「何だ、これは」

　いままで何度手を洗っても風呂に入ってもまったく落ちないことも不思議だったが、瞬まばたきするみたいに明滅するなんてどう見ても異常だった。

「殿下！　殿下、いらっしゃいますか!?」

　扉越しに近この衛え騎士の切せつ迫ぱくした声が響いてきた。

　入室を許可すると、ルドルフが珍しく強張った表情で入ってくる。

「こちらにいらっしゃいましたか……寝しん室しつにいらっしゃらなかったので、もしやと」

「何かあったのか？」

「ミラルダ宮で不審火です。現在警備の者が消火活動に当たっています。延焼の危険性は低いですが、火が消えるまで〈翡翠の宮〉にはお戻りになられませんよう」

　ミラルダ宮は〈翡翠の宮〉や〈紅玉の宮〉など王族の居住区域に近い場所にある。

「わかった」

　ルドルフが立ち去ってから間もなくして、また扉越しに声を掛けられた。

「しつこいぞ、ルドルフ。今度は何だ？」

「あ、いえ……わ、私はカトリーネ様の女官の、ユリアと申します」

　震えた声が返ってきた。とりあえず入室を許可すると、見覚えのある女官がおずおずと入ってきて、スカートの横を摘んで一礼した。

「と、突然の無礼をどうかお許しください。実はアルマのことで、ハインリヒ殿下にご報告したいことが……」

　アトリエでの一幕を思い出し、一瞬胸が痛んだ。

「……アルマがどうしたというんだ？」

「はい。あの、実はアルマからミラルダ宮に忍び込みたいから見張りの交替時間を教えてほしいと言われて、教えてあったんです。それでさっき火事があったと聞いて、アルマの部屋を見に行ってみたら姿がなくて……一番仲良しだったレネも……」

「なっ……！」

　あああっ、とユリアは嘆なげいて顔を両手で覆おおった。

「きっと二人ともミラルダ宮の中ですわ！　ああ、どうしましょう！　私が余計なことを教えたばっかりに、アルマたちが……！」

「待て、とにかく落ち着くんだ」

　ユリアを落ち着かせようと両肩に手を掛けると、右手の甲にある契約の証が目に入った。

　紫色の薔薇はいまも不気味な明滅を繰り返している。

　もし、この薔薇の状態がアルマの危機を表しているのだとしたら。

　契約の絵筆は神々の時代から存在するものだ。加えて、描いたのは神懸かりのアルマだ。何か特別な力が秘められている可能性はある。

「ユリア、よく聞け。アルマがミラルダ宮に忍び込んだとしても、それはあいつが勝手にやったことだ。おまえが気に病やむことではない。わかったな？」

「は、はい……」

「おまえはカトリーネのもとへ戻れ。アルマのことは僕に任せろ」

　ハインはユリアとともに執務室を出ると、早足で廊下を抜けて政務館を飛び出した。

　中庭を通り抜け、回廊を通って〈紅玉の宮〉より奥にあるミラルダ宮を目指す。

　暗闇の中に赤々とした炎が上がり、濛もう々もうと煙けむりを上げているのが見えてきた。

　既にミラルダ宮の周りには人だかりができていた。その多くは消火活動に当たっている騎士や兵士たちだが、彼らを不安そうに見守っている使用人たちの姿も見える。

　本当に、あのミラルダ宮の中にアルマがいるのだろうか。

　ユリアが噓をついている可能性もあるが、真実である可能性がわずかでもあるかぎり、無視することはできない。

（なぜこんな馬ば鹿かな真ま似ねを……）

　突とつ拍ぴよう子しもないことをしがちではあるが、意味もなく愚ぐ行こうに及ぶ娘ではない。何か理由があってのことだろうが、いまは推測を重ねていられる状況ではなかった。

　ハインは人垣を搔き分けると、兵士たちが列になって水の入ったバケツを受け渡して運んでいるところに割って入った。兵士の一人からバケツの一つをひったくって頭から水を被る。

「ハインリヒ殿下、何をなさるんです！」

「中に人がいるんだ」

「飛び込むおつもりですか!?　危険です！　どうかおやめください！」

　制止を振り払って入り口に近づいていくと、今度は扉の前で斧おのやつるはしなどを構えている騎士が「お下がりください！」と制止してきた。

「そこを退どけ！」

「できません！　どちらにしても、扉が壊れて開かないので突入は無理なんです」

「だったらなぜ扉を壊さない!?」

「我々も壊そうとしているのですが、何をやっても傷一つつかないんです！」

「そんなわけがあるか。退け！」

　戸惑う騎士たちを押しやって、ハインはミラルダ宮唯ゆい一いつの扉に駆け寄った。

　そして扉に両手をつき、力いっぱい押そうと力を込めたときだった。

　ぱきん、と奇き妙みような音がして、扉がたいした抵てい抗こうもなく開いた。

「そ、そんな馬鹿な……さっきはあんなに……」

　愕がく然ぜんと呟く騎士たちを無視して、ハインはミラルダ宮の中へと飛び込んだ。

「──くっ！」

　中はひどい熱気だった。まるで石いし窯がまの中に飛び込んだみたいだ。視界は濛々とした煙に覆われてすこぶる悪く、目に沁しみる痛みで涙が滲んでくる。

　目を細めて見回すと、意外と近くに女官のお仕着せを着た娘が二人倒れていた。

「アルマ!!」

　ハインは見慣れた黒髪の少女に駆け寄り、ぐったりとした熱い体を抱き起こした。アルマは意識を失っていた。煙を吸い込んだのかもしれない。お仕着せのスカートには焦げ跡までついている。

「アルマ、返事をしろ！　アルマ！」

　頰を叩いても反応はない。苦しげに目を閉じた表情がせつなかった。

　なぜこんな無茶な真似をしたのだろうか。何か事情があったのなら、せめて相談してくれていたらと思わずにはいられない。

（相談できるわけがないか）

　アルマにアトリエでしたことを思い出すと、胃のあたりがむかついてきた。

　自分が苛いら立だちに任せて愚かな真似をしたから、相談できなかったのだろう。からかっただけ、などと言うべきではなかった。せめて気持ちを正直に伝えていたら。

　軽率だった過去の自分を罵ば倒とうしたい気持ちを抑おさえて、ハインは声を張り上げた。

「誰か、手を貸せ！　中にもう一人いる！」

　慌てて飛び込んできた騎士たちにもう一人の女官を任せ、ハインはアルマを抱きかかえて立ち上がった。







　誰かが自分を呼んでいる。切迫していて、心配そうで、とてもなつかしい声。

　この人にこんな声をさせてはいけない。目を覚まさなければいけない。

　強い焦しよう燥そうに押し流されるように、アルマは瞼まぶたを開けた。ぼんやりと霞かすむ視界が徐々に焦点を絞り、目の前にいる青年の顔を鮮明に映しだした。

　ハインが安堵で泣きだしそうな顔をして、覗のぞき込んでいた。

「アルマ……！」

　ぎゅっと痛いほど強く抱きしめられた。

　すうっと白びやく檀だんの香りを吸い込むと、酸欠気味の頭が徐々に状況を理解していった。

　そこはミラルダ宮の外だった。ハインの肩越しにバケツを運ぶ騎士の姿と、煙を上げるミラルダ宮が見える。そして、ハインの体は濡ぬれている。

　何があったのかを悟さとるなり胸の奥が苦しくなって、熱い涙がこみ上げてきた。

「……ハイン様、ごめんなさい……わたし、なんてことを……」

「もういい」

「よく、ないです……ハイン様を、危険に……」

　その先は嗚咽おえつに紛れて言葉にならなかった。

　ハインは何も言わずに頭を撫でてくれた。慣れない不器用さのある優しい手つきが好きだった。気持ちが安らぐのを感じて、アルマはハインの体に身を預ける。

　ふと、髪を撫でていた手がゆっくりと頰へ降りていき、顎を少し上向かせられた。

　不思議に思ったのもつかの間、顔が近づいてきて唇を塞ふさがれる。
















　柔やわらかい感触に陶とう然ぜんと目を閉じ、遅れて、自分の身に起きていることに気づいた。

　目を見開いて彼の胸を押し返すより早く、ハインがぱっと身を離した。

「悪い。たまらなくなった」

　あまりのことに絶句するアルマに、ハインはばつが悪そうに苦笑して言った。

「おまえが好きなんだ……こんなこと、言うつもりはなかったのだが」
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　翌日の御ご前ぜん会議では、昨晩のミラルダ宮きゆうの火事について略式の査さ問もん会かいが行われていた。

　国王と警備担当、芸術担当の大臣たちから厳きびしい糾きゆう弾だんを受けているのは、実際にミラルダ宮へ侵しん入にゆうした女によ官かんではなく、最近公務を再開したばかりの第一王子だ。

　彼は女官たちにミラルダ宮へ侵入するよう指示をしたのは自分だと主張していた。

　なぜミラルダ宮に侵入させたのか？

　絵の勉強になればと思って指示した。

　なぜ正規の手順を踏ふんで入館させなかったのか？

　絵を見せてやろうと思いついたのが夜で、鍵かぎの在あり処かを知る者が見つからなかった。翌日まで待つべきだった。

　供きよう述じゆつ内容には若じやつ干かん無理があったが、女官たちの証言との食い違いはない。

　ちなみに、なぜ国王の肖しよう像ぞう画がが割れていたのかについては、女官たちは「暗くてよく見えなかったから近くで見ようと壁かべから外したところ、誤って落として割ってしまった」と証言している。

　釈しやく明めいは最低限にとどめ、非を認めて謝罪と反省の言葉を口にする王子の姿に、以前の彼を知る者たちは当とう惑わくした。

　──ハインリヒ殿でん下かもお変わりになったな。昔はもっと傲ごう慢まんな方だったのに。

　──そりゃ十年以上前の話じゃろう。もっとも、昔はこんなくだらぬ問題を起こすような方でもなかったはずじゃがな。

　──殿下には困ったものだが、悪いことばかりでもないさ。見ろ、陛下を。

　廷てい臣しんたちの興味は、既すでに査問の内容から王子を糾弾する国王に移っていた。

　ここ数カ月すっかり覇は気きを失っていたテオドシウスが、憤ふん怒ぬに顔を紅こう潮ちようさせて我が子を問い詰めている。

　かつて視線で鳥も落とせると称されていた迫力ある眼まな差ざしが完全に復活していた。

　最近では国王の言葉を遮さえぎって発言することも多々見られた公こう爵しやくも、今回ばかりは口を挟はさむ隙すきがなく不ふ機き嫌げんそうな顔で黙もくしている。

　──出来の悪い息子がいると、自分がしっかりせねばと思うのかもしれませんなあ。

　──何を言うか、ハインリヒ殿下は出来が悪くなどないぞ。確かに神童と呼ばれていた頃に比べれば数段落ちるかもしれないが。

　──妙に殿下の肩を持ちますね。もしや殿下を王太子に担かつぎ上げるおつもりでは？

　──まさか！　ただ、うちにはちょうど年頃の娘むすめがおりまして。

　──なっ、抜ぬけ駆がけは許しませんぞ！　うちにだって今年十五になる孫娘が……

「私語は慎つつしめ！」

　国王の大だい喝かつに、ひそひそと囁ささやきあっていた貴族たちがひいっと震ふるえあがった。

「陰かげ口ぐちを叩たたきたければ退席して廊ろう下かで思う存分語りあってくるがいい！　そして二度と戻ってくるな！」

　そんな査問会の様子を、参考人として招しよう致ちされた〝彼〟は静かに見守っていた。

　いまだ陰いん鬱うつに表情を曇くもらせている公爵に目を向けると、心の声が響ひびいてくる。

（みじめに日陰で暮らしているうちは見み逃のがしてやるつもりでいたのに）

（こんなことになるならば、あのとき仕し留とめておくべきだった）

（邪じや魔ま者ものは排はい除じよしなければ。何としてでも、ディード殿下に玉座を）

　術の均きん衡こうが崩くずれはじめていることを〝彼〟は察知していた。

　あの二枚の肖像画には〈衰すい天てん秤びんの魔術〉をかけていた。

　描えがかれた一方の善よき意志を弱め、もう一方の悪あしき意志を強める術だ。前者は国王の肖像画に、後者は宰さい相しようの肖像画に施ほどこした。

　結果、国王はみずから善ぜん政せいを敷しこうという意志を失い、宰相は亡なき愛あい妹まいの忘れ形がた見みを玉座に座らせるため、次し第だいに声を大きくしていった。

　だが、国王の肖像画が破は壊かいされたことで、術が崩れてしまった。

　崩ほう壊かいした術式の行く先は暴走しかない。

　厄介な神懸かりが王宮にいるうちはおとなしくさせておきたかったが、こうなってしまっては術を施した本人にも止められなかった。

「……ま、あれを早急に始末したいというのは同感ですがね」

　自分にしか聞こえない声で呟つぶやいて、第一王子に目を向ける。

　手袋に包まれた右手には、いまも紫むらさきの薔ば薇らが描きたての瑞みず々みずしさで咲き誇ほこっているのが目に見えなくてもわかった。
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　翌日、アルマとレネは自室謹慎を言い渡された。

　軽けい微びな処分ですんだのはハインが自分の指示だとかばってくれたおかげだ。彼にはミラルダ宮から助け出されてすぐに事情を説明してあり、査問会でも口くち裏うらを合わせてくれた。

　主あるじの名誉を傷つけるなんて、侍じ女じよとしても花か冠かん画家としても失格だ。

（花冠画家はもう諦あきらめたわけだけど……）

　アルマは現在〈翡ひ翠すいの宮みや〉の使用人部屋の一つにいる。一時的にハインの侍女となったときに用意してもらった部屋だ。花冠画家を諦めると宣言してすぐ〈紅こう玉ぎよくの宮みや〉の女官部屋に戻されていたが、従犯のレネと同室では謹慎にならないので、アルマはこちらの部屋へ戻ってきていた。

　寝しん台だいに腰掛けて、壁に掛けた絵をぼうっと眺ながめる。

　エーファルトの描いた『旅人と出会うジークリットとマティアス』の絵が掛けられている。カトリーネから借りてきたものだ。

　その絵に描かれた旅人──に化けた悪あく魔まを凝ぎよう視しする。

（あのデュムラー卿きようが偽にせ者もので、悪魔と入れ替わってたのだとしたら……）

　不意に響いたノックの音に、アルマは思考を打ち切った。

「どうぞ」

　扉とびらが開き、入ってきた人物の姿を認めて、アルマは本当の意味で飛び上がった。

「ハイン様っ!?」

「入るぞ………………って、なぜ隠かくれる？」

　寝台と寝台の間の隙間に入り込んでうずくまっていると、呆あきれた声が降ふってきた。

「き、昨日の今日で合わせる顔がないんです……いろいろな意味で」

　ミラルダ宮から助けられたことも、騎き士したちの追及からかばってもらったこともそうだが、その間にされたことが強きよう烈れつすぎて気持ちの整理がつかない。

「ほう？」

　ハインは遠えん慮りよなく近づいてくると、寝台と寝台の間に身を滑すべらせ、アルマの目の前で身を屈かがめた。前と上を塞がれ、左右は寝台で背後は壁。退路はない。

「みずから逃げ場のないところに逃げ込むとは、相変わらず愚おろかなやつだ」

　ハインはアルマの髪を一ひと房ふさすくいとり、それを口元に引き寄せてそっと唇くちびるを押しつけた。アルマの顔がぼぼっと熱を孕はらむ。

「ぎゃあーっ、いきなり何をなさるんですか！」

「髪に口づけているが」

「見ればわかります！　そうではなくて……！」

「このくらいたいしたことではないだろう。挨あい拶さつみたいなものだ」

「どこの世界の挨拶ですか！」

「そういえばおまえ、僕の裸はだかを見たがっていたな？　脱いでやっても構かまわんぞ、おまえも脱いでくれるのなら」

「え、遠慮します！　身の危険を感じるので！」

　アルマはハインにすくい取られた髪を奪うばい返すと、勢いのままに全力で抗こう議ぎした。

「だ、だいたい何なんですか！　『言うつもりはなかった』とか殊しゆ勝しようそうにおっしゃっておきながら、何か開き直ってません!?」

「言うつもりがなかったことを打ち明けてみたら思いのほかすっきりしてな。やはり、人間おのれの欲望に忠実に生きるべきだ」

「自制は美び徳とくだと思います！」

「おまえの動どう揺ようっぷりが面おも白しろすぎて自制が効きかん。逃げられれば逃げられるほど追い詰めたくなるし、避さけられれば避けられるほどいじめたくなる」

「いじめはよくないですよ!?」

「愛があれば許される」

「許されませんっ！」

　と言っている間にもハインはまた黒髪を一房すくって口づける。

　それだけで、アルマは酢す漬づけの野菜みたいにへなへなになってしまう。

「勘かん弁べんしてください……！」

「そう思うならなぜ抵てい抗こうしない？　得意の投げ技わざはどうした？」

「そ、そこまでおっしゃるなら──せいやっ！」

　アルマは即座にハインの襟えり首くびを摑つかんだが、体に力が入らなくて持ち上がらなかった。

　ハインはどこか憐あわれむような眼差しを向けている。

「半はん端ぱな抵抗は男の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおるだけだぞ。それとも本当に煽っているのか？」

「煽ってません！　いまはちょっと力が入らないだけです……！」

「──僕が嫌きらいか？」

　唐とう突とつな質問に、アルマは口ごもった。

「嫌いやだったか？　僕にキスされて、気持ち悪いと思ったか？」

「……そんなことは、ないですけど」

「じゃあ、好きか？」

　アルマは言葉を失った。そんなこと、考えたこともなかった。

　胸の奥に細さざ波なみが立つようなざわつきが生まれ、脈が少しずつ上がっていく。

「……その、それは……わ、わたしには婚約者がいますし」

「答えになってないな。そんな回答で僕が満足するとでも？」

　おそろしいほど甘い声で囁くと、ハインはアルマの頰ほおに唇を近づけてきた。

（ひいぃーっ……！）

　アルマは身を硬かたくする。

　が、ハインはふと顔を離し、肩越しに背後を確認した。

「おかしい。カトリーネはなぜ邪魔をしてこない？　僕がアルマに手を出したことを知らないとは思えない。いまごろ『見つけ次第殺せ』と触ふれ回っていてもいいはず」

「カトリーネ様はそんなことをする御お方かたではありませんって」

「おまえはあの女を甘く見ている」

　興きようが削そがれたのか、ハインはアルマから身を離して立ち上がった。

　手を差し出されたが、アルマはその手を見なかったことにして自力で立ち上がる。いま彼の手を借りるのは危険な気がした。

「さて。いちゃつくのはこのくらいにして本題に入るか」

「『いちゃつく』というのは双方の合意があって初めて成り立つものだと思います……」

　あ、と思ったものの一瞬遅く、ハインはアルマの寝台に腰を下ろしてしまった。

　アルマは気き恥はずかしさを覚えながら、空あいている方の寝台に腰を下ろす。

「それで、本題というのは何ですか？」

「エーファルトの絵のことだ」

　ハインには既にエーファルトとのやりとりや二枚の肖像画のことを話してある。

「御前会議の後に父上とサシで話してきた。父上はここ数カ月の記憶が曖昧らしい」

「……え？」

　耳を疑った。さらりと言われたが、とんでもないことではないだろうか。

「ミラルダ宮の火事の知らせを受けて、二重の意味で目が覚めたそうだ。もうすっかり以前の父上に戻られているよ……おまえのおかげだ。父上に代わって礼を言う」

　王子みずから頭を下げられて、アルマは慌あわてて手をぱたぱたと振った。

「そんな……わたしが絵を割ったせいかどうかは、わかりませんし」

「偶然にしてはできすぎているさ。父上はあの絵に、またはあの絵を通してエーファルトに呪のろわれていたと見ていいだろう。ところで、絵はもう一枚あると言ったな？」

「はい、公爵を描いたものが。そちらは壊こわせませんでしたけど」

　絵の影響で国王が覇気を失っていたのだとしたら、公爵が宮廷で幅を利きかせるようになった理由も絵にあるのかもしれない。

「ディードに事情は伏ふせて捜さがさせたが、所在不明だそうだ。火事のどさくさで盗ぬすまれたのではないかと言っていたが……盗んだやつがいるとしたら描いた本人だろうな」

　描いた本人──エーファルト・デュムラー。

　肝かん心じんの絵がないのでは、絵を破壊してモデルを正気に戻すことはできない。

「ハイン様は、悪魔がデュムラー卿に化けていると思いますか？」

「わからん。悪魔など歌劇と神話の世界の住人くらいにしか思ってなかったからな。だがもしそうだとしたら、おまえの絵で正体を暴あばけるかもしれない」

　壁に掛けられた『旅人と出会うジークリットとマティアス』に目を向けて言う。

「だがおまえに描かせようにも、肝心のエーファルトが行方ゆくえ不明だ。査問会まではいたのだが……いま伝つ手てを使って城下を捜させているが、自宅にも帰っていないようだ。内ない縁えんの妻とも連絡を取っている様子はない」

「どうしましょう。わたしは明後日あさつてにはここを出て行かなければなりませんし」

「まだ機会はあるさ。来週、父上の即位二十五年を祝う記念式典が開かれる」

「え、それって今年は中止になったのでは……あ、そっか」

　正常な判断力を取り戻した国王が、式典の中止を撤てつ回かいしたのだろう。

「中止だと思い込んでいた使用人たちはてんやわんやで気の毒だがな。大臣たちが腹を揺ゆらして奔ほん走そうしている姿を見るのは気分がいいが」

　何かを思い出したように視線を上げて、意地悪な笑みを浮かべる。

「式典となれば花冠画家の出番だ。エーファルトのやつも嫌でも出て来ざるをえまい」

「ですから、その頃にはわたしはもう王宮には……」

「それも含ふくめて、僕に考えがある。ようは、やむにやまれぬ事じ態たいが発生しておまえの嫁入りが延期になればいいわけだろう？」

　ぎし、と音を立ててハインが寝台から腰を浮かせる。

　猛もう烈れつに嫌な予感がしてアルマは腰を上げたが、一瞬遅かった。

　腰に腕を回されてぐいと抱き寄せられた。頰に柔やわらかなものが触れる。

「わああっ、何を!?」

「頰ほお紅べに代わりだ。耐たえろ」

　にやりと性しよう悪わるな笑みを浮かべて、続けざまに口づけてくる。

　顎あごの近くに、こめかみに。額ひたいに、瞼まぶたに。鼻の上にまで。

　ハインの唇が触れたところが次々と火が灯ともるように熱を帯びる。次々と降ってくる雨のようなキスに顔が火ほ照てり、頭の奥がじんと甘く痺しびれた。

　体から力が抜けて、ついにはアルマは寝台に倒れ込んでしまった。

「よしよし。ほどよく赤くなったな」

　ハインはアルマを見下ろして満足げに顎をさすると、扉に向かって声を張り上げた。

「誰か来てくれ！　急病だ！　女官が熱を出して倒れている！」

　ひどい、あんまりですというアルマの叫さけびは、残念ながら声にならなかった。

　結局、アルマは本当に熱を出して三日寝込むはめになった。
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　体調を取り戻したアルマの耳に一番に飛び込んできたのは、いいのか悪いのかよくわからない知らせだった。

　ビルクナー伯はく爵しやく家けへの嫁入りは延期になった。

　その代わり、即位記念式典に参加する婚約者トビアスに同どう伴はんしてこいという。

　もともとサムエルとトビアスは即位記念式典が本当に中止なのかどうかを確かめにやってきたのだ。開催されるとなれば参加するに決まっている。そうなれば婚約者であるアルマを同伴させるのも、嫁入りが延期になるのも当然だった。

（キスされた意味、なかった……）

　熱を出して寝込んだ意味がまったくなかった。ハインもこうなることがわからなかったのだろうか。いや、そんなわけがない。絶対、キスする口実に使われたのだ。

　即位記念式典当日は、また女官たちに着付けてもらった。

　今回は濃こい青色のドレスだ。デコルテには精せい緻ちな金きん刺し繡しゆうが施されたレースが広がり、袖そでには淡たん色しよくのシフォンが幾いく層えも重ねられていて、生き地じの落ち着いた色に良い意味で反した華やかさと可か憐れんさがある。

　髪はしっかり編み込みを入れてまとめ上げ、真珠をあしらった小さな造花の髪飾りを挿さしてもらった。

　素敵なドレスだが、まだ新しいのにカトリーネが着ているところを見たことがないのが気になった。いいんですかと訊たずねると、カトリーネは心苦しそうに柳りゆう眉びを寄せた。

「このドレスはハインからあなたへの贈おくり物よ」

　膝ひざから崩れ落ちそうになった。

「ごめんなさいね。あたくしも苦く渋じゆうの決断だったのよ。あの子があなたに手を出したと聞いたときは腸はらわたが煮えくりかえって『見つけ次第殺せ』って首に懸けん賞しよう金きんを懸かけようかと思ったもの。でもアルマがあのケダモ……伯爵に嫁とついでしまったらもう会えなくなってしまうし、そうなるくらいならば……ね？」

　何が『……ね？』なのか。

　にしても、婚約者と参加する式典に、婚約者でも身内でもない男性から贈られたドレスを着ていくなんて、ものすごくふしだらな女になった気がする。

　だいたいハインもハインだ。アルマが彼の気持ちに答えられないことは承知しているはずなのに、なぜこんな嫌がらせめいた真ま似ねをするのだろう。

（どうせ、わたしが困るのを見て楽しんでらっしゃるんでしょうけど。だいたいわたしのことが好きだなんて悪趣味だわ。自分で言うのもなんだけど。何か悪いモノでも食べたとしか……え、ちょっと待って!?）

　脳のう裏りを、ハインの執しつ務む室しつで盗み見した手紙がふわりとよぎる。

　お世辞にも上う手まいとは言いがたいものだったが、愛の詩うたとしか思えなかった。城下に恋人がいるのではなかったのだろうか。

「まさか……二ふた股また!?」

　思わず声に出すと、カトリーネが小首を傾かしげて苦笑した。

「安心なさい、アルマ。あなたは二股なんてかけていなくてよ。あなたはいつだって、あたくし一筋だったもの。あなたの気持ちを疑ったことは一度としてなくてよ」

　たおやかな手でアルマの髪を撫なで、髪飾りの位置を直してくれる。

「あ、はい、ありがとうございます」

　言われた内容はほとんど頭に入ってこなかったが、擁よう護ごしてくれたのは何となく伝わったので素直に礼を言い、また思案に耽ふける。

（驚くことじゃないわ。陛へい下かだって最初に第一第二王妃と結婚して、その後カトリーネ様まで娶めとってらっしゃるじゃない。ハイン様がやったって何の問題もないわ）

　うんうんと一人で納なつ得とくする。自分は二番目以降だと思うと少し気分が落ち着いた。

　カトリーネ同様、複雑な面おも持もちの女官たちに送り出されて貴き賓ひん室しつに行く。

　サムエルとトビアスはアルマの姿を認めてぱっと破顔した。

「おお、そういう格好をすると我が妹とは思えないな。ちゃんと淑しゆく女じよに見えるぞ……だが、そんな高そうなドレスなんて持っていたっけか？」

「王おう妃ひ様にお借りしたんだろう。何だっていいさ、俺おれのために着飾ってくれたんだ」

「……そ、そうなんです……あはは」

　頰が引きつった。真実を描く神かみ懸がかりであるはずの自分が、噓うそをついている。

　神様、どうか愚かな依より代しろをお許しください。人選ミスです。
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　テオドシウスの即位二十五年記念式典当日は朝から夕方の鐘かねが鳴るまで城門が開かれ、誰でもニーホルン城の中央庭園までは自由に出入りできるようになる。

　城内はめかし込んだ人々で溢あふれかえっていた。この時間はまだ貴族たちよりも平民を多く見かける。庭園の端はし々ばしで旅芸人が自じ慢まんの技を披ひ露ろうし、吟ぎん遊ゆう詩人は叙じよ事じ詩しを弾き語り、駆け出しの画家は似顔絵を描いている。

　アルマはトビアスに連れられて城内を歩き回り、次から次へと現れる彼の知人友人恩人たちに挨拶していった。

　笑顔で会え釈しやくをしつつ、こっそりと周囲の人々に視線を配る。

（デュムラー卿はどこにいるのかしら）

　エーファルトを見つけたらすぐに絵を描けるよう、ドレスのスカートの中に小さめの画帳と細い木炭を仕込んである。しかしいまのところ、人で溢れかえった城内に国王の花冠画家の姿は見あたらない。

（陛下の花冠画家なら、必ずどこかにいるはずなんだけど……）

　だが結局、城内を歩き回っている間には見かけることはなかった。







　城門が閉ざされてからは、王侯貴族たちの時間となる。

　トビアスの腕うでを取って大広間へ足を踏み入れると、既に大勢の紳士淑女たちが集まり、歓かん談だんに花を咲かせていた。宮廷楽団の演奏が会話の邪魔にならない程度の音量で穏おだやかに響き、華はなやかながら和なごやかな空気を演出している。

　トビアスの腕を取りながら、ちらりと大広間の隅すみに目を向ける。

　花冠画家のために設しつらえられたイーゼルと椅い子すのそばに、肝心の画家の姿はない。

　席を外はずしているだけでどこかにいるのだろうか、と周囲を見回していると、眼鏡めがねの貴公子と目が合った。ディードリヒが笑顔で近づいてくる。

　トビアスがそれに気づいて背筋を伸ばした。

「これはディードリヒ殿下、ごきげんうるわしゅうございます」

「ビルクナー伯爵か。あなたがアルマの婚約者だったとは驚いたよ」

　二人は見知った間柄らしい。いくつか時候の挨拶を含む会話を交わして談だん笑しようしてから、ディードリヒは改めてアルマに顔を向けた。

「やあアルマ。今日はとても綺き麗れいだ。正直うらやましいよ」

「殿下もそう思われますか。実は俺も惚ほれ直したところです」

　わはは、と照れ笑いをするトビアスには悪いが、ディードリヒがうらやんでいる対象はトビアスではなく、素す敵てきなドレスを着せてもらえたアルマの方だ。

　アルマはトビアスに隠れてこっそりと、ディードリヒに耳打ちした。

「……どこの仕し立たて屋やのドレスか聞いておきますね」

「……よろしく頼む」

　ディードリヒは近づいていたときよりも格段に軽くなった足取りで離れていった。

　彼を王太子にしてしまって大丈夫なのだろうか。少し心配になってきた。

（ディードリヒ殿下はハイン様に王位を継ついでほしいみたいだけど。そういえばハイン様はどちらにいらっしゃるのかしら？）

　ドレスのお礼を言わなければ、と思って周囲を見回していると、ほどなくして一ひと際きわ多くの注目を受けている金髪頭を発見した。

　紳しん士したちからは興味と値ね踏ぶみの視線を、淑女たちからは熱い視線を向けられながら堂々と振る舞っているハインの姿を認めて、アルマは目を疑った。

　彼は青色の上着を着ていた。

（やられた……！）

　もちろんアルマも青いドレスだ。色味や生地の素材こそ違うものの、衣装を合わせたみたいになってしまった。

　恨うらみがましく見つめていると、ハインがアルマの視線に気がついた。にやりと得意げに笑って指先で青い上着の肩を叩いてみせる。

　だが、ハインは何かを認めるとすぐに顔を背そむけ、周囲の貴族とまた談笑しはじめた。

「悪かったなあ」

　野太い声にぎょっとすると、トビアスがハインの方を眺めていた。衣装がおそろいになってしまったことを突っ込まれるのでは、とアルマはついそわそわしてしまう。

「俺のせいでぎくしゃくしちまったみたいでさ。聞いたよ、ハインリヒ殿下とは友人だったんだって。衣装の色が合っちまうくらいだから、気が合ってたんだろうに」

「……トビアス様のせいなんかではないですよ。わたしが近いうちに結婚するということは、ハイン様もご存じだったはずですから」

　それに、いまや友人と呼んでいいのかどうかわからなくなってしまった。

　はっきりと好意を示してくれた相手に、いままでどおりに振る舞えるような強い心臓をアルマは持っていない。本当に、どう反応したらいいのだろう。

　煩はん悶もんしていると、にわかに周囲がざわめきはじめた。

　貴族たちが不快そうに眉まゆをひそめて扉の方を見やり、ひそやかに囁きあっている。

「まあ、いやだ。なんて格好かしら」

「まるで浮ふ浪ろう者しやだ。宮廷画家も質が落ちたものだな」

　何事かと思って見れば、一人の少年が大広間に入ってきたところだった。

　絵の具の染みがついた胴どう着ぎにサイズの合わない脚きやく衣い。栗色の髪の上に載のせた縁ふちなし帽子を右手で押さえ、左脇に画帳を挟み、左手には絵の具箱を提げている。

　いかにも画家という風体だが、かなり若い。アルマと同じか、年下かもしれない。

　その少年が帽ぼう子しを取って声を張り上げた。

「遅れて悪い！　エーファルトの旦だん那なが手を怪け我がしちまって描けないっつーから、俺が代わりに。俺はフーゴ・ヤンセンだ。よろしくなあ、旦那方！」

　場違いに軽けい薄はくな声を響かせて、少年は丸椅子に腰掛けてイーゼルに画帳を立て掛けた。無論そこは国王の花冠画家エーファルトのための席だ。

（デュムラー卿が欠席……!?）

　まさか国王の花冠画家が国王の即位記念式典を欠席するとは思わなかった。自分の立場を悪くしてまでアルマを避けるということは、やはりエーファルトには何か神懸かりに知られたくない秘密があるのだろう。

（でも、これじゃあデュムラー卿の正体を確かめることが……）

　アルマはハインの方に視線を向けた。

　ハインも同じことを考えていたのか、こちらに厳しい眼差しを向けている。

「陛下の花冠ともあろう者が欠席とは」

「まったく、最近の花冠はどうなっているのだ。嘆なげかわしい」

　貴族たちが式典をさぼった花冠画家の陰口を囁きあう中、国王夫妻の来場を告げる鈴すずの音が鳴り響いた。

　両開きの扉が開け放たれ、テオドシウスとカトリーネが並んで入場する。

　二人ともそろいの紫地の衣装を身に纏まとい、頭ず上じようには王冠とティアラ。テオドシウスの方は公おおやけの場でのみ身につける赤のマントを羽は織おっている。こうしてみると美男美女の絵になる夫妻だ。夫婦仲が冷えきっているのが残念でならない。

　国王夫妻がハインにディードリヒ、そしてヘルムートが待つ高座に登って玉座につくと、給きゆう仕じたちが大急ぎで酒しゆ杯はいを配りはじめた。なみなみと注そそがれているのは赤黒い葡ぶ萄どう酒しゆだ。

　トビアスが自分のぶんを受け取ると、アルマのぶんも手に取って差し出してきた。

「どうぞ、俺の未来の奥様」

「……ありがとうございます」

　未来の奥様、に少し頰が引きつりそうになったが、笑顔で礼を言って受け取る。

　高座では、ハインやディードリヒ、カトリーネも酒杯を手に取っている。

　最後にテオドシウスにまで酒杯が行き渡ると、彼は玉座から立ち上がった。

「今日という良き日をみなと迎むかえることができて嬉うれしく思っておる。長ったらしい挨拶は抜きにしよう。余よは気が短い。今日は存分に楽しんでいってくれ」

　そう言って手にした酒杯を高々と掲かかげる。貴族たちも一斉に王に倣ならった。

「我われらがユグドリスに栄光あれ！」

「我らが王に！」

　乾杯の合図に、みな一いつ斉せいに酒杯を呷あおる。

　葡萄酒が苦手なアルマは、覚かく悟ごを決めて口をつけた。舌先を少し湿らせただけで、すぐに口を離す。上等なものなのだろうが、やはり苦いのは不ふ得え手てだ。

　ふう、と葡萄酒を近くのテーブルに置いたときだった。

　がしゃん！　と硝子ガラスの割れる音が鳴り響いた。

「殿下！」

　誰かの悲痛な叫び声が、大広間を駆け抜けた。







　低いどよめきに、甲かん高だかい悲鳴があがる。

　高座の隅で誰かが倒れている。あの髪と衣装はディードリヒのものだ。

　ヘルムートが血相を変えてディードリヒに駆け寄って抱き起こすが、第二王子は口から赤黒い液体を垂たらしてぐったりとしている。

「調薬師を呼べ！　この症状はおそらくウカンソウの毒だ！」

　再び硝子の割れる音が響いた。

　ハインだった。端たん整せいな顔を蒼そう白はくにして、気分が悪そうに口元を押さえている。足元には割れた酒杯がちらばり、足元に赤い水たまりができている。

「ハインリヒ、まさかおまえまで……！」

「いや……僕は、大丈夫だ。なんともない。なんとも」

　父王の問いに、自分に言い聞かせるように答える。どう見ても大丈夫な様子ではない。

　アルマは高座に駆け寄ろうとして、後ろから腕を引かれた。トビアスがアルマの手首を握にぎり、厳しい顔をして首を横に振る。

「ここを動かない方がいい」

「でも……！」

「酒杯が運ばれてくる前に毒を盛られていたのでなければ、実行できたのは給仕か、高座にいる誰かだ。心配なのはわかるが、いまは近づいちゃいけない」

　見れば、給仕は既に騎士たちに拘こう束そくされていた。青白い顔に涙なみだを浮かべて震えているさまは、とても王子の暗殺を謀はかった人物とは思えない。

（ディードリヒ殿下……どうしてこんなことに）

　そのとき、不意に首筋のあたりにぞくりと鋭するどい怖おぞ気けが走った。

　国王の肖像画を見たときのような、身の毛がよだつ感覚だ。慌てて周囲を見回すが、誰もアルマの方を見てはいない。見ているのは天てん井じよう画がの神々だけだ。

　いや、もう一人。吹き抜けの二階にある回かい廊ろうに、黒い影があった。黒衣を纏った男が悠ゆう然ぜんとこちらを見下ろしている。

（デュムラー卿……！）

　視線が交こう錯さくし、アルマは体が石になったかのように動けなくなった。

　そんなアルマをエーファルトは侮ぶ蔑べつの眼差しで一いち瞥べつと、ふっと冷れい徹てつな笑みを浮かべ、黒衣を翻ひるがえして二階の通路の向こうへ消えていった。

（まさか、この状況ってデュムラー卿が関与しているの？）

「──放しなさい！　これは何かの間違いよ！」

　金切り声に驚いて高座の方へ視線を戻してみれば、カトリーネがヘルムートに手首を摑まれて、不快そうに顔を歪ゆがめていた。

　ヘルムートのもう一方の手には、親指ほどの小さな薬くすり瓶びんが握られている。

「ではこれは何だというのですか。あなたのドレスの飾りの中から見つかったのですよ」

「知らないわ！　誰かにはめられたのよ！　あたくしがディードを手にかけようとするはずがないでしょう！　ハイン、あなたもなんとか言って！」

「僕もカトリーネではないと思う。カトリーネならば、証しよう拠こを残さないばかりか気に入らないやつに罪をなすりつけるくらいの芸当はしてみせるはずだ」

「ハインっ、嬉しいけどあんまり擁護になっていなくてよ！」

　ディードリヒのもとにはようやく侍じ医いたちが駆けつけ、解げ毒どく治療がはじまろうとしていた。既に葡萄酒を金かな盥だらいに吐はき出させられた王子は、胃の中を洗浄するために水を飲ませられている。

「ハインリヒ、おまえは何か知っているのではないか？　さきほどディードと杯さかずきを取り替えているのが見えたが」

　テオドシウスの指摘に、ヘルムートが憤慨して詰め寄った。

「まさかハインリヒ殿下、あなたがディード殿下に毒を……！」

「違う！　ディードが取り替えてほしいと言ってきたんだ。そっちの方が量が多そうだからと。僕にはほとんど変わらないように見えたが」

「噓をつけ！　自分の杯に毒を入れて、それをディード殿下に無理やり押しつけたのだろう！　実の弟を手にかけようとは、この悪魔め！」

　ヘルムートがハインに摑みかかろうとして、他の大臣たちが身を挺ていして阻止する。だが貴族たちの疑ぎ惑わくの視線は容よう赦しやなくハインに降り注がれていた。

　みな、ディードリヒが死んで得をする人間はハインしかいないと思っているのだ。

　腹の底から炎ほのおのような熱がこみ上げてくるのを感じた。

（そんな目で見ないで……！）

　ハインがどれだけ弟を大切に想っていたかも知らずに、彼に不審の目を向ける貴族たちが許せなかった。ざわざわと広がる雑音にも耐えられなくなり、

「──お待ちください！」

　気がつけば、アルマはそう声を張り上げていた。

　貴人たちの視線が集中する。だがアルマは怯ひるまなかった。

　大勢の人間に注視される緊きん張ちようなど、この怒いかりの前では塵ちりに等しい。

「わたしは当代の神懸かり、アルマ・クラウスです。ディードリヒ殿下に毒を盛った不届き者の正体、神懸かりの力で暴いてごらんにいれましょう！」

　大広間が一瞬、静まり返った。遅れて、どよめきが広がる。

「神懸かりだと……？」

「この娘が？　まだ子どもではないか」

　貴族たちが不ふ審しんと好奇とわずかな期待の入り交じった視線を向けてくる。

「あ、アルマっ、おまえ何を……むぐっ」

　サムエルが仰ぎよう天てんした様子で近づいてこようとし、途中で貴族たちの背中に阻はばまれて身動きがとれなくなる。

　高座でカトリーネが期待に表情を輝かせ、騎士の制止を振り切って身を乗り出した。

「そうだわ！　神懸かりの力があたくしの無実を証明してくれるはずよ！　アルマ、やっておしまいなさい！」

「確かに、我らには神懸かりがいるのだった。アルマ・クラウスよ。その手で真実を描き出してみせよ」

　王妃と国王の賛同は、アルマが神懸かりであることを裏づけるには充分だった。

　貴族たちの群れが左右に割れて、アルマのために道を空ける。

　ふと肩に大きな手が触れた。トビアスが心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

「……大丈夫なのかい？」

「大丈夫です。トビアス様は下がっていてください」

　努つとめて毅き然ぜんと答えたものの、あっ、と大事なことを思い出した。

（どうしよう、画帳も木炭も服の中だわ……）

　これだけ大勢の視線に晒さらされている中でドレスをめくることなんてできない。かといって一度退席して別室で取り出していては、犯人に逃げられるかもしれない。

（し、しかたないわ！）

　むんず、とドレスの横を摑んだとき、不意に後ろから肩をつつかれた。

　振り向くと、さきほどフーゴと名乗った少年画家が画帳と木炭を差し出していた。

「これ、貸してやるよ」

「あ、ありがとう」

　おずおずと受け取る。おかげで早まった真似をしないですんだ。

　フーゴはぱちんと目配せウインクをすると、軽い足取りで去っていった。

　まさかエーファルトの代理の画家から助けられるとは思わなかった。彼はエーファルトの知ち己きであっても仲間ではない、と見てよさそうだ。少しほっとする。

　気を利かせた貴人たちが大広間の隅から花冠画家用のイーゼルと丸椅子を運んできて、高座の手前の中央へ置いて、逃げるように退しりぞいていく。

　アルマは高座にいる面々を見上げた。

　不安顔でこちらを見つめるカトリーネに、厳しい顔つきのテオドシウス、苛いら立だった様子のヘルムート。そして、平静を装ってはいるがまだ少し顔色の悪いハイン。

　アルマはハインやカトリーネが犯人ではないと信じている。カトリーネにはディードリヒを殺す理由がないし、ハインは異い母ぼ弟ていを陰ながら支えていた。

（ずっと変な癖くせと思っていたし、人が描けないのはいまでも嫌だけど）

　いまはこの力に感謝したいくらいだ。おかげで、自分の手でハインたちを助けられる。

　アルマは高座の前へ進み出た。イーゼルと丸椅子の手前でいったん足を止めると、ドレスの横を摘つまんで優ゆう雅がに一礼する。

「王家の皆様におかれましては、わたしの力のことは既にご存じかと思います。どうかその場から離れず、この手がディードリヒ殿下の飲まれた毒の真実を描き出すのをお見守りください。わたしも、この手を神の意志に委ゆだねます」

　少し声を震わせながらもつかえることなく宣言し、丸椅子に腰を下ろす。

　借りた画帳をめくると、おそろしく精巧な素そ描びようが出てきた。

（何これ、ものすごく上手い！　……って、いまは他人の才能に驚いてる場合じゃないわ）

　深呼吸をして感情を落ち着けると、王族たちに目を向けながら木炭を構えた。

　今回は〝精神の青〟の力は借りられない。だが、さきほどの宣言が神に届いていれば、この手が惑うことはないだろう。

　木炭の先を画紙に押し当てたとたん、くらりと眩暈めまいが襲おそってくる。

　視界が溶とけた飴あめみたいに歪んでとろけ、周囲の光景が遠ざかっていく感覚。

　代わりに、大いなる存在がアルマを纏うように体に入り込んでくる。

（お任まかせします……真実を。どうか、わたしの大切な人を助けてください）

　そうしてアルマは、喜んで意識を手放した。







　目を覚ますと、アルマはトビアスに体を支えられていた。

「……ありがとうございます、トビアス様」

「いいってことよ。特等席ですごいもんが見られたしな」

　トビアスが少年のように目を輝かせて言う。彼が〝あれ〟を見てどんな感想を抱いだいたのかは考えないことにして、アルマは大きな腕に促うながされて起き上がった。

　周囲には既に大臣たちが集まってきていた。顔を突き合わせて画帳を覗き込み、驚きよう嘆たんの表情を浮かべながら、これは、いやしかし、と口々に呟いている。

　ちょっと失礼、と大臣たちの輪にトビアスが割って入り、画帳を取り上げた。

「僭せん越えつではありますが、クラウス嬢じようの婚約者であるこの俺、トビアス・ビルクナーがこの場を取り仕切ることをお許し願いたい。証人はこの場にお集まりになった紳士淑女の皆様方だ。神懸かりによる裁定を見届けようではありませんか」

　朗々と声を響かせて、画帳を頭上に大きく掲げる。

「まず一枚目だ。テオドシウス陛下」

　素描のテオドシウスは、何も知らない顔で酒杯を掲げている。無実は証明されたが少し間が抜けて見えるせいか、高座の国王が不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめた。

「二枚目、カトリーネ王妃」

　場が騒然となった。

　素描のカトリーネは、ドレスの花飾りの中から薬瓶を覗かせている。

　薬瓶の近くには、いかにもそこに薬瓶を差し込んだという仕草をした手首が浮かんでいる。その手はどう見ても男の手だった。

「ほらごらんなさい！　誰かがあたくしのドレスに薬瓶を忍ばせたのよ！」

「だが、これでは誰がやったのかわからぬではないか」

「次にまいります。三枚目、ハインリヒ殿下」

　騒がしかった大広間がとたんに静まり返った。

　絵の中のハインは、小さな薬皿を呷あおっていた。足元には割れた薬皿らしき破片が転がり、床に液体が零こぼれているのが見て取れる。

（これって、もしかして十二年前の事件の!?）

　アルマが絵を描く前に「ディードリヒ殿下の飲まれた毒」という表現をしたせいで、同じウカンソウの毒が使われた過去の事件の秘密まで描いてしまったのか。

　十二年前の真実が描かれたということは、逆に言えばハインは今回の事件には無関係だという証明になる。だが、事情を知らない者の目にはそうは映らないだろう。

（どうしよう……）

　ハインを助けようとして、逆に彼に疑うたがいの目を向けさせてしまった。

「ハインリヒ、この絵を説明してみせよ」

　テオドシウスが、貴族たちが半信半疑の目を向ける。

　ハインはしばし思い詰めた表情で俯うつむいていた。だがやがて決心がついたのか長い息を吐くと、すっと顔を上げて口を開いた。

「この絵に描かれていることは真実だ。僕は解毒薬を飲んだ」

「おまえまさか……！」

「ただし、僕が解毒薬を飲んだのは十二年前だ。母とともに毒を盛られたときに」

　周囲がまた大きくざわめいた。

「あなたがたは不思議に思わなかっただろうか。同じ毒を飲まされて、まだ体の小さかった僕が生き延び、母上が死に至ったことに。簡単なことだ。僕は、自分のぶんの解毒薬を零してしまった。母上は、ご自分のぶんを僕に譲ゆずってくださったんだ」

　ハインは手を握りしめた。そして震える拳こぶしを自分の胸に押し当てた。

「我が母、オイフェミアは良き母であり、良き王妃だった。それを僕の不ふ手て際ぎわで死なせてしまったことを、この場を借りて謝罪する。だが、誓ってディードに毒を盛ってなどいない。本当だ。僕はこれ以上家族を失いたくはない。信じてほしい……」

　見ていて胸が痛んだ。目を逸そらしてしまいたい。だが目を逸らせない。

　気持ちだけは彼の花冠画家だ。彼の生き様を目に焼きつけるのが使命だと思った。

「四枚目、ゲルトハルト公爵」

　トビアスが宣言して画紙をめくる。

　ヘルムートは右手を横に差し出した格好で描かれていた。

　一見するとおかしなところは見あたらない。ヘルムートがそれ見たことかとばかりに胸を張って鷲わし鼻ばなを高くした。

「このとおり、私は無実だ。神懸かりもそれを証明している！」

「いや、待て。よく見ろ──手首がないぞ」

　絵の中でヘルムートが差し出した右手には、手首から先が描かれていなかった。

　そこだけ描き忘れたかのようだが、もちろん神が忘れるなんてことはありえない。

「何だこれは。いったいどういう意味だ？」

「そうだ、わかったぞ。カトリーネ妃の絵と合わせれば……」

　トビアスから画帳を奪った大臣たちが二枚の絵を画帳から引き裂さき、それらを重ね合わせる。みな得心したように頷きあった。

「見ろ、ぴったりだ」

「では本当に公爵が……？　まさか」

　無数の視線が、ヘルムートに集中する。だが、彼は動じなかった。

「失礼、私としたことが申し忘れておりました。実はその薬瓶はカトリーネ妃が一度落としたのです。ドレスの花飾りに隠してらっしゃったようですので、大事なものかと思い、こっそりと戻して差し上げただけです」

「噓よ！　でたらめだわ！」

「少々苦しい言い訳ではないか、ヘルムートよ」

　カトリーネとテオドシウスに立て続けに責められても、顔色一つ変えない。

「そうはおっしゃいますが陛下、神懸かりの絵は鑑かん賞しよう者しやがどう受け取るかによっていくらでも解釈できるものばかりです。これだけで私がディード殿下に毒を盛り、カトリーネ妃に罪を押しつけたという証拠にはなりません」

　ヘルムートが毅然とした態度で反論する。

　彼の言葉には一理ある。神懸かりの異能による絵は、あくまでただの絵だ。描き出された真実もしょせん真相の一面を切り取ったものにすぎない。

（わたしではハイン様を助けられないの……？）

　何のための神懸かりなのだ。悔くやしくて、でもどうすることもできなくて、自分で自分の手をぎゅっと握りしめる。

「──最後。五枚目、ディードリヒ殿下」

　トビアスの声に、まだ絵があったのかと驚いて顔を上げる。

　神懸かりの力は治ち療りよう中のディードリヒまで描く対象に含めていたらしい。

　素描のディードリヒは思い詰めた表情で酒杯を呷っていた。酒杯の中に満ちたものが、口に含むのが憚はばかられるものだと知っていながら、敢あえて呷ったかのように見える。

「なぜだ！　なぜ、殿下……殿下！」

　ヘルムートがディードリヒにすがりついて、悲痛な叫びをあげる。

　ハインはその様子を茫ぼう然ぜんと眺めながら、力のない声こわ音ねで呟いた。

「わざと飲んだのか……なぜこんな愚かな真似を」

「愚かだと！　貴様のせいで、殿下はっ……！」

　怒りの形ぎよう相そうで振り仰ぎ、ヘルムートがハインリヒに飛びかかった。怒れる公爵の手元には、ぎらりと鈍にぶく輝く短剣の刃やいばがある。

　衣を裂くような悲鳴があがった。自分の声だったかもしれない。

　ハインははっと我に返って振り向いた。

　だがその頃には逃れられない位置に凶きよう刃じんが迫っている。

　かばうように振り上げたハインの右手に刃が突き刺さる──そう思えた刹せつ那な、きんっ、と奇妙な音がして、ヘルムートの刃が大きく弾はじかれた。

「なっ……!?」

　双方が虚きよを衝つかれた顔になる。

　いち早く動いたのはハインだった。とっさに足を振り上げ、ヘルムートの手から短剣を蹴けり飛ばす。短剣が飛んでいった先で悲鳴があがり、逃げそこねた貴婦人が転倒した。

「何をしている！　取り押さえろ！」

　怒ど気きを孕はらんだ王の一声に騎士たちが我に返り、一斉にヘルムートへと押し寄せる。

　茫然自失としていたヘルムートはたいした抵抗もなく、あっさり取り抑えられた。

　アルマは思わずその場にへたり込んだ。本当に、心臓が止まるかと思った。

「おつかれさん」

　トビアスが苦笑して手を差し出してきた。男性の平均より大きくたくましいその手を借りて、アルマはよろけながらなんとか立ち上がる。

「ありがとうございます、トビアス様」

「あんた、大勢の前に出るのは苦手そうなのによくやったなあ。よっぽどハインリヒ殿下が大切と見えるが……本当にただの友人か？」

　トビアスが苦笑しながら茶ちや化かすように訊ねてくる。アルマも苦笑で応じた。

「友人ですよ。少なくともわたしはそう思ってます。でも……」

　高座の上で、自分の右手を愕がく然ぜんと眺めているハインに目を向ける。

「ただの友人じゃありません。世界で一番大切な人です。できることならばずっと一緒にいたい、ずっと描いていたいと思えるくらいに」

　そう口に出してから、ようやく納得のいく答えが見つけられた気がした。

　一番大切な人。本当にそうだ。彼のためだと思えば花冠画家の夢も諦められるし、大勢の前で声を張り上げて名乗り出て、絵を描くことだってできる。

　トビアスが驚いたような、呆れたような目つきになった。

「……そりゃ友人っていわねえよ」

「え？」

「そういうのを惚れてるっていうんだ。まいったな。俺はとんだお邪魔虫だったらしい」

　アルマは理解が追いつかず、困り顔で頭を搔かくトビアスを茫然と見上げてしまった。
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　王都ジークセンのはずれに、アトリエ長なが屋やと呼ばれる古びた集合住宅がある。

　売れない画家や画家見習いたちが多く住んでおり、床も壁も天井にもテレピン油のにおいが染みついている。床は腐くさりかけて軋きしみ、天井からは雨あま漏もりも珍めずらしくない。

　そんな長屋の一室に、黒衣の男が足を踏ふみ入れた。

　室内にはいくつものイーゼルと無数のカンバスが乱立して視界を塞ふさぎ、見通しが悪い。画材の雑ぞう木き林ばやしを、男は黒衣を引っかけまいと慎しん重ちように進んでいく。

「いきなり呼びつけるとは、いったいどうしたのです。昨日のことでしたら……」

「──残念だが、おまえを呼んだのはフーゴではない。僕だ」

　黒衣の男、エーファルトがはっと息を吞のんで足を止める。

　巨大なカンバスの陰に身を潜ひそめていたハインが姿を現すと、エーファルトは弾かれるように身を翻した。すぐにカンバスの一つにぶつかって踏鞴たたらを踏む。

　そこを、ハインは背後から迫って襟首を摑み、床に引きずり倒した。

「ぐっ……！」

「おまえが僕を避けていた理由がわかったぞ。おまえはこの手を恐れていたんだ」

　ハインは黒衣の胸倉を摑む手を左手に持ち替えると、右手でエーファルトの顔を鷲わしづかみにした。

　右手の甲には、瑞々しいほどはっきりと描かれた紫色の薔薇。

「ぐあああああああっ！」

　ただ顔を摑まれただけでは到底出そうもない、断末魔の叫びが画家の喉のどから逬ほとばしる。

　次の瞬間、エーファルトの体から黒い霧きり状のものが勢いよく噴ふきだした。
















　ぶわりと舞い上がった黒い霧が虚こ空くうで羽虫の大群のように蠢うごめき、人の顔らしき不気味なかたちを作った。

『……ユグドリス、滅ほろぶべし……ジークリットの血統、途と絶だえるべし……』

　黒霧はしばし怨えん嗟さの声を撒まき散らしながら漂ただよっていたが、窓から差し込む日の光を浴びると、やがて空気に溶けるように消えていった。

　ぐったりと動かなくなったエーファルトの体から、ハインは手を離した。

　右手を目の前に掲げて、甲に描かれた紫色の薔薇の絵をしげしげと眺める。

「優秀な画家が描いた証あかしは決して傷つけられず、魔をはねのける力がある、か」

　ヘルムートに襲われたとき、確かに刃が当たったはずのその場所には傷どころか痕こん跡せき一つつかなかった。

　ミラルダ宮が燃えたときもそうだ。騎士たちがこじ開けようとしても決して開かなかった扉が、ハインが触れたとたん急に開いた。

　あれはおそらく、契約の証が魔の力を打ち破ったからだ。

「何いまの、すっげえ。あれが悪魔ってやつ？　俺、初めて見た」

　ぼろい長椅子の裏に隠れていたフーゴがひょっこりと顔を出して、黒い霧が消えた方向を目で追った。彼にはエーファルトを呼び出すために協力してもらっていた。

「エーファルトの旦那、死んじまったのかい？」

　フーゴは言葉遣づかいというものを知らないらしい。ハインも気にする方ではないので特に咎とがめず、エーファルトの首筋に手を当てて確認する。

「いや、脈はある。気を失っているだけだ」

　エーファルトにはなぜ悪魔に取り憑つかれる事態になったのか、王の前で事情を説明してもらわなければならない。まだ死なれては困る。

「なあ殿下。それより例の約束、頼んだぜ？」

「羽振りのいいパトロンを紹介すればいいんだったな。承知している」

「別にあんたの二人目の花冠でもいいんだけど。まだ手は片方空いてるだろ？」

「……両手に薔薇を描かれたくはない」

　ハインは渋じゆう面めんになって右手の紫の薔薇をさすった。

　中止になった記念式典の後、騎士たちによる尋じん問もんを受けたヘルムートは素直に犯行を自供した。十二年前の事件についてもだ。

　──殺すつもりなどなかった。少し脅おどかしてやれればそれでよかったのだ。

　──解毒薬も二人ぶん作れると見越していたのだ。

　──貴様が零してしまったせいで私は暗殺犯だ、どうしてくれる！

　みじめにわめき散らす姿を見たら、怒りも湧わいてこなかった。

　ハインは苦いため息をつくと、あまり綺麗ではない長椅子にどっかりと腰を下ろし、エーファルトが目を覚ますのを静かに待った。
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　がらんとしたアトリエの隅すみで、アルマは木製の丸まる椅い子すに腰こし掛かけていた。

　ぼんやりと虚こ空くうを見上げて、はあ、と憂ゆう鬱うつなため息をつく。

　もともと少なかった荷物はとうにまとめ終え、あとは「出しゆつ立たつぎりぎりまで使うかもしれないから」と言って残してもらった画帳が一冊、作業台の上に載のっているだけだ。

（ここにいられるのも、明日までかあ……）

　もう何度目かわからないため息をつく。

　今度こそさよならなのだ。カトリーネとも、女によ官かん仲間たちとも。ハインとも。

（わたし、ハイン様のことが好きだったのね）

　お別れをする直前になって気づくなんて、我われながら馬ば鹿かすぎる。

　しかも、婚約者に指し摘てきされてようやく恋心を自覚するという間抜けぶりだ。

　自覚してしまえば納なつ得とくするのは早かった。

　彼はアルマの話に呆あきれながらもいちいちつきあってくれた。女官ではなく、一人の画家志望として扱あつかってくれた。報むくわれなかった努力を、よく頑がん張ばったと認めてくれた。

　ときに叱しかり、ときに慰なぐさめてくれた。いつも守り、炎ほのおの中にまで助けにきてくれた。

　照れ隠かくしの意地悪も、ふて腐くされた表情もひそかにお気に入りだった。とりわけ気に入っていたのは、頭を撫なでるときの不器用で優しい手つき。

　思い当たるふしはいくらでもある。というか、結構めろめろじゃないか、自分。

　しかし、問題はそこではないのだ。

（天てん啓けいだと思ってたんだけどなあ）

　ハインの姿を初めて目にしたときに受けた、あの痺しびれるような衝しよう撃げき。

　てっきり、画家の天啓だと思っていたのに。

（考えてみたら、わたしみたいな下へ手たくそに天啓なんて訪おとずれないわよね……）

　こんこん、と扉とびらをノックする音で、アルマは思考を打ち切った。

　顔を上げて「どうぞ」と気のない返事をすると、ややあって黒衣の男が入ってきた。

「デュムラー卿きよう!?」

「驚かせてすいません。もう何も取り憑ついていませんから、安心してください」

　女官仲間から聞いた話では、エーファルトはハインに付き添そわれて出頭し、国王の前で自分の身に起きたことを洗いざらい告白したという。長いスランプに苦しんでいた彼は、闇やみの中から響ひびいてきた悪魔の囁ささやきに耳を傾かたむけてしまったらしい。

　二百年ぶりに悪あく魔まの存在が確認されて、いま王宮はてんてこまいだ。

　悪魔に体を支配されていたエーファルトが罪に問われることはなかったが、責任を取って花冠画家の職を退しりぞこうとする彼を、国王は必死に慰い留りゆうしたそうだ。

　魔術の呪のろいにより暴走したヘルムートもまた、咎とがめを受けることはなかった。

　ただしディードリヒの暗殺未み遂すい事件に限っての話だ。現在彼は十二年前の第一王妃暗殺及び第一王子暗殺未遂事件についての取り調べを終え、拘こう留りゆうされている。

「あなたにお礼を申し上げたくて来ただけです。本当に、あなたとハインリヒ殿下がいらっしゃらなかったらどうなっていたか……感謝してもしきれません」

　恭うやうやしく胸に手を添えて穏おだやかに微笑ほほえむ。

　理知的でありながら人好きのする表情に、アルマは目を疑うたがった。

（これが本当のエーファルト・デュムラー様？　別人みたい）

　エーファルトに謝らせたままだったことに気づいて、ぶんぶんと頭を横に振る。

「そのことでしたら、気にしないでください。わたしももう気にしてませんし。とにかく、デュムラー卿がご無事でよかったです」

「ありがとうございます……おや、それは片付けなくてよろしいのですか？」

　と、エーファルトは作業台の上に放置された画帳に手を伸ばした。出来の悪い素そ描びようをぱらぱらと見られてしまい、アルマは首をすくめて恥はじ入った。

「結構練習したつもりなんですけど、やっぱり見ないで描くのは難しくて」

「描けているではありませんか」

「え……？」

　エーファルトが見せてきたのは、いつぞやの後から修正したハインの素描だ。

　拗すねた顔になってしまい、似ているけれど肖しよう像ぞう画が向きではないと思った一枚だ。

「殿でん下かの人ひと柄がらがよく滲にじみ出ています。肖像画にはあまり向いていませんが、私はいい絵だと思いますよ。陛へい下かの花か冠かん画家が保証しましょう」

「……ありがとうございます。でも、わたしはもう花冠画家は諦あきらめたんです」

「辞退なさったそうですね。残念ですよ。せっかく天啓を受けたのでしょうに」

　アルマは思わず目を瞬しばたたいてエーファルトを見上げた。

「素晴らしい題材に出会ったときの、雷かみなりに打たれたような感覚。一生かけて描きつづけたいという強い衝しよう動どう。それを、あなたはハインリヒ殿下から感じたのではないですか？」

　もちろん感じていた。自分はそのつもりでいた。昨日までは。

　アルマの表情から答えを読み取って、エーファルトが破顔する。

「やはり。ろくに人物画を描いたこともない人間が本人を見ずにここまで生き生きと描えがき出すなど、天啓でも受けていなければ不可能でしょうからね」

「天啓なんて……わたしのこれは、そんな神聖なものではないですよ。わたしがハイン様を見ないで描けたのは、ハイン様に惹ひかれていたからで……」

　画家の天啓というのは、もっと神聖なものであるはずだ。

　たとえば、イアルナ王国の宮廷画家ドレシャーは美しい王おう妃ひに天啓を受け、彼女が不義を働いて処刑された後も生前の美しい王妃の姿を描きつづけたという。

　ドレシャーの天啓に比べたら、自分のそれは不純すぎる。

「それがどうしたというのです。天啓を受けた相手に恋れん慕ぼすることもありましょう」

「……そう、でしょうか……」

「私の知っているとある画家は、愛あい妻さいの絵を生しよう涯がい描きつづけました。描いた油彩画は五十数点、素描だけなら数千点。それもまた天啓でしょう。理り屈くつではないのですよ。天啓は一生のうちに何度も訪れるものではありません。あなたの天啓を大切にしなさい」

　教え諭さとすように言って、画帳を閉じて差し出してくる。

　穏やかな眼差しは、未熟な後輩を見守る先輩のそれだ。

　アルマが画帳を受け取ると、エーファルトはにこりと笑ってアトリエを出ていった。

「わたしの、天啓」

　ユグドリス随ずい一いちの画家が去っていった扉を茫ぼう然ぜんと見つめながら、「……はい」と呟つぶやいて、腕の中の画帳をぎゅっと抱きしめる。

「わたしも一生描きます。ハイン様のことを、二度と会えなくなっても」
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「……で、さっきからおまえは何をしているんだ」

「もちろん、ハイン様のお姿を目に焼きつけようとしています」

　アルマはハインとカトリーネの間の席で、ハインの椅子のそばに思いっきり椅子を近づけて彼の顔を凝ぎよう視ししていた。

　テーブルの中央に置かれた銀製の菓か子し器きには色とりどりの焼菓子と蒸し菓子が並び、夕日色の液体に満たされた白い陶とう器きのカップが芳ほう醇じゆんな湯ゆ気げを立ち上らせている。

　アルマのお別れ会を兼かねた茶会をカトリーネが開いてくれたのだ。

　場所はいつものサンルーム。参加者は主しゆ催さいのカトリーネにハイン、アルマ、トビアス、そしてサムエルだ。背後にはレネたち女官仲間も揃そろっている。

　本当はディードリヒも誘さそわれていたのだが、まだ体調が万全ではないという理由で周囲から猛反対され、参加を見送ったらしい。

　ちなみに、なぜ毒入りとわかっていて葡ぶ萄どう酒しゆを飲んだのかと問われたディードリヒは、病やみ上がりの弱々しい笑顔でこう答えたという。

　──伯お父じ上うえが私を死なせることは絶対にないと思ったから。

　彼が父と兄どころか、大勢の臣下から猛もう烈れつに怒られたのは言うまでもない。

「もう人物画の腕うで前まえを証明する必要はないだろうが」

　疲れきった嘆たん息そくを零こぼして、ハインがティーカップをソーサーに戻した。

「それはわかってます。でもわたしは王宮を離れてもハイン様を描いていたいんです。だからいまのうちにしっかり目に焼きつけておこうと思いまして」

「そんなにハインを描きたいのなら、王宮に残ればよくってよ」

　半はん眼がんのカトリーネが横から口を挟はさんできた。今日の彼女はあまり機き嫌げんがよろしくない。さっきから頰ほお杖づえをついてアルマを眺ながめながら、銀製の菓子器に手を伸ばしてはぽしぽしと焼菓子をかじっている。

「それはできません。でもハイン様はわたしの天啓なので、できれば一生描きつづけたいと思ってるんです」

「天啓ねえ」

　と、サムエルがいかにも興味なさそうに繰くり返した。アルマは頷うなずいた。

「ハイン様に初めてお会いしたときに、こう、びびっと来たんです。デュムラー卿にお話ししたら、それは画家の天啓だって、天啓はめったにあるものではないから大切にしなさいって言ってくださったんです。わたしもそう思います」

　カトリーネがぽしゃんと焼菓子の欠片かけらをティーカップの中に落っことした。

「びびっとって……アルマ、それはハインに一ひと目め惚ぼれしていたということではなくて!?」

「なっ!?」

　サムエルが仰ぎよう天てんして身を乗り出し、トビアスが苦笑し、ハインが啞あ然ぜんとする。

「誤解です！　一目惚れではなく天啓！　好きになったのはそのときじゃありません！」

　そこまで叫さけんでしまってから、アルマは異変に気がついた。

　カトリーネもハインもサムエルも、レネら女官たちも、こちらを見て石化したように硬こう直ちよくしている。温室に咲き誇ほこる薔ば薇らまでもが息を殺しているかに思えた。

　例外はトビアスで、気づくの遅おせえよ、とでも言いたげな顔で紅茶をすすっている。
















「あ、あああアルマあぁ！　トビアス殿どのの前でなんてことを言うんだ！」

　真まっ青さおな顔で全身をわななかせる兄を見て、アルマは失言を悟さとった。

「ち、違うのお兄様！　でもデュムラー卿が、天啓を受けた相手に恋することもあるって……じゃなくて、ああああそんなことを言いたいわけじゃ！」

　不意に誰かの手に頰ほおを摑つかまれて横を向かされてみれば、ハインの顔が接近していた。

　あっという間に唇くちびるを塞ふさがれる。

　慌あわてて胸を押して身を離したが、完全に手遅れだった。

「わあああ、何をするんですか！　しかもみんなの前で！」

「うるさい。僕はおまえに好きだと伝えたはずだな？　それで、おまえも僕を好きだと言う。ならばもう何も遠えん慮りよはいらんわけだ」

「遠慮なんて一度もなさったことなかったですよね!?　ってちょっと、待っ……！」

　アルマはとっさに顔と顔の間に手を滑すべり込ませて、唇の再接近を阻そ止しした。

「わ、わたしはトビアス様と婚約してるんですよ!?」

「まだ言うか。婚約なんぞ破は棄きだ、破棄」

「できませんって！」

「うるさい、おまえは僕が嫌きらいなのか！」

　この質問は二度目だ。一度目は曖あい昧まいに濁にごして逃げてしまった。

　けれどもう自分の気持ちに気づいているし、彼に噓うそを突き通せる自信もなかった。

　恥ずかしくなって俯うつむき、もごもごと口の中で答える。

「……す、好きです」

「よし」

　ハインはアルマを抱き上げた。そのまま自分の膝ひざの上に座らせると、腰に手を回し、愛いとおしそうに抱きしめてきた。

「ようやく手に入れた」

　手に入れられてしまった。

　アルマは羞しゆう恥ちで熱くなった顔を隠すように、ハインの肩に額ひたいを押しつけた。

（こんなはずじゃなかったのに……）

　個人的な感情は別として立場はわきまえているつもりでいたし、トビアスとの結婚にも異存はなかった。それがどうしてこうなってしまったのだろう。

　でも、これで天啓のままにハインを描きつづけられる、かもしれない。

「トビアス殿、すまない！　ほんっとーに申し訳ない！　死んでお詫わびしたい！」

「あー、サムエル殿、頼むから立ってくれ。あんたは何も悪くない」

「見てっ、アルマの兄あに君ぎみが素すでドゲーザを！」

「さすが兄きよう妹だい」

「レネ、感心してないでこっちを手伝いなさい！　ああカトリーネ様、お願いですから笑顔で白目を剝むかないでくださいまし！」

　野次馬の声でアルマは我に返った。そうだ、人前だった。

　慌てて体を離そうとすると、ハインが腰に回した腕に力を入れて抵抗した。

「何だ、もう少しいちゃつかせろ」

「そ、双方の合意が成立していませんっ」

「まだ言うか、この口は」

「それに、城下にいらっしゃるハイン様の恋人からのお許しも得てませんし……」

　二番目以降としては、いちゃつくならまず一番目の方にお目通りをし、きちんと承しよう諾だくをもらってから、というのが礼れい儀ぎだと思うのだ。

「またわけのわからんことを言い出したな。恋人なんていたらおまえを口く説どくわけないだろうが」

「ええっ!?　わたし、てっきり二号さんか三号さんの候補になったとばかり」

「何だその号って。おまえの中で僕はどれだけ最低の男なんだ……」

　心底げんなりした顔になる。ひさしぶりに見る表情だが、じっくり観察する気にはなれなかった。頭の整理が追いつかない。

「ま、待ってください。それじゃあ、あの恋文は何だったんですか？」

「恋文？　そんなもん書いた覚えはないぞ」

　アルマはとりいそぎ、執しつ務む室しつで盗み見てしまった手紙のことを打ち明けた。

　あーあれか、とハインはつまらなそうに呟いた。

「あれは愛の詩なんかじゃない。暗号だ」

「……あ、暗号？」

「『緋ひ色いろの愛』は紅こう玉ぎよくの首飾り、『旅立ち』は盗まれること、『招き入れた黒い山や羊ぎ』は盗とう賊ぞくを手引きした内通者、『鳥とり籠かごの鍵かぎは外はずし』は牢ろうに囚とらわれた盗賊を逃がしてやったこと、『女王蜂ばち』はカトリーネ、『働き蜂』はカトリーネの配下の者を指している」

　すらすらと暗号の訳文を解説されて、アルマは驚いた。自分のあずかり知らぬところで、首飾り事件の調査はあらぬ方向へ進展していたらしい。

「でもそれがどうして盗賊を逃がすとか、カトリーネ様がどうとかになるんです？」

「おまえの絵の異能で捕とらえた盗賊がすべて白状したんだ。カトリーネの首飾りを盗み出したのは、他ならぬカトリーネ本人の依頼だったとな」

「そんな、意味がわかりません。カトリーネ様、なぜそんなことを？」

　カトリーネは既に白目から復活していた。

「なぜ？　決まっているでしょう」

　優ゆう雅がに立ち上がると、洗せん練れんされた貴婦人のすり足で近づいてくる。たおやかな手をそっと伸ばしてきて、いまだハインの膝の上にいるアルマの頰に添えた。

「すべてはアルマ、あなたをここに引き留めるため。あたくしの計画は完かん璧ぺきに成功したわ。おかげであなたは婚約者を捨て、王宮に残る道を選んだ」

「別に捨てたわけでは……」

「婚約は破棄するのでしょう？」

　うっ、とアルマはうめいた。確かにもう破棄するしかない流れになっている。

「申し訳ありません、トビアス様──」

　大きな肩をすくめるトビアスに向かって頭を下げようとすると、寸前にぐいと頰を引かれてカトリーネの方を向かされた。

　陶とう然ぜんと潤うるんだ菫すみれ色いろの眼差しに、なぜか射いすくめられる。

「そっちは見なくていいの。ふふ、この青せい玉ぎよくのような瞳は移り気で困ったものね。あなたはあたくしのことだけを見つめていればいいのよ。ああ、可か愛わいいアルマ。あなたはあたくしのモノよ」

「僕のモノなんだが」

　ぐいっと反対側から顎あごを摑まれて、今度はハインの方を向かされる。

　カトリーネも負けじと、またアルマの顔を自分の方へ傾ける。

「その汚けがらわしい手を離しなさい、ハイン。一時的とはいえあなたに協力してあげたのは、あくまでアルマの婚約を破棄させるため。あなたはもう用済みなのよ」

「僕だけならまだしも、客の前で本性出しすぎだぞカトリーネ……」

　アルマの頭ず上じようで、王子と王妃の視線が交こう錯さくし、火花が飛び散った。ように、見えた。

「わたしはモノではありません……！」

　二人の手を振り払う度ど胸きようもなく、アルマはただ全力で抗こう議ぎの声をあげた。
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[image: ]







　この度たびは拙せつ作さくをお手に取っていただきありがとうございます。

　乙おつ川かわれいと申します。略してオツカレです。どうぞよろしくお願いいたします。

　本作は第十五回えんため大賞ガールズノベルズ部門の最終選考で落選した作品を、大幅に改稿・改題したものです。とはいえ、キャラクターと設定を残して一から書き直していますので、改稿というより新作に近いかもしれません。

　改稿過程でシリアス寄りの話があ・軽いコメディに生まれ変わったのですが、いま思うとこの主人公でシリアスとか当時の私は何を考えていたのでしょうか……そりゃ落選しますよね。どう見てもコメディ向きの子です。

　ようやく世に送り出せる運びとなって感かん無む量りようです。願ねがわくば、この子が読者の皆様にも受け入れていただけますように。




　この作品を刊行するにあたって、たくさんの方々のお世話になりました。

　まずはビーズログ文庫編集部ならびに担当編集のＦ様。拙作に出版の機会をいただきありがとうございました。どれだけ感謝してもしきれません。

　イラストの増ます田だメグミ様。女によ官かんのお仕着せについて「メイドより華やかな感じで」などと無茶なリクエストをしてしまって申し訳ありません！　すごく可愛く描いていただけて感激です。表紙イラストの膝ひざ枕まくらには絶叫しました。本当にありがとうございます。

　校正、デザイン、印刷、製本、営業その他、この本の出版に関わったすべての方々にも厚く御礼申し上げます。

　もちろん、お手に取ってくださった読者様にも、心からありがとうの言葉を贈おくります。

　夢を追う少女の恋と友情とボケツッコミの物語、いかがでしたでしょうか？　私は楽しく書かせていただきましたが、読者様にも楽しんでいただければ嬉しいです。
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